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春日坂高校漫画研究部




第１号　弱小文化部に幸あれ！








あずまの章





[image: ]

角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　吉よし村むら里り穂ほ子こ。高校二年、十六歳。

　兄はヤンキー、妹はギャル。そして私は三つ編み眼鏡のオタク女子である。

「兄きよう妹だい見てると私だけジョブチェンジに失敗したなって思うよ」

「じゃあオタクやめたら」

「そんなのできないよ。私からオタクを取ったら眼鏡しか残らないじゃんか」

「それもそうね」

　冗じよう談だんで言ったつもりが親友はあっさり納なつ得とくした。こらそこの後輩、笑うんじゃない。

　春日かすが坂ざか高校漫画研究部の部室は、旧校舎二階に小ぢんまりと存在する。

　元は生物化学準備室であった部屋には、ホルマリン漬づけにされた謎なぞの生物が今も棚に所ところ狭せましと並んでいた。日当たりも悪く、すっぱい薬品の臭においも染しみ付いていて、部室としてはよろしくない。

　良い点があるとすれば、ガス水道のついた小さな調理場の存在である。これだけはどこの部室にも負けていないだろう。

　お陰かげで昼や放課後はインスタントラーメンやコーヒー紅茶が飲み放題。漫画を読みつつ優ゆう雅がなティータイムも過ごせるという絶好の溜たまり場なのである。

「吉村先せん輩ぱいって三人兄弟なんですか」

「そうだよ、私以外は二人ともリア充じゆうってやつだよ」

　話しかけてきたのは後輩の木き崎ざき真ま里り。私たちはマリちゃんと呼んでいる。

　大人しそうな外見に騙だまされてはいけない。ときどきこちらがドキっとするような言葉を吐はいてくるから要注意だ。今年入部した漫まん研けんのホープである。他ほかにも二人の一年生がいるが今は割かつ愛あいしよう。

「家でどんな会話してるんですか？　うち、弟がいるんですけど、ほとんど話したりしないんですよね」

「うちもそんなもんだよ。むしろ嫌きらわれてるかも。昨日も妹にオタクキモいって言われたしね」

「妹、悪あく魔まね」

「そうなんだよ！　私、弟が欲しかった！」

「弟も変わりませんよ」

「一人っ子の私、勝ち組ね」

　勝ち誇ほこっているのは、同じ二年生であり漫研副部長でもある北きた川がわ麗れい華かだ。

　ゴージャスな名前に見合った堂々たる長身にきりりとした顔立ち。実家は剣けん道どう場を開いているので、幼いころから武道に親しんでいる格かく闘とう少女でもある。愛あい称しようはキタちゃん。

「兄弟の真ん中って一番ナメられるポジションだよね。上からも下からも突つき上げられてさあ。親なんて長男と末っ子ばっか可愛かわいがって真ん中の私はスルーなんだから」

「それをいいことに部屋で漫画描かいてるくせに」

「キタちゃんは私を悲劇のヒロインにはさせてくれないよね」

　問題ばかり起こすヤンキーの兄に、ギャルで甘え上手な末っ子の妹。親はなんだかんだ言って手のかかる子供ほど可愛がるものだ。目立たず大人しかった私はあまり構われることがなく、随ずい分ぶんと寂さびしい思いをしたものである。

　しかし中学一年生のとき、友達のお姉さんにイケない道へと誘さそわれそのままどっぷり。寂しさなんてものは忘れ去り、腐くされた趣しゆ味みへと邁まい進しんした。今では初はつ恋こいの人は二次元の住人でしたと言えるほどに立派なオタクと化している。

「あと兄弟いるとさ、その友達を家に連れてくるんだよね。兄弟以外のヤンキーとギャルが家にいる間は怖こわくてトイレにも行けないんだよ」

「うちも弟が部活仲間を連れてくるんですけど、こないだ何て言ったと思います？　ダサい姉ちゃん見られるの恥はずかしいから絶対部屋から出るなよ、ですよ！」

「弟、悪魔ね」

「弟ヒドイ！　弟ってさ、帰り道に偶ぐう然ぜん会って『姉ちゃん、鞄かばん重いだろ。持ってやるよ』って言ってくれるんじゃないの!?　深夜にプリンを買いに行ってくれるんじゃないの!?」

「そんな天使いませんよ」

　あっさり否定されてショック！　弟に夢見てただけに、ショーック！

　兄弟話に阿あ鼻び叫きよう喚かんしていると、部室の重いドアが開く音がした。

「しゃーっス！」

　入ってきたのはひとりの男子生徒だった。大きなスポーツバッグを肩かたから外しながらこちらに駆かけ寄ってくる。

「あ！　なんかいい匂においがする！　何スか、紅茶!?　アップルティー!?　俺も飲みたい！」

「うるさいのが来たよ」

「イケメン帰れよ」

「五ご味み君、部活は？」

　散々な言われようの男子生徒、その名を五味貴たか志しという。キタちゃんが吐き捨てたとおり、漫研には似つかわしくないイケてるボーイである。テニス部と兼けん部ぶしており、暇ひまを見つけてはやってくる。

　漫研への入部は他ほかの二人より少し遅おくれての五月。つまりは今月になって入ってきたばかりなのだが、すでに馴な染じみまくっているという恐おそるべきポテンシャルを持ったテニス部の王子様である。
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「今日はミーティングだけだったんだ。ねえねえ先輩、これ飲んでいいっスか」

「いいよ」

「やったー！　……って薄うすいっ、色が出ない！」

「すでに三人分出したからな」

「もっと早く来ればよかったぁ」

　薄い茶色の飲み物を片手に、五味は女三人の輪の中に何のためらいもなく入ってきた。

「何の話してたんっスか」

「兄弟の話」

「妹と弟は悪魔だったよ」

「そーなんスか？　うち、妹も弟もいるけど、俺に懐なついてめっちゃ可愛いっスよ？」

　相変わらず空気の読めないイケメンである。

　どうせあれだろ、イケメンはたとえバリバリのオタクだろうと結局はイケメンであるから兄弟は嫌ったりしないのだ。人間見た目が九割強、これが悲しい現実なのだ。

「そうそうリホ先輩、借りてた漫画返します。続きはないんスか？」

「なんの漫画？」

　表紙が見えないよう黒い袋ふくろに入ったそれをキタちゃんにパスする。中から出てきたのは、私が敬愛してやまない某ぼうＢＬ作家様の漫画であった。しかもテニス部を舞ぶ台たいにして男子たちが組んず解ほぐれつしている内容である。これを熟読し「男子の繊せん細さいな情じよう緒ちよを見事に描びよう写しやしていましたね。俺はどっちかというと脇わき役やくの男とくっついてほしかったっス」と五味は言ってのけた。

「五味君……」

「お前というやつは……」

　キタちゃんとマリちゃんの驚きよう愕がくの眼まな差ざしが五味に注がれる。腐ふ男だん子しという言葉が囁ささやかれて久しいが、五味はオールジャンルというかストライクゾーンが広いというか、来るもの拒こばまずというか。偏へん見けんがないっていうのは良いことだと思うよ、うん。

「そうだ、キタちゃん。幸さち子こ部長のお見み舞まい、いつ行く？」

「再来週あたりならいいわよ」

「私も行きます。メグちゃんにも言っておきますね」

「俺も行きたいけど、テニス部あるし……」

　四月に入院した部長に会ったことがないのは五味だけだった。ひどく残念そうにしているが、部長だって同じくらい残念に思っているんだぞ。なんせ五年ぶりに現れた漫研の男子部員だ、病室で知った部長の喜びようは凄すさまじかった。

　その幸子部長は三月はじめに不幸にも事故に遭あい、現在は入院中である。もうひとりの三年生、トモ先輩は吹すい奏そう楽がく部との兼部でこちらには滅めつ多たに顔を見せない。ときどき音楽室があるほうからアニソンを奏かなでてその存在を主張している。

　全員が顔を合わせられるのは、おそらく夏休みになるだろう。一学期の間は私たち一、二年生だけでの活動になる。顔合わせとなる漫研恒こう例れいの合宿が、今から楽しみだ。
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　どうもリホコです。しがないオタクです。

　奮発してペイントソフト買ってよかったと思う今日この頃ごろ。

　漫画を描かくのもデジタルの波がやってきている。トーン貼はりでひいひい言っていた昔から一転、今はデジタルトーンという便利なものも登場した。お陰かげで前ほどトーンに金銭を持って行かれるということがない。ペン入れの大変さは変わらんが。

「リホ、ゲーム」

　パソコンに向かって作業をしていると、いつの間にか部屋に妹が入ってきていた。勝手にクローゼットを開けて、ゲームがある棚をＲＰＧの勇者のように漁あさっている。あと私はゲームじゃない。

「ノックもしない奴には貸しませーん」

「うるせえオタクっ、いいから貸せよ」

「貸してくださいお姉ちゃんって言えたら貸してやる」

「誰だれが言うか。持ってくよ」

「別にいいけど。今度あんたの友達が来てるときに部屋に乱入してやる」

　できないがな。あんたの友達怖こわいし。

「……貸してくださいお姉ちゃん」

「いーよ」

　最後に舌打ちしたけど許してやる。

　そう、会話から分かるようにこの姉を姉とも思わないこいつが我が妹である。ギャルメイクを落とした今、眉まゆ毛げが半分ないのが滑こつ稽けいだ。

「また漫画描いてんの」

「うん」

「キモっ」

「はいはい」

　ここは穏おん便びんに済ませるのが吉きちである。下へ手たに反発しようものなら、やつは頭を一ピクセルも使ってないような罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はき散らしパソコンを殴なぐってくるからだ。妹よりもはるかに繊細で高価なパソコンのためなら私は何を言われてもかまわない。

「ソフトも持ってくからね」

　最後まで偉えらそうに振ふる舞まうと、妹はやっと出て行った。しかも扉とびらは開けっ放しという、無礼もここまでくると後はため息しか出てこない。

　それにしても夏の祭典に向けてそろそろ動きだすべきだな。まだ三ヶ月以上はあるけど今年は新刊三冊出したい。キタちゃんもがんばるって言ってたし、そうだサイト見てみよう。

　このネット時代、自家生産するオタクであれば自分のサイトをひとつは持っているものである。マリちゃんは読み専だと言っていたが、真実はどうだろう。五味は知らん。

　一いつ旦たんデータを保存し、ブックマークからキタちゃんの小説サイトへアクセスした。更こう新しんを確かく認にんしてみると、今一番たぎっているという作品の二次小説をアップしている。緩ゆるむ口元を押さえながらキタちゃんの小説を読み始めた。

　最後まで読み終わると、私は椅い子すの背もたれに寄りかかって、キタちゃんの小説の読後感に酔よいしれた。

　ああもう、なんでこういうのが書けるんだろう。キタちゃんの書く小説の恐ろしいところは、原作を知らないのにのめり込んでしまうところだ。そのせいでこれまでに何度、原作漫画を買いに走ったことか。

　キタちゃんは将来、小説家になりたいのだという。笑っちゃうよね、と言っていたけど私は笑わない。笑えない。だって私も漫画を描いて生きていきたいから。

　険しい道だということも、そう簡単に叶かなえられるものでもないということも分かっている。でも夢なんだから何を言ったっていいはずだ、言うだけならタダである。

　キタちゃんのことを考えていたまさにそのとき、彼女からのメールが携けい帯たいに着信した。タイトルには『頼たのみがある』とあった。

　なんだなんだとメールを開き、本文を読んだ私はニタ～と笑った。さっそくキタちゃんに電話をかける。

「もしもしキタちゃん？」

『メール見た？』

「うん、見たよ。ていうか、実は前からやりたいなあとは思ってたんだけどね。でも私から言えるもんじゃなかったし」

　メールの内容は、今度のイベントで出す小説本の表紙絵を私に描いてほしいというものだった。それまでキタちゃんが出していた同人誌の表紙はタイトルのみ。シンプルのひとことに尽つきていた。中身は漫画ではないのだからいいかもしれないけど、キタちゃんの一番のファンを自認する私としては、表紙描きたいなーでも言えないなー、という思いをここ一年ほど胸に隠かくしてきたのである。

『じゃあ、いいの？』

「いいよいいよ！　でさ、ついでと言ってはなんだけど、キタちゃん」

『なに？』

「キタちゃん原作で漫画を描きたいんだけど、だめ？」

　数すう拍はく遅おくれて携帯の向こうからキタちゃんの叫さけび声が聞こえた。ときどき高校二年生とは思えないほど冷静な彼女にしては珍めずらしいくらいの取り乱しっぷりに、私は少し驚おどろいてしまった。向こうはもっと驚いたらしく、家族を巻き込んでの騒そう動どうが携帯越ごしに聞こえてくる。

　数分後。キタちゃん原作、絵は私の、漫画の制作が決定した。
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　一時限目、数学。

　窓まど際ぎわというベストポジションから遠ざかった真ん中の席というなんとも魅み力りよくのない位置に座る私が、いそいそと数学の準備をしていたときだった。

「やばい！　俺今日当たってんのに問題やってない！」

　そりゃ大変だ。

　数学担当の鰐わに淵ぶち先生は、厳しい指導で有名だった。今騒さわいでいる彼がそうであるように、当てられた問題をやってこない生徒には蔑さげすんだ視線と冷たい言葉でこれでもかと責めてくる。彼の精神攻こう撃げきに耐たえられた生徒に、私はいまだお目にかかれていない。

「なあなあ吉村、問４やってない!?」

「え」

　いきなり話しかけてきたのは問４をやっていない岩いわ迫さこ君だった。イケメンオタク五味と同じテニス部である。私の名前を知っていたことにびっくりして、かなり挙動不ふ審しんになってしまった。
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「……やっ、てない、けど」

「うわーやばいっ」

　今は絶望的な顔をしているが、笑え顔がおが素す敵てきだとよく女子の間でも話題に上る男子だった。彼を好きだと公言する女子は実に多い。五味はともかく岩迫君はまっとうなイケメンであったため、初めて話しかけられた私がビビるのも仕方がなかった。

「吉村、数学得意だったよな？」

「あー、うん、まあ」

「頼むよ、教えてくれない？　ジュース奢おごるからさ！」

　人見知りな私と違ちがい、岩迫君は初会話ながら実にフレンドリーであった。イケメンの社交力パネェ。私なら知らない人間に教えを請こうぐらいなら先生に怒おこられるほうを選ぶ。

「吉村さん、教えてあげたら？」

　中々返事をしない私に、別方向から声がかかる。岩迫君の隣となりの席の女子だった。声が尖とがって聞こえたのは気のせい、だと思いたい。

「時間がない！　頼む！」

「……分かった」

　ルーズリーフを一枚取り出し、問４を解きはじめる。基本的に予習復習はしないが、今のところ数学を苦に思うことはなかった。オタクは文系ばかりではないのだよ。

「できた。どうぞ」

「助かった！　ありがとう！」

「よかったね、岩迫くん」

　私に注がれた女子の視線が一いつ瞬しゆんものごっつい冷たく見えたのは果たして被ひ害がい妄もう想そうだろうか。女子怖こわいほんと怖い。

　恐きよう怖ふに身を縮ませていると、ちょうど一時限目開始のチャイムが鳴った。
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　放課後になると、私はいつものように漫まん研けんの部室にいた。

　キタちゃんと漫画の打ち合わせをしていたところに、珍しく五味から電話がかかってくる。

「もしもし、どーした五味」

『ちゅーっス、リホ先せん輩ぱい。岩迫先輩に代わりますね』

「は？　え、ちょっ、」

『吉村？　おれおれー』

　五味てめぇこっちは心の準備ができてねえんだよ！　てか当たり前だけど声が近いっ。男の子と電話するのは連れん絡らく網もうですら緊きん張ちようする私に、これはいきなりハードルが高すぎるっ。

『あれ？　吉村聞こえてる？』

「……き、聞こえてます。なんでしょうか」

『今日の朝、ジュース奢るって言ったじゃん。なのに昼どっか行っちゃうし、だから放課後奢ろうと思ってさ』

「あー……」

　本気で奢ってくれるつもりだったのか。どうせイケメンのその場しのぎの台詞せりふだろって思ってました、すいません。

「じゃあそこにいる五味に渡わたしといてくれていいから」

　テニス部が終わると、たとえどんなに短い時間でも五味は漫研に顔を出す。パシリに使って悪いが、ほとんど話したことがないクラスメイトよりも後輩の五味のほうが普ふ通つうに話せるのだ。私のコミュニケーション能力の低さをなめるな。

　しかしである、ここからが真のイケメンの本領発揮であった。

『そんなのダメだって。お世話になったんだからさ、俺が直接渡したいんだけど。あ、じゃあ、今休憩中だからそっち行っていい？　旧校舎の二階だったよな』

　やめろぉおおおおお!!

　何を好き好んでテニス部のイケメンエースをこの腐ふ海かいに招かねばならない。ていうか机の上にネームが散らばってんだよ、何かの拍ひよう子しに目に付いたらどーすんだ。

「ダメ！　ぜったい!!」

『え、なんで？』

「なんでも!!　岩迫君だってベッドの下覗のぞかれたくないでしょ!!」

『漫研ってそんなヤバいものが隠かくしてあんの？』

　ヤバいのベクトルが違うがそんなものだ。私は彼に旧校舎の玄げん関かんホールに来てもらうようお願いすると、キタちゃんに断ってから部室を飛び出した。

「わざわざ、どうも、」

　息を切らしてやって来た玄関ホールには、岩迫君以外の生徒の姿は見えなかった。ユニフォーム姿の岩迫君を見て、某ぼう王子様を思い浮うかべた私に罪はない。

「じゃ、買いに行こっか」

「え、買ってないの？」

「だって吉村の好きなジュース知らないもん」

　この気き遣づかいよう、五味に見習って欲しいものである。

　あいつは二次元に重きを置いてるからか、三次元の女の子の扱あつかい方がけっこう雑だった。だから平気で女ばかりの漫研に入ってきたのだろうが。

　自じ販はん機きまで一いつ緒しよに行った私に、岩迫君はどこまでもイケメンな振ふる舞まいをした。八十円やそこらの紙コップのジュースだろうと思っていた私に対し、彼はペットボトルのジュースを買おうとしてくれたのだ。

「え、いや、悪いよ」

「あの問題の答えは百五十円以上の値打ちがあるって」

「でも高校生の百五十円はけっこう痛いよ。もっと自分を大事にしなよ」

「さっきの電話もそうだけど、吉村って面おも白しろいこと言うよな」

　そこでニコっと笑うかー！

　面白人間扱いされたがまあいい、その笑顔プライスレス。お言葉に甘えてペットボトルの『よっちゃん白ぶどう味』を買ってもらった。戻もどったらキタちゃんと半分こしよう。

「じゃ、私はこれで」

「うん。また頼たのむな」

　またがあるのか。

　どんな顔をしていいのか分からなかったので曖あい昧まいに笑っておく。こんなイケメンとの接せつ触しよくなんてどうせこれきりだろうと高を括くくって。

　以降、私の高校生活において岩迫君とは深く付き合っていくことになるんだけれど、ジュース一本で浮かれていた私にそんな未来が想像できるはずもなかった。
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　朝から快晴の日曜日。

　今日はキタちゃんと映画を観みに行く約束をしている。今話題のハリウッド映画を！

　噓うそです。アニメ映画です。

　いや、ハリウッド映画を観に行くこともあるけど、今日はたまたまアニメなのだ。私だって普通の映画くらい観るし興味もあるが、今日は偶ぐう然ぜんアニメ、……ってなんか言い訳がましいな。

　せっかく出かけるのだしおめかししたいところだけど、残念ながら化け粧しよう道具は一いつ切さい持っていなかった。あるとすれば色つきのリップだけである。女子高生として何かが間ま違ちがっているのは分かっている。

　何千円もかけて化粧道具を買うくらいなら、漫画とゲームを選びたい。そう考えている時点で私に化粧など早いのだろう。そういうオシャレは大学に入ってからでもいいと思っている。近所のお姉さんも都会の大学に行って別人になって帰ってきたことだしな。あれ誰だれだよって一時は近所の話題になったほどだ。都会は人間を変えてしまうことがよく分かった事例だった。

　せめて髪かみ型がただけでも変えとくかと思った私は三つ編みを解いてみた。途と端たんにぶわっと広がる髪かみの毛に毎度のことながらうんざりする。

　ウネウネくるくるの癖くせっ毛は三つ編みにでもしておかないと見み栄ばえが悪いのだが、今日はひとつにして片方の耳の後ろでシュシュで纏まとめてみる。このシュシュ、キタちゃんが誕生日プレゼントにくれたやつだ、喜んでくれるだろうか。

　服はベージュのワンピースにレギンス、カーディガンを着て、よし。

　いわゆる森ガールっぽい感じに……見み栄えを張った。私はどこまでも地味だった。
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「キタちゃーん」

　集合場所は駅前の広場。十分前についた私だったが、キタちゃんはすでに到とう着ちやくし、文庫本を読んで待っていた。

「相変わらず早いね」

「小さいころからの習慣ってだけよ。一分でも遅おくれたらじいちゃんにめちゃくちゃ怒おこられてたから」

　キタちゃんのおじいさんというのは元警察官であり、退職後に剣けん道どう場を開いた人である。そのため礼れい儀ぎ作法にはとってもうるさく、私も遊びに行ったときにはやれ礼儀がなっとらんとそれはもう怒られるのだ。

「リホが最近来ないから、じいちゃん寂さみしがってるわよ」

「あのじいさまにそんな可愛かわいいところがあるのかよ」

「あるある。今度の休み、漫画の打ち合わせがてらうちに来なよ」

「じゃー行く。道場やってる？　汗に輝かがやく現げん役えき警察官たちの道着姿も見たいな」

「じいちゃんに張っ倒たおされるわよ」

　痛い目にあってもいい、男たちの戦う姿を見られるのなら。

「行こう。それとシュシュ、似合ってるよ」

「へへ」

　照れ笑いしたら気持ち悪いと言われた。なぜだ。
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　ショッピングモール内にある映画館は、休日もあって多くの人で賑にぎわっていた。さっそくチケットを買おうとカウンターに向かった私の背後で、聞きたくない声がした。

「あ、リホちゃんだ」

　なぜお前がここにいる、神かみ谷や。

　どうか間違いであってくれと祈いのるような気持ちで振り返った。しかし願いむなしく、そこにいたのは家によく遊びに来る兄の友人のひとりだった。

「……おはようございまーす」

「すげー嫌いやそうな顔。テンション低いなあ」

　これから観るアニメ映画に向けてぐんぐん上がっていた私のテンションは、神谷に指し摘てきされたとおり最低値を記録していた。

　くそ、なんでここにいんだよ。家でＤＶＤでも観てろよな。

「ケータぁ、この子だれ？」

　神谷の彼女だろうか、綺き麗れいに化粧をした女の人が私を見るなり指を差してきた。

「ショータの妹だよ」

「えぇっ、うっそぉ!!　ショータくんのぉ!?　全然似てなぁい」

　私だってそう思っているけど他人に指摘されると腹が立つのはなんでだろう。というか彼女は同じ高校生だったのか。そのことに私は一番びっくりした。

「眼鏡取ったらけっこう似てるよ、ほら」

「ちょ、」

　視界がぼやける。勝手に眼鏡を取られてしまった。小学一年生のときから年々視力が悪くなっている私は、眼鏡なしでは近くにいる人の顔さえよく見えない。キタちゃんどこだ。

「うーん、似てると言われれば似てるようなぁ」

「目がそっくりだと思うんだけど」

「ショータくん、いっつも睨にらんでるから分かんない」

「はは、言えてる」

　なんですかこいつらは、人の眼鏡を取っておいてチャラチャラと。

　見えないなりに睨みつけると、ぼやけた視界の中で神谷が笑った気がした。

「やっぱり似てる」

「似てませんよ。眼鏡返してください」

「あれ、怒った？」

　怒らいでか。

　私は想像の中だけで奴の顔面にグーパンを入れた。あくまで想像なのは、ヤンキーの兄の友人だけあって神谷もけっこう怖こわいのである。冗じよう談だんで殴なぐって許してもらえるのか私には分からなかった。

「友達待たせてるから行きたいんですけど」

「友達なら随ずい分ぶん前から列に並んでるけど」

「なにー!?」

　そりゃないぜキタちゃん！　時間を無む駄だにしない彼女らしくて泣けてくる。

「何観んの？　やっぱアニメ？」

「そっとしといてやろうって気き遣づかいはないのですか、神谷さん」

「えー、ショータくんの妹ってオタクなの？　ウケるー！」

　うわー……。

　妹には散々バカにされてきて慣れてはいるものの、初対面の他人に笑われるのはツラいものがある。しかもこの人声大きいし、周りに見られてる気がするし。ヤダな。眼鏡取られててよかった。

「おい」

「えーなにー？」

「俺のダチの妹、馬ば鹿かにしてんじゃねえよ。マジイラつくんだけど」

　お前も馬鹿にしてなかったか！

　と思ったが黙だまっておいた。こここ怖こえぇ……！

　突とつ如じよ、怒ど気きを露あらわにした神谷に、それまで私たちにまとわりついていた周囲の好こう奇きの視線が一気に離はなれていくのが分かった。私も離れたい。そっちの空気を吸わせてほしい。

「あーもう萎なえた。映画はもういいや、失うせろよ」

「は？　何言ってんの、」

「映画なんてセックスしやすくするための前ぜん戯ぎみてーなもんだし。お前じゃなくても他ほかにいるからいいよもう」

　そんな前戯聞いたことねえよ。

　ていうか私さっきからツっこんでばっかだな。神谷ボケ体質なのか。

「なっ、マジムカつく！　死ねよ!!」

　それまで甘ったるく語ご尾びを伸ばして喋しやべっていた彼女が豹ひよう変へんした。きっと殴りたかったんだろう、けれど神谷を見た瞬しゆん間かんに、彼女の体が震ふるえたのが不ふ明めい瞭りような視界でもよく分かった。振ふり上げた鞄かばんを下ろすと、捨て台詞ぜりふを吐はいて足早に去っていった。

「ごめんな、リホちゃん」

「高校二年生にとっては刺し激げき的過ぎる場面でした」

「けっこう冷静だねー」

　そう言いながら神谷が眼鏡を掛かけてくれた。至近距きよ離りで微笑ほほえまれて、顔が赤くなるのが分かった。アホか私は。相手は視線ひとつで激げつ昂こうした女を退散させるような男だぞ。眼鏡を整えるふりをしながら赤くなった顔を隠かくした私を見て、神谷がくくっと笑った。くそう、こっちの心情なんてお見通しというやつか。

「それで、一人で映画観みるんですか」

「どうしよっかな。リホちゃんと一いつ緒しよにアニメ観てもいいけど」

「今日観るのは三部作のうちの二作目ですよ。観るなら一作目観てからにしてください」

「そりゃ残念」

　私の頭を撫なでると神谷は帰っていった。

　兄の友人というのは、だいたいがああいうわけの分からん連中ばかりだ。兄含ふくめて他人を巻き込み振り回す、迷めい惑わく千せん万ばんな男どもである。
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　キタちゃんとタッグを組んだオリジナル漫画の制作に入って三日目。今日の昼休みは、二人で部室に集まって打ち合わせをしていた。

「主人公、こんな感じでどう？」

「銀ぎん髪ぱつ？」

「ううん、白髪しらが」

「ベタ塗ぬりめんどいだけでしょ」

「バレたか」

　舞ぶ台たいは架か空くうの日本。和風ファンタジー。妖よう怪かいとか陰おん陽みよう師じとか式神とか。題材はよくある感じなんだけど、そこはキタちゃん、独自の色を出してくる。

　漫画の原作ってどうやればいいのか分かんないと言っていたキタちゃんは、得意の小説を書いてきてくれた。それを読んだ私は儚はかなく涙なみだした。二次もそうだが、オリジナルでも泣かせてくる。

　キタちゃんの小説は読んでいると情景が浮うかびやすい。私の頭の中で登場人物たちに色がつき形ができて動き出す。絵にするのは早かった。

「なんか脇わき役やくのキャラのほうが力入ってるように見えるのは私の気のせいなの？」

「いや、まあ、」

「いいけどね。書いてる途と中ちゆうであんたの好きそうなキャラだとは思ってた」

　キタちゃんは私のことなどお見通しであった。

　だってだって主人公の幼おさな馴な染じみで飄ひよう々ひようとした性格で関西弁で、ってこれで萌もえずにいられるか、否いな。ＢＬ漫画ではないのだが、主人公へと注ぐ彼の眼まな差ざしをイヤらしく描びよう写しやしてしまいそうだ。

「あ～完成が楽しみ～。キタちゃん、直してほしいところがあったらばんばん言ってね」

　今日の打ち合わせはここまでにして、沸わかしたお湯を私とキタちゃんのコップに注ぐ。お弁当の私は玄げん米まい茶、パンを買ってきたキタちゃんは粉末のココアにした。二つの匂においが混ざり合って部室に充じゆう満まんする。

「漫画に関してはあんたの好きにしていいのに」

「ううん。私ね、キタちゃんの小説の雰ふん囲い気きっていうか空気をさ、完かん璧ぺきに漫画で表現したいんだ。今の私じゃ力不足なのは分かってるけど」

「……私もリホの描かく漫画の雰囲気好きよ」

「キタちゃんっ」

　滅めつ多たに人を褒ほめないキタちゃんが視線を落として恥はずかしそうに言っている。そんなことされたら私はもう、

「先せん輩ぱいたち、部室で百ゆ合りはやめてください」

　キタちゃんにずずいと身を寄せた私は、部室のドアを睨にらみつけた。小さなお弁当を持って入ってきたのは一年生の女子だった。

「来たなメグっぺ！　えぇい邪じや魔まだ、私は今からキタちゃんと愛し合うのだ！」

「園その田だは今日はお弁当なんだ」

「無視！」

　と、茶番はここまでにしておいて現在昼休みである。あと三十分しかない、ごはん食べなきゃ。

「メグっぺ、ココアと玄米茶、どっちか飲む？」

「玄米茶のほうをいただきます」

　部室にはたいていのインスタント飲料が常備されている。他にも部員のお気に入りの茶葉やコーヒーが棚に置いてあって、名前がなければ好きなときに飲んでいいことになっていた。

　お昼ごはんはいつも部室で食べているわけではないけど、今日みたいにクラスの違ちがうキタちゃんと示し合わせてくる場合もある。

　一年生のメグっぺこと園田めぐみは、いつも部室に来て昼ごはんを食べていた。教室で友達と食べないのだろうか、なんて野や暮ぼな質問は誰だれもしない。空気の読めない五味が言いかけていたが、そこは空気の読めるマリちゃんが即そく座ざに黙だまらせていた。

　クラスに馴な染じめないのかもしれない。単にひとりが好きなのかもしれない。

　メグっぺを見ていると、自然と去年のことを思い出す。

　高校一年生のとき、私は中々友達ができなかった。

　自分から話しかけて友達をつくるスキルがあればいいものの、名前も趣しゆ味みも知らない相手になんて怖こわくてできなかった。話しかけられれば普ふ通つうに話し返せるけれど、内心はビクビクしていてあまり会話が長続きしない。周りが仲の良いグループをつくる光景を横目に、ひと月たっても机にぽつんと座っているのが私だった。

　そんな私に友達ができたのは、漫まん研けんに入ってから知り合ったキタちゃんのお陰かげだった。

　家は道場、中学三年間は学級委員長だったキタちゃんの顔は実に広かった。席に座っているだけだった私に知らない子たちが話しかけてきてくれたのは、キタちゃんが働きかけてくれたから。後日、お礼を言う私に、彼女は知らないとしらを切っていたけれど。

「先輩たち、二人で漫画描くんですよね」

「うん、そうだよ。世界のキタガワが原作ですよ！」

「できたら読ませてくださいね」

　私、先輩なのにな、あしらわれてるな。マリちゃんといい、今年の一年はちょっと生意気だぞ。

　まあいいだろう。食べながらだけど、描いたキャラクターを見せてみた。

「メグっぺ、どう思う？　忌き憚たんのない意見を聞かせてくれたまえ」

　惣菜おかずを口に運びながら、彼女の反応を窺うかがった。口に入れたから揚あげは昨日の夕食の残りなだけあってけっこう硬かたい。なんとか一個食べ終わったとき、イラストに見入っていたメグっぺが顔を上げた。

「ヒロイン、薄うすいというか、特とく徴ちようないのはわざとなんですか」

「あぁうん。今回の話、ヒロインあんまり動かないんだ。傍ぼう観かん者というか、ええと、キタちゃん、なんて言えばいい？」

「ヒロイン以外のキャラがけっこう濃こいからね。存在感は薄く設定してる。主人公引き立てたいし」

「というかむしろ男同士の友情がメインみたいな！　みたいな!!」

「なるほど」

　またもさらっと流されたが、メグっぺは漫画やアニメに関してははっきりと意見を言う子なのでこういうときとても助かる。編集者に向いてるんじゃないだろうか。

「原げん稿こう、手伝ってね」

「はい」

　完成、楽しみですね。

　メグっぺは、はにかんだ笑みを浮かべながら小さく頷うなずいた。

　やっべ、メグっぺ萌えるんですけど。肌はだ白いから赤くなったらすぐに分かる。クラスの子達はそういうの知らないのかな、なんかもったいないな。

　私にキタちゃんがいたみたいに、メグっぺにもいたらいいのに。この子がいてくれたら大だい丈じよう夫ぶ、そんな子が。

「なにニヤニヤ笑ってんのよ」

「先輩、不気味です」

　前言撤てつ回かい。

　今年の一年生は頼たのもしくてなによりである。
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　自宅のプリンターのインクが切れた。ストックはなかった。

　頼むぜジョニー（プリンター）、コピーしたい原稿があるっていうのに。

　時計を見ると、午後七時半を指していた。今からインクを買いに行ってもいつもの店には間に合わない。仕方なく私はコンビニに行くことにした。

　透すけないファイルに見られたくない原稿を入れると、財さい布ふを持って一階に下りる。去年ノリで買った日本語Ｔシャツに中学時代のハーフパンツ、パーカーを羽織っていざ出しゆつ陣じん。

　靴くつを履はいていると、玄げん関かんに並んだ大きなスニーカーに気がついた。帰ってきているんだな。そう思った直後、リビングの扉とびらが開く音がした。

「リホ、今から出かけんのか」

「兄ちゃん」

　リビングから顔を出した兄は、顔に絆ばん創そう膏こうをいくつも貼はっていた。唇くちびるの端はじっこには青あざ、こめかみは治りかけの変な色をしている。また喧けん嘩かしたのか。中学時代から体に傷をこさえて帰ってくるので、私はもう慣れたものだった。あえて指し摘てきはせずに、いつもの会話をする。

「コンビニ行ってくる。なんか欲しいものある？」

「もう暗いぞ」

「うん」

「……っチ、早く行ってこい」

「う、うん」

　相変わらず兄とは会話が嚙かみ合わない。動物っぽいというか、神谷たちはどうやって兄とコミュニケーションをとってるんだ。

　ますます兄が睨みつけてくるので、ぶん殴なぐられないうちに家を出ることにした。
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　高性能のプリンターが家庭に普ふ及きゆうしてからは、コンビニでこそこそコピーをする機会は大いに減ったと思う。原稿を忘れて二度とそのコンビニに行けなくなった私にしてみれば喜ばしいことだが、原稿を置いてきて悲鳴を上げた痛々しい記き憶おくは、今でも寝ねる前に布ふ団とんの中で思い出す。

　コンビニに到とう着ちやくした私は、すばやく店員の位置を確かく認にんした。

　いけるっ、店員はおにぎりを並べていてこっちには気づいてないぞリホコ、作戦開始だ!!

　五百円玉を投入。原稿を取り出し、コピー機に並べてカバーを閉じる。この一連の作業があと十五回。早く終われぇえええ!!

「あ、吉村だ」

　あと五枚というときだった。その瞬しゆん間かん、私の心臓はたしかに一いつ瞬しゆん停止した。

「ひぃっ、岩迫君!?」

「やっほー偶ぐう然ぜん」

　そんな爽さわやかに挨あい拶さつできるような状じよう況きようではない！

　岩迫君はテニスラケットの入ったバッグを背負い、手には通学鞄かばんを持っていた。テニス部ってばこんな時間までやってるのかこの頑がん張ばり屋さんめっ。しかも後ろからは同じようなスタイルの男子生徒たちがぞろぞろと入ってくる。「サコ、知り合い？」とか言って次々私を見てくる。ノー、やめてくれ。

「吉村、家この辺なの？」

「えぇ、まぁ、うん」

「ここ部活帰りによく寄るんだ。買い食い楽しいよな」

「よ、羊よう羹かんとかね」

「羊羹は買ったことないなあ。パンとか豚ぶた饅まんだろ、普通」

　普通じゃないことをやってる私は早くこの会話を終わらせたくてたまらなかった。コピーされて出てくる原稿が彼から死角にあって本当に助かった。

「あ、また明日あした、数学教えてよ」

「う、うん」

「よかったあ。あの先生、俺にばっか難しい問題当てるんだよな」

「そ、そうだね」

　毎日寝てりゃあ先生も意地悪したくなるよ。それに気づかない岩迫君はもしや天然キャラなのか。

　しかしそれも彼なら萌もえポイント加算である。五味はオタクという時点でマイナス二万点だがな。

「もうすぐ中間テストだよな。吉村、勉強してる？」

「いや全然」

「とか言ってー。本当はやってるんだろ」

　やってない。テストは基本一いち夜や漬づけである。

　それにしてもよくもこう会話のネタがあるものだな。これがリア充じゆうというやつか。私もアニメネタなら豊富にあるんだが、ここで披ひ露ろうできないのが残念だ。

「なあ」

「な、なんスか」

「コピー終わってない？」

　ギックーそこに気づきましたか！

　あと五枚コピーしたいんだがそんな贅ぜい沢たく言ってられん。速すみやかにここから立ち去りたい。だが、だがしかしっ。

　原げん稿こうを取り出し、大量に印刷したブツを彼に見られずに鞄に仕し舞まえるだろうか。万が一取りこぼし、原稿がバッサーってなったらどうする？　そういや昔、大量の同人誌を道のど真ん中でバッサーしたことあったな。立派なトラウマだ。

　そのときである。コンビニに救世主が来店した。

「マイナス二万点五味ー!!」

「うわぁっ、リホ先せん輩ぱいだびっくりしたマイナス二万点!?」

　今！　このとき！　現れた五味、いや五味君!!

　私は声無きテレパシーを駆く使しして現在の窮きゆう状じようを訴うつたえた。奴なら分かってくれるはずだ。コピー機、大き目の鞄、具合の悪そうな顔。これらから導き出される答えはたったのひとつである。

「サコ先輩、パン見に行きましょうよ」

　ナイス！　超ちようナイス！

　パンコーナーは店内一番奥。レジ横のコピー機とは正反対。お前はできる子だと思ってたよ！

「ね、早く行きましょうよ！　俺、お腹なかぺこぺこです」

　……可愛かわい子ぶったな、マイナス五十点だ。

「引っ張んなよ五味、じゃあまた明日な、吉村」

　顔の横で小さく手を振ふる岩迫君。うわ、可愛い。

　女子が騒さわぐのも分かる。途と中ちゆうから岩迫空気読めよとほんのちょっと思ったことを反省する。五味もナイスアシスト、あとでメールで褒ほめておこう。

　危機が去り、私は原稿の回収にとりかかった。

「そうだ、吉村」

「うぁあああああ」

「えっ、どした？」

　行ったんじゃなかったの？　五味おめーパンに夢中になって岩迫君を野放しにしてんじゃねーよ！

　本日二度目の心臓停止にもはや涙なみだ目めの私である。もう絶対にテニス部が立ち寄るこのコンビニは利用しない。絶対しない。

「驚おどろかしてごめんな。訊ききたいことがあってさ」

「は、はい、」

　な、なにを訊くというのだ一体。ま、まさかコピー機で何を印刷してるのか訊きにきたとでもいうのか!?

「メアド教えて」

「へ」

「駄だ目め？」

　高二男子がコテンと首を傾かしげるなぁあああ！

　駄目だ、岩迫君と話していると息が切れる。現実の男の子ってなんて疲つかれるんだ。

　男子にメアドを訊かれるのは初めてだったせいか、私はちょっぴり緊きん張ちようしていた。オタクのメアドがイケメンの携けい帯たいに入っちゃっていいのかよ。岩迫君優やさしすぎる。ちなみに五味は男子のカテゴリーには属さない。メアド交こう換かんの際、まったくといっていいほど緊張しなかったのがその証しよう拠こである。

「ありがとな」

「いえいえこちらこそ」

「これで数学の問題、いつでも訊けるな」

「答えをメールで送るのめんどいからイヤだよ」

　私は迷った末に名前を『天然岩迫君』と入力した。温泉みたいになった。

　今度こそ別れを告げると、私は速やかに原稿を回収してコンビニを去った。

　残り五枚の原稿をコピーするべく別のコンビニに行く途中、携帯が震ふるえてメールの着信を知らせてくれた。さっきアドレスを交換したばかりの岩迫君からだった。

　早っ。そう思いながらメールを開く。

『吉村のメアドゲット！　今度部室に遊びにいっていい？』

　うっ、微び妙みようだな。イケない本隠かくさないといけないじゃん。

「三日前にはお知らせください、と」

　送信。五分とたたずに返信がくる。

『何隠してるんだよ？　気になる。まさかエロ本!?』

「乙女おとめの夢です、と」

『五味がすっげー笑ってる。乙女の夢ってなんだよー』

「この世には知らなくていいことがあります。返信不要、と」

　携帯を閉じて尻しりポケットに仕舞った。それほど離はなれてはいない別のコンビニが見えたころ、もう来ないだろうと思ったメールが来た。五味からだった。

『乙女の夢ってなんスか。マジウケる！』

　私は返信せずに携帯を閉じた。
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　五月も中ちゆう旬じゆんに入ったころ。一学期の中間テストを一週間後に控ひかえ、放課後の部活動が一いつ切さい休止となった。

　午後の授業を終えて生徒たちがいっせいに下校する最さ中なか、旧校舎の二階にある漫まん研けんの部室には、三年以外の部員全員が集まっていた。

「喜べ一年坊主たちよっ、これが去年のテストのコピーだ！」

「わーい！」

「助かります」

「後でコピー代払はらいますね」

　喜びを露あらわにしてくれたのは五味だけだった。先輩寂さびしい。

　人数分の紅茶とコンビニで買ったチョコを囲み、漫研部員たちは一週間後のテストに向けて愚ぐ痴ちを言い合っていた。特に五味は深刻だった。定期テストで赤点を取ったら夏のテニスの大会に出場できなくなるらしい。

「キタ先輩、リホ先輩、どうか俺に勉強を教えてください！」

「さてとキタちゃん、早く帰らないとアニメの再放送に間に合わないぜ」

「そうだね、帰らないとね」

「待ったー！」

　そろって出口に向かう私たちの前に、五味は両手を広げて立ちはだかった。邪じや魔まだ。

「マリちゃん、メグっぺ、同級生でしょ。教えてあげなよ」

「最初のテストで躓つまずきたくないんでお断りします」

　マリちゃんの攻こう撃げき！

　五味は20のダメージを受けた！

「あの、私も、五味君と一いつ緒しよはちょっと……」

　メグっぺの攻撃！

　五味は40のダメージを受けた！

　五味は死んだ！

「もう駄目だぁ……夏の大会は絶望的だぁ……」

「私たちじゃなくてテニス部の先輩に頼たよったら？」

「そんなんムリだもん！　テニス部の先輩たちそろってバカばっかだもん！」

　自分を棚に上げて五味は泣き真ま似ねを始めた。マリちゃんがうぜぇ……という顔をしている。五味、そろそろやめたほうがいいぞ。

「先せん輩ぱいたちのハクジョー者！　俺がレギュラーから外れてベンチを温めてればいいと思ってるんだ！　鬼おに！」

「ベンチウォーマーも大切な役目だよ。豊とよ臣とみ秀ひで吉よしだって織お田だ信のぶ長ながの草ぞう履り温めて出世したじゃない」

　紅茶を飲みながらマリちゃんが見えない拳こぶしで五味を殴なぐる！

　五味が睨にらむ！

　おぉっとマリちゃん、鼻で笑い返したー！

「木崎の勝利ね。じゃあ皆みんな、帰って各自テスト勉強に励はげむように」

「はーい」

　空になったカップを洗って片付け、戸と締じまり戸締まりっと。

　だがいざ入り口の鍵かぎを閉めようとしたところで、五味が出てこようとしなかった。

「五味ー、早く出て来い、閉じ込められたいのか」

「勉強教えてくれないならここに閉じ籠こもってやるぅ！」

　お望みどおり閉じ込めてやった。

「噓うそっ、噓だからぁっ、置いてっちゃやだぁあああ!!」

「五味君ってうっとうしいなあ……」

　マリちゃんは心の底からうざそうに言っていた。イケメンも形無しである。
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「五味、ついてくるな。ストーカーで訴うつたえられて夏の大会どころか部活停止にさせられたいのか」

　学校を出てから五分くらいがたったころ、私は嫌いや々いや立ち止まると背後を振ふり返った。家の方向が違ちがうはずの五味が後ろを尾つけてくるのだ。しかも電柱や看板の後ろに隠れたりと、バレバレだしベタすぎだしでなんかイラっとくる。

「じゃあ堂々と隣となり歩いてもいいっスか」

「あんたんち、あっちだろ」

「先輩の家まで送ります！　一人は危険っス！」

　もっともらしいことを言って、本音は家まで付いてきたらこっちのもんだ部屋に乗り込んで勉強教えてもらおーっと！　と考えているに違いない。キタちゃんじゃなくて私にしたのも、彼女の家が道場でしかも警察官が多く出入りしているという話に怖おじ気けづいたからだろう。五味のくせになめやがって。

「吉村？」

　どうやって五味を追い返そうかと考えていると、学校とは違う方向から岩迫君が歩いてきた。私と五味を見つけて、小走りに近づいてくる。

「五味、お前まだ帰ってなかったのかよ」

「先輩こそ」

「俺は本屋に行ってたんだよ」

「まっ、まさか参考書を買いに!?」

　ほら見ろ、お前が馬ば鹿かにしてた先輩は偉い大だいだぞ。イケメンは努力してこそのイケメンなのだ。

　私が大いに感心していると、岩迫君は女子からきゃあきゃあ言われる微笑を浮うかべてこう言った。

「雑誌立ち読みしてた」

　駄だ目めだこいつ……早く何とかしないと……。

　リアルにこの台詞せりふが思い浮かんだ私は、夏の大会は二人そろってベンチウォーマー決定を確信した。

「お前らは何してんの？」

「俺はこれからリホ先輩の家で勉強教えてもらうんです」

「何勝手なこと言ってんだ！」

　強めのパンチを五味にお見み舞まいしていると、今度は岩迫君がとんでもないことを言い出した。

「えーいいな！　俺もまぜてよ！」

「サコ先輩、数学ヤバいですもんね。よし、三人でテスト勉強だ！」

「じゃあコンビニ寄ってスナックとジュース買ってこうぜ」

「了りよう解かいっス！」

　うわぁあああ勝手に決まってるぅううう！

　なんて奴らだこっちの意見お構いなしかよ。部活ヒエラルキーで言うとたしかにテニス部はピラミッドの上のほうだが、だからってこんなことが許されるとでもいうのか。

「吉村、もしかして迷めい惑わく？」

「う！」

　上うわ目め遣づかいっ、わざわざしゃがんで下から顔を覗のぞき込んでの上目遣いっっ。隣で五味が同じようなことしてるけどムカつくだけだからやめろ。

　岩迫君の濁にごりの無い目に見つめられ、私はものの見事に陥かん落らくしたのだった。
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「おじゃましまーす！」

「でかい声出すな」

　この時間、共働きの両親はまだ帰っていなかった。玄げん関かんには兄の靴くつも妹の靴もない。

　二人を連れて二階に上がると、扉とびらを開ける前に私は待ったをかけた。

「ちょっと片付けてくる」

　デスクには原げん稿こうが置きっぱなしなのだ。ネームの束と一緒にファイルに入れて、まとめてそれらすべてを隠かくす。そして本ほん棚だなをチェック。……大だい丈じよう夫ぶ、ＢＬ本は紛まぎれていないな。

　フィギュアは隠したほうがいいのかな。引いちゃうかな岩迫君。いやでもこっちが漫まん研けんだってことは分かってるし……そうだ布を掛かけておこう。

　部屋をざっと見回してみる。よし、ただの漫画の多すぎる部屋にしか見えない。完かん璧ぺきだな私。

　二人を呼び入れると、部屋の真ん中に折りたたみの机を置いた。それから一年のときに纏まとめた授業用ルーズリーフを取り出した。

「ほい、去年のノート。暗記物はこれで大丈夫だと思う」

「あざーっス！」

　見えない尻尾しつぽを振りまくる五味の隣で、岩迫君は物もの珍めずらしそうに部屋を観察していた。

「いいなあ、個人のパソコン。ゲーム機も揃そろってるし、漫画もいっぱいある」

　彼が羨うらやましそうに眺ながめている本棚は言わば外向き用である。一いつ般ぱん人には見せられない本はクローゼットの中の本棚に仕し舞まってあった。

「あ、この漫画、前から読みたいと思ってたやつだ」

「テスト終わったら貸してあげるから。岩迫君、勉強しようか」

　大丈夫なのか、なんか不安になってきたんですけど。頼たのむからテニスで培つちかった集中力を勉強に回してくれ。

　とりあえず二人が苦手な数学から始めることにした。二人ともまったく基本が分かっていなかったので、それぞれの公式を五十回ずつ書かせてから問題を解かせていった。

「理解しようとしなくていいから。とにかく公式に当てはめて解いていこう」

　試験問題の後半はいっそ捨てさせることにした。前半部分で点を稼かせげばボーダーライン40点は取れるはずだ。

「リホ先輩、俺、英語もヤバいんですけど」

「安心しな。英語の下しも村むら先生はほとんど問題集から出してくるから。その答えを完璧に覚えたら30点、発音問題で10点、単語の読み書きで10点、合計50点取れるはずだ」

「うっス！　リホ先せん輩ぱい、頼もしいっス！」

　だがその前にまずは数学だ。五味の場合、苦手意識で避さけているだけで向き合ってみれば意外とできたので大丈夫だろう。

　問題は岩迫君だった。

「焦あせんなくていいから、ゆっくり解いていこう」

「うん……」

　不安そうにコクンと頷うなずく岩迫君に、正直に言おう、萌もえた。私よりずっと背が高いし男なのに可愛かわいいってすげえ。二次元に負けてねえ。一問も解けてないけど。

「俺、もう駄目だ……出場は無理かもしんない」

「大丈夫っスよサコ先輩、そのときは俺が頑がん張ばりますから！」

「おめーは黙だまってろ！」

　とにかく易しい問題からだ。あとは数学の鰐淵先生の作った過去の試験問題が手に入ったらいいんだけど。部長は入院中だから無理だ。もうひとりの先輩、吹すい奏そう楽がく部と兼けん部ぶのトモ先輩に頼めるだろうか。

　過去問を手に入れる方法はまた追々考えるとして、私も勉強することにした。国語その他ほかは一いち夜や漬づけでいいとして英単語は今から覚えとかないとな。

　英単語帳を取ろうと腰こしを上げると、階段を駆かけ上る音がした。次の瞬しゆん間かん、ドアが乱暴に開け放たれ、どどっと何者かが入ってきた。

「リホっ、お前っ」

「うわマジで男連れ込んでるよ。リホちゃんやるな」

「兄きよう妹だいそろってメンクイかぁ」

「どっちが本命なの？」

　上から兄を押しつぶすようにお馴な染じみの三人組が現れる。中にはもちろん神谷もいた。

　呆あつ気けにとられて黙り込む私たち。奴らはこっちが喋しやべらないのをいいことに「３Ｐ？　３Ｐ？」とか「お兄さんも入れてよぉ」とか下品なことを言ってくる。

　はっきり言おう。こいつらは最低である。

「四人ともリホ先輩のお兄さんっすか？」

　ここで物もの怖おじしない五味がやつらに話しかけた。お前はどれだけ怖こわいもの知らずなんだ。

「そうだよ。俺たち全員リホちゃんのお兄ちゃんさ！」

　盛り上がってるところ悪いんだが出てってほしい。あと五味、信じるな。お兄さんがいっぱいですねえ、じゃない。全然顔が似てないだろ。

「全員違ちがうし」

「だってよ、ショータ」

　神谷が一番下でつぶされている兄の頭をぺしぺし叩たたきながら笑った。

　あ、やばい、間ま違ちがえた。ひとりいました。

「一番目つきの悪いのがうちの兄ちゃんだった」

「おい聞いたかショータ、妹に愛されてんなぁ」

　相変わらず神谷は意地の悪い男だ。ていうかもう出ていってほしいんだけど。

「テスト勉強してるんで出ていってもらえませんか」

　そうそう。出てって……ん？

　今のは私が言ったんじゃない。彼です、岩迫君です。

　驚おどろいてまじまじと彼を見ていると、後ろのほうから「ふーん」というものすごく嫌いやな感じの神谷の声が聞こえてきた。

「お前、名前は？」

「そっちが先でしょ」

「神谷蛍けい太た」

「岩迫総そう一いち郎ろうです」

　……自己紹しよう介かいって普ふ通つうもっと和なごやかに行われるものなんじゃないの。なんですかこの空気は。会ったばかりなのに険悪にもほどがある。

「あ、俺は五味貴志っていいます！　リホ先輩にはお世話になってまーす！」

　五味、でかした！　初めてお前の空気読めないのが役に立った！　あの神谷がぽかんとしてるぞ！　よし行け今だ。

「兄ちゃん、出てってくれる？」

「あァ？　勝手に他人を家にあげてんじゃねーよ」

　いつも来るこいつらは他人じゃないのか。なんで機き嫌げん悪いんだよ。相変わらず読めねえよこの人。

「兄ちゃん、何怒おこってんの」

「うるせえ」

「……神谷さん、ねぇちょっと兄ちゃんが」

「岩迫右みぎ利きき？　なんかスポーツやってんの」

「だったら何だっていうんですか」

「怪け我がしたら困るかなーって」

「脅おどしてるんですか」

「ちょっと二人とも聞いてますかー？」

「リホ、これ読んでいい？」

「あーちょっと澤さわ田ださんっ、何勝手にクローゼット開けてんですか！　そっちの本ほん棚だなはダメー！」

「リホちゃんもこのゲームやってるんだ。今度一いつ緒しよに狩かりしようよ」

「浅あさ野のさんっ、私の弓捌さばきはあとで見せてあげますから今は出てって！」

　バラバラ！　てんでバラバラ！　このままじゃオチつかないよ！

　兄ちゃんキレてるし、岩迫君と神谷は睨にらみあってるし、澤田と浅野は人の部屋勝手に物色してるし、五味はジュース飲んでるし。

　ここ私の部屋だよね。皆みんなの部屋じゃないよね。今日はテスト勉強するんだったよね。

　なんなの。なんで勝手なことばっかすんの。

　五味と岩迫君がいないときはまだいいよ。好きにさせとく。でもさ、今日は私の友達が来てるんだよ。キタちゃん以外の友達を初めて私の部屋にお招きしてるんだよ。

　だから、

「お前らいい加減にしろ!!」

　全員の視線が私に集中した。私の頭は怒いかりを通り越こしてそのとき妙みように冷めていた。

「神谷、私の友達に絡からむのやめろよ。澤田、浅野、好きなもん持ってけ。兄ちゃん、ノックしてから入れって私いつも言ってるよね。全員、さっさと出てけ」

　顎あごで出口を指し示す。

　最初に動いたのは澤田と浅野だった。その手にはちゃっかり漫画とゲームが握にぎられていたが持ってけって言ったんだからいい。神谷は、なんだその心底びっくりしましたという顔は。さっさと行け。

　最後に兄が渋しぶ々しぶ部屋を出て行き、部屋の中は最初の三人だけとなった。

「……勉強再開しよっか。私、英語からやろーっと」

　わざと明るい声を出してみたが、二人が引いていたのは明らかだった。

　オー、ジーザス！
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　後輩とクラスメイトの目の前でブチギレた事件から、一夜明けた学校の放課後。

　私は漫まん研けんの部室で昨日の出来事をキタちゃんに打ち明け、現在、盛大に落ち込んでいた。

　後こう悔かい先に立たずという言葉が今さらながらに頭をよぎる。なんであのときもっと我が慢まんできなかったのか。キタちゃんが言うには、私は怒ると無む謀ぼうスイッチがオンになるのだという。

「落ち込んだってしかたないじゃない。やっちまったもんはやっちまったんだから」

「それはそうだけど、でもでもキタちゃんっ」

「五味はあの性格だから一日たったら忘れてるだろうし、岩迫君だって気にしてないって」

　いやでも昨日の気まずい空気といったらなかった。

　あれからほとんど会話もせずに勉強会は終わってしまった。五味はいつもと変わらない気がしたけど、岩迫君は明らかに暗い顔をしてた。今日の朝は教室で一いつ瞬しゆん目が合ったと思ったら、向こうから逸そらされたもんね。昨日のことを引きずってるのは間違いない。

「私もヤンキーだと思われてたらどうしよう、もうお話できないのかな」

「別にいいんじゃない？　たかが岩迫君のひとりくらい」

　テニス部のイケメンエースをたかが呼ばわり。キタちゃん、岩迫君ファンの女子に聞かれたらボコにされますよ。

「そうやってショック受けてるのって、やっぱり岩迫君のことが好きだから？」

「違うよ、そんなんじゃないよ」

　キタちゃんは前からそれを疑っているようだけど違うんだ。そんな甘あま酸ずっぱい思いとかじゃない。

　机に上半身を倒たおし、私は昔のことをぽつぽつと語りだした。

「中学生のとき、けっこう仲の良い男の子がいたんだ。漫画とかゲームの話でよく盛り上がってたんだけど、それを見たクラスの子たちが付き合ってるんじゃないかってからかってきたんだよね」

　それを聞いた私は、「喋しやべってるだけで恋こい人びと同士だと思っちゃう思春期すげえ」と暢のん気きに考えていたけど、相手の男の子はそうじゃなかった。突とつ然ぜんからかわれて冷静になれなかったのだろう。

「誰だれがこんなオタクと付き合うかよ、ありえねえ。だって」

　そう言って私のことを突つき飛ばしてどこかに行ってしまった。さっきまであんなに楽しそうに話してたのに。

　残された私はクラスに漂ただよう居い心ごこ地ちの悪い空気の中で、ひとり縮こまることしかできなかった。以降、彼とはほとんど話さなくなった。好きなアニメもゲームの話も、過ごした時間はなかったことにされてしまった。

　彼に対して恋れん愛あい感情があったのかどうか、今でもよく分からない。好きだったのかもしれない。でもそうじゃないかもしれない。どっちでもいい。私はあのときただただ怖こわかった。さっきまで笑っていた人が、次にはもう私を睨みつけている。それが恐おそろしかったのだ。

「最近、教室で岩迫君とけっこう話すんだ。そしたら全員じゃないけど、変に思う人っているんだよね。この間、偶ぐう然ぜんにだけど聞いちゃったんだ」

　下校時間が迫せまる旧校舎の一階。部室の鍵かぎを返しに行こうとしていた私は、階段の中ちゆう途と半はん端ぱな位置から動くことができなかった。

　階段を下りたところで会話をしていたのは、岩迫君と知らない女子だった。

『サコ君って吉村さんのことが好きなの？』

　二人の会話を聞くつもりはなかったし、また聞きたくもなかった。中学のときのように貶けなされ否定されるのが怖くて、職員室に鍵を返しに行かなくてはならないのに、引き返して階段を上ろうとした。

『吉村？　うん、好きだよ。友達としてだけど』

『友達なの？』

『そうだよ。吉村と話したことある？　あいつ面おも白しろいよ』

　最終下校時間五分前を知らせるチャイムが鳴るまで、私は階段の踊おどり場に突っ立っていた。心臓をドキドキさせながら聞いたチャイムの音をよく覚えている。

「嬉うれしかったなあ。岩迫君が、私を友達だって言ってくれたんだよ。そのとき気づいたんだ。あの子にも、そういうふうに言って欲しかったんだって。『こいつとは友達だよ』って、それだけでよかったんだって」

「だからその友達に嫌きらわれたら怖い？」

「怖いっていうよりかは悲しい、かな。でもこればっかりは仕方ないよね」

　誰かを好きになったり嫌いになったり、私にはどうすることもできない問題だ。

「リホは悪くない」

「……うん」

「それしきのことで友達やめるんなら、岩迫も大したことなかったんだって。忘れな、そんなやつ」

「岩迫君は良い子だよ」

　苦笑いしながら言うと、キタちゃんはムっとした表情を私に向けた。

「親友の私の前で他ほかの人間ばっかり褒ほめないでよ」

「え、なになに？　嫉しつ妬とですか、リホ嬉しい」

「うっさい。帰るよ」

　キタちゃんったら照れてますよ。可愛かわいいな。

　でもちょっと元気が出た。勇気も。明日あしたは私から岩迫君に話しかけてみよう。
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「あ、来た来た。遅おそいっスよもー！」

　キタちゃんと二人で正門に向かうと、見慣れた後輩が立っていた。大きな声を張り上げてぶんぶん手を振ふっているので、私とキタちゃんは互たがいに顔を見合わせた。

「どうしたのよ。こんなところで待ち伏ぶせしたって勉強は教えてやらないからね」

「テスト対策はリホ先せん輩ぱいに聞いたから大だい丈じよう夫ぶっス。俺よりもこの人のほうが危ないですよ」

　どの人だよと思っていたら、門の後ろからなんと岩迫君が出てきたではないか。キタちゃんの視線が微び妙みように尖とがる。

「あの、吉村」

　なんだなんだ何を言う気だ。

　私が及および腰ごしになっていると、岩迫君は意を決したように近づいてきた。一歩手前で立ち止まった彼に、思わず顎あごを引いて身構える。

「昨日はごめん!!」

　両手を合わせて頭を下げる彼を見下ろし、私はぱちぱちと瞬またたきを繰くり返した。ど、どゆこと？

「俺もう情けなくって、今日ずっと吉村の顔見れなかった。本当にごめん」

「はい？」

「あの人たち追い出した吉村見て、やっと自分が何しに来たのか思い出して、自分が情けないっていうか恥はずかしくなっちゃってさ、絶対呆あきれられてると思って今日なんか無視みたいなことしてますます恥ずかしくなってそれで」

「ストップ！　岩迫君、落ち着こう」

　頭の中がぐちゃぐちゃになってるな。クールダウンだ岩迫君。

　少しだけ間を置いてから、私は自分の気持ちを語った。

「別に呆れてなんかないよ？　むしろ私のほうが呆れられてるんじゃないかと思ってたんだけど」

「なんで!?　昨日の吉村すっげえカッコよかったじゃん！」

「そうっスよ。いきなり怒おこり出したのにはビックリしましたけど」

「俺、あの神谷って人と話してるとき実はちょっとビビってたんだ。なのにまとめて追い出したからすげーって、それに比べて俺は」

「分かったもういい」

　再びものすごい勢いで喋りだした岩迫君を制し、状じよう況きようの整理を行った。

　つまりはだ。彼と私は以前と何も変わっちゃいないっていうことか。

「岩迫君。……私のこと、まだ友達だって思ってくれてる？」

「なにそれ、当たり前だろ」

　あたりまえだろ。

　聞きましたか、皆みなさん。いや、キタちゃんと五味しかいないけど。

　私たち、友達なんだって。

「へ、ふへへ……」

「リホ先輩が不気味な笑いを!?」

「落ち着きな。あれはめちゃくちゃ喜んでる笑いかたよ」

　外野がうるせえ。

　私は緩ゆるむ口元を押さえ込み、オホンとわざとらしく咳せきをしてから岩迫君に向き直った。

「数学、どう？　ひとりでやれそう？」

「そんなのムリだって吉村が一番分かってるだろ」

「だね。じゃあ図書館行って勉強しよっか」

　岩迫君は途と端たんに嬉しそうな表情を浮うかべて「うん！」と言った。男子が「うん」って……落ち着けリホコ、彼のこれにはもう慣れるんだリホコ。
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　勉強場所に選んだのは、学校から歩いて十五分ほどの距きよ離りにある市立図書館だった。

　私の家から一番近い図書館と違ちがって、ここは市内で一番の広さを誇ほこる。中間テストを目前に控ひかえ、春日坂の生徒であふれかえっていると予想していた私は、思った以上に閑かん散さんとした館内に拍ひよう子し抜ぬけした。

「思ったよりうちの生徒が少ないんだね」

「ま、テストまで五日あるし、皆まだ遊んでるんじゃない？」

　空いた四人掛がけのテーブルをさっそく見つけると、鞄かばんを床ゆかに置いてあたりを見回した。一階は吹ふき抜けで、二階はどうやら多目的室になっているようだ。眠ねむくなりそうなＢＧＭには要注意だな。

「リホ先輩、あっちにマンガコーナーがありますよ！」

「え、マジで。よし、ではさっそく」

「おい」

　五味と二人でマンガコーナーに突とつ撃げきしようとした私は、背後から聞こえたキタちゃんの低い声にすべてを理解した。ぴたっと足を止め、五味の背中を勢いよく叩たたく。

「ここには勉強しに来たんだろバカチンがあ！」

「いってぇ！」

「キタちゃん、バカな後輩は私が成敗しておいたからね！」

　へこへこしながら席に戻もどると、さっそく教科書とノートを取り出した。教科書のページの角はテスト範はん囲い内で折られている。その範囲の広さにあらためて眩暈めまいを起こしそうになった。

「岩迫君、私と数学やろうか」

「じゃあ私は五味の面めん倒どう見るから。五味、私に教えてもらっといて赤点とったら承知しないからね」

「ええっ！」

　さきほどふざけたツケが回ってきた五味は、怯おびえた目をキタちゃんに向けていた。あーあ、知らね。キタちゃん、スパルタだぞ。たぶんテニス部の顧こ問もんより怖こわいぞ。

　教師役と生徒役は隣となり同どう士しで座った。目の前ではさっそく五味が鬼おに教師と化したキタちゃんにしごかれていた。

「岩迫君、ノートはどんな感じ？」

　ノートを制するものがテストを制すると過去の偉い人じんは言ったらしいが、まさにそのとおりである。日々の蓄ちく積せきが試験に効いてくるのだ。ノート重視の教師ならなおさらだった。

「ノート？」

「うん」

　おやおや？　なんだかすごく嫌いやな予感がしますぞ。

　数分後、岩迫君は入り口近くに設置されたコピー機から戻ってきた。キタちゃんの視線がものすごく冷たい。彼女の中では岩迫君の評価が厳しいことになっていそうだ。

「ごめん、ほんとごめん！」

「いや、そんなに謝らなくてもいいから。でもこれからはちゃんとノートはとったほうがいいよ」

　数学は苦手意識からか、特にノートの内容がひどかった。問題が半分以上は解けないまま放置されている。数学教師の鰐淵先生が知ったらあのクールな顔をさらに冷たくさせて、今まで以上に岩迫君に辛つらく当たりそうだ。

「ごめん……」

　しょぼんとした岩迫君に「んーん！　いいよ！　気にすんな！」と返しながら、私は顔の赤さを自覚していた。大きな図ずう体たいを小さくさせて可愛いなおい！　と思っていると、向かいからキタちゃんが呆れた視線を向けていた。

　気を取り直してテスト勉強を再開する。鰐淵先生が過去に出したテスト問題によれば、基き礎そ的な、つまりは理解度を測る問題が全体の約半分を占しめていることが分かる。これをクリアすれば赤点は免まぬがれられるようになっていた。自分以外の人間は忌いみ嫌きらっていそうな鰐淵先生だが、人でなしではないらしい。

「そんなに不安にならなくても大だい丈じよう夫ぶだって。今までの数学のテストは赤点じゃなかったんでしょ？」

「うん。でも、四十一点とか、四十点とかだった」

「そう……」

　いやいや、むしろスッゲーよ!?　なんだその神がかり的な回かい避ひはよ!?

「じゃ、じゃあ今度もきっと大丈夫だって！」

「そうだといいけど、去年より問題難しくなってるから、正直、自信がないんだ」

　憂うれいを含ふくんだ横顔は百点満点ですよ、岩迫君。

　私が教師なら花丸をあげているところだが、私は教師じゃないしテストは待ってくれない。数学は三日間ある試験の初日なのがせめてもの救いかもしれなかった。嫌なことはさっさと済ませるに限る。

「キタ先せん輩ぱい、俺、トイレに行きたいんスけど、」

「我が慢まんしなさいよ。この問題解いたら許可してやる」

「ひー！」

　向かいではもはや勉強を教えているとはいえない光景が繰くり広げられていた。キタちゃんの手にある丸めた教科書が竹刀しないに見える。その厳しい目が、五味から岩迫君に移るといっそう鋭するどさを増した。

「岩迫君、落ち込んでる暇ひまがあったら勉強したら？　リホだって自分の勉強があるのに、付き合ってあげてるんだよ」

「は、はい！　分かりました！」

　ふん、と鼻から息を吐はくと、キタちゃんは五味の指導へと戻っていった。トイレに脱だつ出しゆつをはかろうとしていた五味は一歩遅おそかったようで、椅い子すに押さえ込まれていた。

　キタちゃんへの恐きよう怖ふ心しんからか、それともやる気に火がついたからか、岩迫君は問題集を広げて分からないところを次々と質問してきた。途と中ちゆうで何度も詰つまっていたが、彼の理解は確実に深まっているのが見ていて分かる。

　時間はそろそろ六時に差しかかろうとしていた。夕飯の時間も考えると滞たい在ざいできるのは七時がいいところだろう。あと一時間くらいかと時計を見て考えていると、図書館には場ば違ちがいな大きな声が聞こえた。

「うっそー！　サコじゃんひさしぶりー！」

　館内の目という目が声の発信源に向けられるのが分かった。もちろん私も勉強の手を止めて顔を上げた。

　ばたばたと足音をたてて近づいてきたのは、学ランを着た男子二人だった。周囲の迷めい惑わくそうな視線に気づいていないのか、私たちのテーブルまで来るとさらに騒さわぎ立てる。

「サコ、その制服、春日坂の？　やっべー、ブレザーかっけー！」

「そっちも試験勉強かよ、うちもなんだぜ。まあ俺らは勉強しないでマンガばっか読んでたけどな！」

　げらげら笑っている彼らを見て、あのとき五味と一いつ緒しよにマンガコーナーに行かないでよかったと心底思った。

「岩迫君の友達？」

「うん。同じ中学出身なんだ。お前ら、もうちょっと静かにしろよ」

　わりいわりいと言いつつ、彼らはその場に留とどまった。私は不ぶ躾しつけにならないように岩迫君の同級生を観察した。

　うん、私の苦手なタイプだ。

　その前まえ髪がみジャマじゃねー？　と訊ききたくなる髪かみ型がたに着き崩くずした学ラン。妹の彼氏にいそうなタイプだ。

　あいつら嫌いなんだよな。家の中で出くわしたら「お姉さん？　マジ地味っスね！」と面と向かって言ってくるからである。なんなの、あいつら。社会の窓を全開にして外を歩いて恥はじをかけばいいのに。

「サコ、今度カラオケ行かねー？　お前の写真見せたら、うちのクラスの女子が呼べってうるさくってさあ」

「行ってもいいけど、部活で忙いそがしいからどうだろうな」

「えー行こうよサコー」

「てかさ、さっきから気になってたんだけど、こいつら誰だれ？」

「そこのメガネ、もしかして彼女？　サコってそういう趣しゆ味みしてたっけ？」

　一体何が面おも白しろかったのか、二人はどっと笑った。

　自分で自分のギャグに笑ってんじゃねーよ。ちっとも面白くねーんだよ。

　もちろん向こうは私が彼女であるはずがないと分かっているのだろう。ちょっとしたジョークのつもりなんだろう。

　でもネタにされて笑われたこっちの身にもなれ。お笑いってのはな、誰かを傷つけたら駄だ目めなんだよ。真の芸人というのはだな、と心の中で説教をたれようとした小心者の私は、そのとき向かいから漂ただよってくる冷気に気がついた。

　キ、キタちゃんが怒おこってる!!

　丸めた教科書が雑ぞう巾きんみたいに絞しぼられ、彼女の怒いかりの度合いを表していた。

　おお、お前ら、今すぐ謝れ！　キタちゃんは春日坂の四天王のひとりに数えられるほどのお方だぞっ！　他ほかの三人は知らねーけど！　あと勝手に私が言ってるだけだけど！

「一回くらいなら部活サボって行こうぜ。可愛かわいい女の子いっぱい来るよ」

「あ、ごめんね、彼女さーん」

　こいつらの無礼はもういいや。お前らもう死んでますよ。

　しかしキタちゃんの険しい視線は、なぜか岩迫君に向かっていた。

「彼女じゃないよ」

「だよなあ。なんかオタクっぽいし、サコには似合わねーって」

　キタちゃん、ありがとう、本当にありがとう。

　あなたがそうやって怒ってくれるだけで私は救われます。だから暴力行こう為いはっ、流血騒ぎだけはご勘かん弁べんをっ！

　あの五味でさえもムっとした顔をしている中、私は俯うつむいてできるだけ存在感を消そうとしていた。兄たちを追い出したときとは状じよう況きようが違ちがう。何が、と言われたらうまく説明できないけど、こういうのはとにかく駄目なんだ。

「あのさあっ」

　突とつ然ぜん、岩迫君が立ち上がった。元同級生らだけではなく、私も驚おどろいて彼を見上げた。

「吉村は俺の友達なんだけど。その大事な友達に、お前らさっきからすっげえ失礼な態度とってるって分かってる？」

　岩迫君の横顔を見上げながら、不覚にも泣きだしそうになってしまった。なんて、なんて嬉うれしいことを言ってくれるんだろう。
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　きっと今、変な顔になっていると思う。慌あわてて岩迫君から視線を逸そらすと、キタちゃんと目が合った。彼女は「よくできました」と言わんばかりの笑えみを浮うかべていた。

「俺たちまだ勉強したいから、邪じや魔まするなら帰れよ」

「な、なんだよ、サコ、怒んなよ」

「普ふ通つう、怒るだろ」

　そのときようやく周囲の目が自分達に集中していることに気がついたのか、彼らはごにょごにょ言いながらも逃にげるようにして帰っていった。学ラン姿の二人が遠ざかると、岩迫君はなぜか私に頭を下げてきた。

「吉村、ごめん！」

「え？　なんで岩迫君が謝るの」

「だって、俺のせいであんなっ、」

「岩迫君は悪くないでしょ。むしろよく言ってくれたって感じ」

「キタちゃん」

　岩迫君を見る目がさっきまで冷たかったのに、今のキタちゃんはどこか彼を見直したような、そんな目をしていた。しかし。

「まあでも、あそこで何も言わなかったら三人纏まとめて始末してたんだけどね」

　笑顔で言うキタちゃんに、岩迫君は顔を引き攣つらせていた。私はすばやくフォローに回った。

「や、やだなーキタちゃん、相変わらずジョークがお上手ですなあ！」

「ジョ、ジョーク？　ああ、そう、だよな。はは……」

　親友の私には分かる。彼女が本気だったと。

　いや、ほんとマジでキタちゃん強つええからな。警察官やってるおじさんの同どう僚りようたちからすでにスカウトが凄すさまじいって聞いてるし。本人にその気はまったくないようだけど。

「サコ先輩、見直したっス。リホ先輩もそう思いますよね！」

「うん。岩迫君、ありがとね」

「なんでお礼なんか言うんだよ」

「いや、だって、なんか嬉しかったから」

　ちょっとだけ、中学時代を思い出してしまった。あのとき過か剰じように反応して私を突つき放した男子のことが脳のう裏りをよぎった。

　別に恨うらんでなんかない。からかわれて恥はずかしかった彼の気持ちはよく分かる。でもあのとき、私は間ま違ちがいなく傷ついたんだ。気にしていないフリをしていたけど、たしかに悲しい思いをした。だから。

「岩迫君、赤点なんて絶対とらせないからね。私にどどーんと任せてよ！」

　だから、本当にありがとね。
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　中間テストも今日で無事終しゆう了りようし、あとはテスト結果を待つばかりである。

　気の早い部活は今日から活動を再開していた。テニス部もその例に漏もれず、岩迫君の肩かたには大きなテニスバッグが掛かけられている。

「今までのテストで一番できた気がする。吉村のおかげだよ」

　玄げん関かんホールまでの道のりを共にしながら、岩迫君はやりきった顔で言った。テスト結果に対する不安は微み塵じんもないようだ。この調子で期末テストもクリアできれば、夏の大会に向けて何の不安も残さず部活に打ち込めるだろう。

「吉村、今日はもう帰るのか？」

「うん。やることあるから」

　漫画を描かくという大仕事がな！

　とは言えなかった私は、浮かべた笑みの向こうで八月の大イベントに向けての鬼おにのようなスケジュールを組み立てていた。新刊三冊という目標を掲かかげる私にとって、中間テストの終了はすなわち夏の陣じんに向けての戦いの始まりでもあった。

　テスト勉強の片手間にいわゆるネームを仕上げた私は、これからペン入れに入って漫画を仕上げ印刷所に依い頼らいしキタちゃんの小説本の表紙を描いてサイト更こう新しん、あぁ時間が足りない！

「部活がんばってね」

「うん。あ、そうだ。テスト勉強のお礼に何かしたいから、何がいいか考えといてよ」

　爽さわやかにそう言うと、彼はテニスコートへと去っていった。

　彼の背中を見送りながら、さて私もこれから頑がん張ばらねばなるまいと気合を入れた。どんなに余よ裕ゆうを持ってスケジュールを組んでも、毎度ヒイヒイ言っている私には分かる。今年も修しゆ羅ら場ばが待っている、と。

　　　　[image: くぎり]

　学校を出ておよそ十分がたったころ。私は最大のピンチを迎むかえていた。

　ヤバい。これはヤバい。どんだけヤバいかというと印刷所の締しめ切りに原げん稿こうが間に合わなかった去年よりもヤバい。

「か、勘弁してくださいよぉ……！」

　通学鞄かばんを抱だきしめながら、私は人ひと気けのない路地の壁かべ際ぎわに追い詰つめられていた。目の前には言っちゃ悪いが頭の悪そうな三人組がいる。

　突然すぎてまだ混乱しているが、間違いなくこれはカツアゲである。いつから春日坂周辺はこんな物ぶつ騒そうになってしまったんだ。

　自分がこういう目に遭あう日が来るとは思ってもいなかった私は、さっきからまったく歯の根が合わなくて、泣きたくないのに泣きそうになっていた。学校を出る前に予想した修羅場が、まさかこういう形でくるとは聞いてないぞ。

「ごちゃごちゃうっせえよ。鞄よこせって」

　基本ビビリな私はいつもならさっさと鞄を渡わたしていただろう。だが今日はできなかった。なぜなら鞄の中にはさっきコンビニで下ろしたばかりの五万円（印刷代金諸もろ々もろ）が入っていたからである。

「やめ、やめてください、」

「はぁ!?」

「うっわー、生意気ぃ」

「ブスがイキがってんじゃねえぞ」

　はい生意気です、はいブスです、だがこの金は渡さん!!

　お前らに分かるか、これはな、寝ねる間を惜おしんで描き上げた私の漫画を買って下さった皆みな様さまからいただいたものなんだぞ。慣れない接客のバイトをしてコツコツ稼かせいだものなんだぞ。

　文字通り汗と涙なみだと不ふ眠みんの結けつ晶しようをお前らなんかにやれるか。どうせゲーセンかエロ本に消えてくくせに。オタクなめんな。

「よこせって！」

「あ！」

　鞄に手が掛かった瞬しゆん間かん、咄とつ嗟さにその手を払はらいのけていた。間かん髪はつ容いれずに胸むな倉ぐらを摑つかまれる。

「てめー殴なぐられてーのか？」

　一応女だから勘かん弁べんしてやってるみたいな言い方だったけど、今にもその握にぎった右手は私の頰ほおにめり込みそうだった。

　おい、待て、せめてそのゴツい指輪は外してからにしてくれませんか。

「鞄渡したほうがいーよー？」

「テツがキレたらお前死ぬよ？」

　死んだら漫画が描けなくなる。

　この状じよう況きようの中で、真っ先に思ったのがこれだった。思ったと同時に、鞄をより強く抱きしめていた。

「……本当に……やめてください」

　キレたテツがなんぼのもんじゃい。

　覚かく悟ごを決めた私は、胸倉を摑む不良を精せい一いつ杯ぱい睨にらみつけた。

　テツと呼ばれた男の眉み間けんにいっそう皺しわが寄った。大人しそうな外見の女にこうも抵てい抗こうされるとは思ってもみなかったに違ちがいない。それが彼のプライドを著いちじるしく傷つけたのは明らかだった。

　やられる。目をつぶって、私は身を硬かたくした。

「あれリホじゃない？」

　聞きなれた声がして、閉じた目をぱっと開けた。ゆっくりと視線を横にずらしてみると、兄の友人である澤田と浅野がアイス片手にこちらを暢のん気きに見物しているのが見えた。

「あ、やっぱりリホじゃん。なになに、カツアゲされてんの？」

「襲おそわれそうな顔してるもんな」

　なんて失礼な連中だろう。だが今は許す。お前らよく来たな、ゆっくりしてってくれよな。

　私は力の限り叫さけんだ。

「助けてください！」

「なんだっけ、この台詞せりふ」

「セカチューじゃない？」

「あー、それだ。俺、元カノとその映画観みたんだよね。途と中ちゆうで寝てすごく怒おこられた」

「はは、澤田らしい」

「ああいういかにも青春ってのがどうもなあ。俺の荒すさんだ胸に突つき刺ささってしょうがないんだよ……っと、やっべ、アイス溶とけてる」

　澤田と浅野は慌あわててアイスをペロペロし始めた。

　ちょっと待てありえないだろ。襲われかけてる私よりも溶けかけたアイスの心配か。

「アイスぐらい私が奢おごってやる!!　さっさと助けろお願いします!!」

「やだ」

　なん……だと……。

　私と同様、いやそれ以上に不良たちも啞あ然ぜんとした。

「リホ、この前俺たちのこと追い出したじゃん。だからやだ」

　プイと顔を背そむける澤田に、私は開いた口がふさがらなかった。

　そんな理由で友人の妹を見捨てるというのか。可愛かわいい顔して悪あく魔まかこいつは。

「浅野さーん！」

　貴方あなたなら助けてくれますよね。私が密ひそかにインテリヤンキーと呼んでいる彼に、縋すがるような視線を投げかける。しかし彼は笑え顔がおで首を横に振ふった。ショックだ。同じ眼鏡仲間だと思っていたのに。

「なんだよこいつら……」

　不良その一が呆ぼう然ぜんと言った。私も同意する。

　たしかにやつらには私を助ける義務などない。このまま見捨てられても私には文句を言う権利もないだろう。所しよ詮せんは他人なのだから。

　だがしかし！　この怒いかりを誰だれかにぶつけることは私に与あたえられた自由だ！

「テツ！　あいつらをやれ！」

「は？」

「ほら行け、なにグズグズしてんだやっちまいな!!」

　胸倉を摑んでいたテツをけしかける。私は脅おどされていた事実などすっかり忘れ果て、目の前の澤田と浅野の抹まつ殺さつに頭を支配されていた。

「こっちは三人だ、今謝るなら許してやる！」

「リホってさぁ……」

「はぁ……」

　まさに虎とらの威いを借る私に、澤田と浅野はため息を零こぼした。どうだ、恐おそれ入ったか。

　次の瞬間、不良の一人が前のめりに吹ふっ飛んでいった。ずさあっと顔面から地面に突っ込む不良を見下ろし、私は頭にハテナを浮うかべた。

「なに敵に回ってんの、リホちゃん」

　澤田と浅野がいる方向とは反対の、私の後ろのほうから声がする。変だなあとは思っていたのだ。澤田、浅野、ときてなぜ神谷がいないのかと。

「ま、話はこいつら片付けてからにするとして」

　私の頭に手を置いた神谷は、不良たちを見て不敵に笑った。
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「だって知らなかったんです後ろから私を助けてくれようとしてたなんてそんなの言ってくれなきゃお釈しや迦か様さまでも分かりませんよ!!」

　ものの数秒で終わった喧けん嘩かの後、私は責められていた。

「リホってバカなの？　ていうかなんでさっさと財さい布ふ渡わたさないんだよ、このバカ」

　と澤田が言って。

「眼鏡が割られてたらどうすんの、女の子なのに」

　と浅野が言って。そこは普通顔だろ！

「リホちゃんは隙すきだらけなんだよ」

　最後に神谷が言った。

　またしても三対一とは卑ひ怯きようなり。

「ごめんなさい。助けてくれてありがとうございました」

　しおらしく謝る私に満足したのか、彼らはようやく解放してくれた。そして意外なことに神谷が家まで送ってくれることになった。

　帰り道、隣となりに並んだ神谷が私の頭に手を置きながら言った。

「怖こわかったよな。すぐに来てやれなくてごめんな」

「どうしたんですか神谷さん、さっきの喧嘩で頭でも殴られたんですか」

　言った瞬間、手に力が込められた。痛い、やめろ、私の頭はボールじゃねえんだぞ。

「リホちゃんって素す直なおじゃないよな」

「ひねくれてるのは自覚してます」

「そんなんじゃ彼氏できないよ」

「いりません」

　できませんというのが正しいところだけど、今の私は彼氏というものに購こう買ばい意い欲よくを感じていなかった。

　彼氏というのは聞くところによると月に何度かデートしないといけないらしい。漫画ばっかり描かいてて本格的なインドアを自じ称しようする私には到とう底てい無理な話だ。休みの日は漫画を描くか録画したアニメを消化するのがオタクの正しい過ごし方なのに、外に連れ出されたり部屋に来られては非常に困る。

「リホちゃん、ついたよ」

　できもしない彼氏のことを脳内で散々にこき下ろしていた私は、うっかり家の前を通り過ぎようとしていた。そんな私の頭を神谷がつかんで引き戻もどす。いてて、私の頭はジョイスティックじゃねえぞ。

　文句を言おうとすると、神谷は何を思ったのか自分の携けい帯たいを取り出し、そして私の制服の胸ポケットに入っていた携帯を抜ぬき取った。

　何してるんだろうと眺ながめていると、神谷は操作を終えて私の携帯を返してくれた。どうやら自分の連れん絡らく先を登録したらしい。

「絡からまれたら俺に電話すること」

「助けに来てくれるんですか」

「空飛んで来てやるよ」

　何言ってんのこの人、と思ったけど頷うなずいておいた。普通の女の子ならイヤーン素す敵てきと身をくねらせて感動するのかもしれないが、物理的に無理である。ほんとひねくれてるな私。

　二度目がないことを祈いのりつつ、今度は素直にお礼を言って家へと引き揚あげようとした。そのときまたもや頭にぽんと手が置かれる。

「無事でよかった」

　神谷の顔を見なければよかった。

　不覚にもドキっとした胸を押さえつつ、私は逃にげるようにして家の中へと入ったのだった。
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　なんで月曜日の一時限目から体育なんだろう。

「あ～タルい～」

　誰だこんな時間割を組んだやつは。ただでさえ憂ゆう鬱うつな月曜日をさらに憂鬱にして楽しいのか。ゆとり教育カムバック。

　体育の何がイヤって、授業の前に学校の外を二周も走らないといけないところである。しかも一周およそ六百メートルを二周って鬼おにか。体育教師は私たちをどうしたいんだ。強化兵士にでも作りかえるつもりか。

　恨うらみ節を吐はき出しながら寝ねぼけ眼まなこでちんたら走る私の肩かたに、背後から誰かが手を置いた。

「よっす」

「……ん？　おお、岩迫君ではありませんか」

「今寝ながら走ってただろ」

「寝てないよ。目をつぶってただけだよ」

「同じじゃん」

　岩迫君はさすが運動部といった様子で朝っぱらから元気潑はつ剌らつだった。そもそも授業の前に朝練があるんだから、体育なんて朝練の延長にすぎないのだろう。

「女子って今日なにすんの？」

「サッカーだって」

「いいなあ。俺らハンドボールだぜ」

「よくないよ。女子のサッカーの怖さを知らないな」

　私のペースに合わせて走る岩迫君に、その怖さとやらを聞かせてやった。

　素人しろうとによって行われる女子のサッカーとは、ひとつしかないボールにすべての人間が群がる競技である。ポジション？　なにそれ？　とにかくボール奪うばってゴールすりゃあいいのよ。邪じや魔まよどきなさいちょっとあたしの足踏ふんだの誰よあれゴールってどっちだっけ？

「しかもボールじゃなくて私が蹴けられるし」

「アハハなにそれ」

「笑いごとじゃないよ」

　イヤだな、来週もサッカーなのかな。せめて卓たつ球きゆうがいいな。私のように運動や争いごとが苦手な人間だっているんだから、もっと平和的なスポーツを授業に組み込むべきだ。

「あ、雨あま宮みやだ」

「ん？　誰だれ？」

　岩迫君に倣ならって前方に視線を向けると、一人の男子生徒が学校の外がい壁へきに沿ってこちらに歩いてくるのが見えた。

　もうとっくに一時限目の授業は始まってるし、走っても仕方ないと諦あきらめているのだろうか。ゆったり歩く彼とスローペースだが走る私たちの距きよ離りがだんだんと近づいてくる。

「よっす雨宮、重役出勤だな」

「ん」

「またなー」

「ん」

　それだけの会話を交かわすと、私たちはあっという間にすれ違ちがっていった。

　なんというか無口な子だな。体もすごく大きかったし、まるで森の熊くまさんみたいだった。柔じゆう道どう部かな。

「あいつ、相変わらず喋しやべんねーの」

「でも動物みたいで可愛かわいかったよ」

「え、吉村ってああいうの好きなの？」

「好きっていうかキャラが確立してる人って憧あこがれるよね」

「なんだよそれー」

　またもや笑い出す岩迫君には感心した。よく走りながらそんなに大声出して笑えるもんだ。私はさっきの会話ですらひいひい言ってるのに。

　息も絶え絶えな私に気づいてないのか、岩迫君は走り終わるまで無む邪じや気きに話しかけてきたのだった。
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『リホちゃん今なにしてる？』

　神谷からどうでもいい内容のメールが来たのは、昼休みが始まってすぐのことだった。

『これからお弁当食べるところです』

　自作の弁当の写メを添てん付ぷして送信すると、すぐにメールが返ってきた。

『うまそう。でもショータは今日パンだけど？』

『そうなんですか』

　兄が何を食べようが私の知ったことではない。

　ちなみにメアドを交こう換かんしてから、神谷とは頻ひん繁ぱんにメールのやり取りをしている。ほとんどというかすべてがさっきのような他愛たわいのない内容だったりする。

「リホちゃん、食べよー」

「そっちの席借りてもいいのかな」

「食堂行くって言ってたから大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

　同じクラスの友達、ちよちゃんと村っちが私の席までやってきた。キタちゃんと部室で食べることもあるけど、教室でこの二人と食べる場合が多い。

「今日は朝から体育でお腹なか減ったねー」

「ほんとほんと。今はまだいいけどさ、冬になったら持久走だよ。軽く死ねるね」

「私、足遅おそいし持久力ないからやだなあ」

　愚ぐ痴ちを零こぼしあっているとまたメールがきた。神谷だ。

『リホちゃんドライだねー。兄貴の分も弁当作ってやったら？　ショータが拗すねてるぞ。まあ見てて面おも白しろいけど』

「はぁ？」

「どしたの、ヨッシー」

「いや、うーん……村っちってさ、自分でお弁当作ってるって言ってたよね。それって兄弟の分も作ってあげてるの？」

「うん、作ってるよ」

　そうなんだ、そういうものなんだ。

　私たち兄弟のお小こ遣づかいは一ひと月つき二万円である。高校生のくせにもらいすぎだと言われそうだが、その中には昼食代も含ふくまれているので、一日五百円と考えると一月で半分は消えていく。他ほかにも服や学用品で差っ引かれていくので、少しでも節約しようとコンビニや食堂を利用せずに自分でお弁当を作っていた。

　けれども私は自分ひとりのお弁当しか作っていなかった。これっていけないのかな、神谷の言うドライってやつなのかな。

　昨日の夕食と冷蔵庫にあった余りものの食材で構成された弁当を見つめ、つい考え込んでしまった。

「ねえ、頼たのまれてもいないのに兄きよう妹だいのお弁当作ってあげたらウザいかな」

「そんなことないと思うよ。私なら嬉うれしいな」

「でもうちってあんまり仲良いとは言えないんだよね。だからビミョーっていうかなんていうか」

「うちも兄貴がいるけど、私が弁当作ってあげてるから色々と優位に立てることがあっていいよ」

「村っち、私は別に兄ちゃんに対して優位に立ちたいわけではないんだけど……」

　とりあえずメールにはこう返信しておいた。

『頼まれたら作ります。それにしても神谷さんは兄ちゃん想おもいですね』

「神谷!?」

「わぁ！」

　突とつ然ぜん後ろから声がして、驚おどろきのあまり携けい帯たい電でん話わを取り落としてしまった。

　慌あわてて拾って顔を上げると、岩迫君が申し訳なさそうに私を見下ろしていた。

「ごめん、盗ぬすみ見するつもりじゃなかったんだけど、見えちゃって」

「いいよいいよ」

「携帯壊こわれてない？　傷ついちゃってるだろ」

「大丈夫っす。それに何度も落としてキズだらけだから気にしなくていいよ」

「ほんとにごめん。あとこれ、返そうと思ってたんだ」

　渡わたされた紙かみ袋ぶくろには、前に私が貸した漫画が入っていた。

「じゃあ明日あした、続き持ってくるね」

「ありがと。実は続きがすっごく気になってたんだよな」

「いいところで終わってるもんね。そこで終わるか!?　っていう」

「そうそうっ、あまりにも気になって、吉村の家に借りに行こうかと思ったもん」

　興奮して話す岩迫君と漫画の感想を言い合っていると、またもやメールが送信されてきた。携帯を開いてみるとやっぱり神谷だった。

『気持ち悪い言い方しないでくれる？　次に会ったら苛いじめてやるからな。覚かく悟ごしてろよリホちゃん』

　文末には悪あく魔まのような絵文字が踊おどっていた。メールでさえ意地悪を発揮するとはあいつは筋金入りの苛めっ子である。この前助けてくれたけどチャラだチャラ。

「吉村、神谷ってあの人だよな？　仲良いのか？」

「何をおっしゃる岩迫君」

　仲が良いとか冗じよう談だんでもやめてほしい。強しいて言うなら苛めっ子と苛められっ子の関係だ。自分で言ってて悲しいが。

「友達に聞いたんだけど、あの人って佐さ倉くら木ぎ高校の有名な不良なんだろ？　吉村、嫌いやなことされたりしてないか？」

「え」

「何度も派手な喧けん嘩かしたことがあるって聞いたんだ。だから大丈夫なのか心配になって」

　岩迫君、たぶんその派手な喧嘩の主犯はうちの兄だ。

　口が裂さけても言えなかったので、私は慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「大丈夫だよ。神谷はたしかに性格歪ゆがんでるし喧嘩はするけど、岩迫君が思ってるような悪いやつじゃないよ」

　良いやつでもないけどな。

「危ないことはないから心配ないって。ダイジョーブダイジョーブ！」

「だったらいいんだけどさあ」

　あまり納なつ得とくしてなさそうだが、言って理解してくれるものでもない。たぶん二人の相あい性しようが悪いから余計に心証もよくないのだろうけど、神谷が私に対して苛めることはあっても悪さをすることはないだろう。それだけは確信があった。

　まだ何か言いたそうな岩迫君を、ドア近くにいたクラスの男子が呼んだ。

「あ、分かった今行く。……吉村、なんか余計なこと言っちゃったかも。ごめんな」

「ううん、気にしてないよ」

　笑え顔がおで彼を送り出すと、昼食を再開した。ほうれん草のおひたしを口に入れてふと前を向くと、ちよちゃんと村っちが驚いた顔で私を見ていた。

「リホちゃん、最近よく話してるなあとは思ってたけど、本当に岩迫君と仲良しなんだね」

「仲良しっていうか、漫画の貸し借りくらい普ふ通つうだよ」

「まあたしかにあんたたち見てると、男同士の友達みたいだったけどね」

　村っちってちょっとキタちゃんと似てるんだよなあ……。

　二人が話したらけっこう気が合うのかもしれない。今度紹しよう介かいしよう。
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「吉村里穂子」

　日常生活においてフルネームで呼びかけられることなど滅めつ多たにない。

　その滅多にないことに反応した私は足を止めた。下校途と中ちゆうのことだった。

「……岩迫君の友達？」

「雨宮森しん」

〈あまみやしん〉と名乗った彼は、今朝、遅ち刻こくしてきた岩迫君の友人だという男子だった。話すのはもちろん今日が初めてだ。雨宮君は大きな体の割には颯さつ爽そうとした歩き方で私に近づくと、静かな口調で言い放った。

「お前の兄貴、呼び出せ」

「はい？」

「早く」

　分かりました、と即そく座ざに言えるほど私は思考を放ほう棄きしていない。

　とりあえず理由くらいは聞かせてほしかった。

「うちの兄にどんなご用件でしょうか」

「殺す」

　パードゥン？

　本日最後の授業は英語だったからかな、思わず使っちまったぜ。それにしても今、殺害予告を聞いた気がするのだが。

「もう一回言ってくれます？」

「場合によっては殺す」

　リアリー？

　おいおいマジかよ。この子本気か。無表情すぎてまったく何考えてんのか分かんないんだけど。殺すって、噓うそだよね？

「あの、うちの兄が何かしましたでしょうか」

「俺の兄貴をひきこもりにした」

　……ソーリー。

　というのが今からおよそ十分前のことである。

　あれから私は仕方なく神谷に連れん絡らくして（だって兄のは知らなかった）、「兄ちゃんに恨うらみを持つ男子生徒に人ひと質じちに取られました」と告げた。

　すぐ近くに電車の走る橋があると言っておいたからたぶん分かるだろう。一級河か川せんと書かれた看板のすぐ近くにはペンキの剝はげたベンチがあったので、二人で座って兄の到とう着ちやくを待つことになった。

「雨宮君、ポッキーいる？」

「もらう」

　一本あげるつもりが雨宮君は五本も持っていった。しかも五本一気に齧かじり付くという暴挙に出た。私は二度と勧すすめないことを誓ちかった。
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　放課後に当たる今の時間帯、私たちのいる河川敷しきに人の姿はなかった。遊具が設置された場所やグラウンドがある敷地は、ここからさらに十分以上歩いた先にある。電車が走る高こう架か橋きよう付近は雑草が生おい茂しげっていてまるで整備されていないから、わざわざこんなところを散歩する物好きはいないのだろう。

　そもそも誘ゆう拐かい犯と人質という間あいだ柄がらである私たちが、こうも和なごやかに会話をしていていいものなのだろうか。

　雨宮君が分かりやすい悪者を演じてくれたら、こちらも逃にげようと試みたはずだ。けれど彼は一度も私に対して乱暴に振ふる舞まったりはしなかった。それにきっと私は知りたいのだ。兄が本当に彼のお兄さんをひきこもりにするまで追い詰つめたのかどうかを。

「佐倉木高校からここまで二十分ぐらいかかるんじゃないかな」

「あと十分か」

　腕うで時ど計けいを確かく認にんした雨宮君の顔は会ってからずっと険しいままだ。

　そのときどこからともなく首輪をつけた犬が雑草を搔かき分けてやってきた。ハァハァ言いながらこちらに走り寄ってきたので、私は逃げるようにしてベンチの後ろに回った。

「犬、嫌きらいなのか」

「いや、そうでもないんだけど、あんまり触さわったことないから、」

「うちは二匹ひき飼ってる。柴しば犬けんとワイマラナー」

　ワイマラナーってナンジャイナー、というギャグを飛ばそうとした私はすんでのところでそのギャグを封ふう印いんした。おそらく彼はくすりとも笑ってくれないだろう。

　飼い主不明の犬は人ひと懐なつっこかった。雨宮君が無表情に撫なで繰くり回すとあっさりとお腹なかを見せてもっと撫でてと訴うつたえてくる。

「触ってみたら」

「大だい丈じよう夫ぶかな。油断させといてガブっていかない？」

「そんな卑ひ怯きような真ま似ねしない」

　本当かよ。恐おそる恐るお腹を撫でてみると犬はハヘハヘ言いながら尻尾しつぽを振ふりまくっていた。

「こいつ、可愛かわいいなあ」

　さっきまでの恐きよう怖ふ心しんなど忘れ、両手でくすぐるように犬を触りまくった。その姿を雨宮君がじっと見ていたけれど、あまりにも無表情すぎて何を考えているのか私には分からなかった。

　そのうち飼い主に呼ばれたのか、犬は飛び起きるとどこかへ行ってしまった。

「あーあ、行っちゃった」

　座りなおすと携けい帯たいを開けた。着信履り歴れきには神谷からの電話が十回以上も入っている。

「出るなよ」

「出ないよ」

　私は一応人質なのだ。自由な連絡は許されない、らしい。

「そういえば訊ききたいことあったんだけど、いい？」

「なに」

「雨宮君ってなにか格かく闘とう技ぎやってるの？」

「空手」

「柔道じゃないんだ」

「それも少しやってた」

「強い？」

「うん」

「兄ちゃんより？」

「それを今から確かめる」

　雨宮君は拳こぶしを握にぎった。大きな手だなと思っていると、遠くのほうからバイクの走る音がした。

「来た」

　雨宮君は、静かに立ち上がった。
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　かくして兄は呼び出してから十分程度でやってきた。予想外に早かったのはバイクに乗ってきたからである。運転していたのは神谷だった。

「雨宮君、約束覚えてる？」

「話してから殺すかどうか決める」

「違ちがう。話をして本当のことを聞き出す、でしょ。場合によっては謝ってもらう。殺すはいらないから」

　こそこそ喋しやべっていると、土手の上に止まったバイクから兄がものすごい勢いで走り降りてきた。土つち煙けむりをあげて爆ばく走そうする様は、昨日ディスカバリーチャンネルで観みた牡お牛うしのようだった。

「リホ!!」

　初っ端ぱなからトサカに来てるんですけどこの人。

　私は意外な展開に少々驚おどろいていた。

「ほんとに来た」

「なに驚いてる」

「だって来るとは思ってなかったもん」

　家で顔を合わせてもほとんど喋らないし、むしろ相方の神谷のほうが兄よりも会話が多い気がする、というか事実だ。

　小学生まではよく喋っていたと思うけど、中学生になってから兄はグレるわ私はオタクになるわですれ違いが続いて今の疎そ遠えんな兄きよう妹だいになってしまった。

　だから助けを呼んだところで来るのかどうかは半信半疑。むしろ来ないでいてくれたほうが厄やつ介かいなことにならずに済むとさえ思っていたのに。

「なんで来るかな」

「リホっ、こっち来い！」

「まだ行くな」

　どっちだよ。目を吊つり上げて睨にらみつけてくる兄の傍そばには正直言って行きたくないなと思っていたら、雨宮君に腕うでを摑つかまれて行くに行けなくなってしまった。

「てめえっ」

「吉村翔しよう太ただな」

「俺に用があるっていうから来てやったんだ、リホはもういいだろ！」

「話を聞いたら放してやる」

　なんか漫画のワンシーンみたいだなあ。

　という暢のん気きな感想は二秒で潰ついえてしまった。二人の距きよ離りはおよそ二メートル。今にも殴なぐりあうんじゃないかというピリピリした空気に触ふれて、私は知らず唾つばを飲み込んでいた。

　雨宮君は一度大きく息を吸って吐はくと、唇くちびるをきつく嚙かみ締しめていた。緊きん張ちようしている。もしかしたらこんなにも近くで兄を見るのは初めてだったのかもしれない。

「雨宮廉れんを知ってるだろ」

「はぁ？　誰だれだそいつ」

　その瞬しゆん間かん、私の腕を摑む雨宮君の手にものすごい力が入った。

「二年のとき同じクラスにいたやつだろ」

「神谷さん」

　ヘルメット片手に神谷がゆっくりこちらにやってくる。

　それにしてもクラスメイトの名前をすぐに忘れるのは私と一いつ緒しよなんだな、兄ちゃん。

「お前、あいつの弟か？　去年から不登校になってるって聞いたことあるけど、これとなんか関係あんの？」

　おぉ、神谷がコナン君ばりの推理力を働かせているっ。見た目チャラいが中々鋭するどいやつだな。

　私にはちょっと信じられないが、雨宮君のお兄さんがはっきりと吉村翔太の名前を出したのだという。でもそれだけだった。具体的な話はなにひとつない。

　だから雨宮君は不安なのだろう。彼だって喧けん嘩かがしたいわけじゃない。ただ真実を知りたい、そう思っているだけなんだ。

「俺の兄貴に何したんだ」

「知るかよ」

「だったらなんで兄貴はお前に怯おびえて部屋から出てこねえんだよっ」

　初めて雨宮君が怒いかりを露あらわにした。兄たちが来る前にひととおり話してくれたときは冷静だった彼が、今や無表情をかなぐり捨てて激げつ昂こうしている。摑まれた腕には彼の震ふるえが伝わってきて、私はやりきれない気持ちになった。

「だから知らねえっつってんだろ。お前の兄貴に訊きけよ」

「何も話さないんだ。だったらあんたに訊くしかないだろ！」

　雨宮君の声はどこか縋すがるようだった。どうか、どうか教えてほしい。今まで必死に押し殺してきた感情が、次し第だいに彼の顔に表れてくる。

　でも兄は本当に知らないんだと思う。それくらいは表情を見れば私にだって分かる。

　だったら解決策はない。そうすると雨宮君のお兄さんを思う気持ちは、一体どこに向かえばいいんだろう。

「万引き」

　突とつ然ぜん、神谷が割って入るように言った。

「お前の兄貴、コンビニで万引きしてた」

「は？」

　お前はいきなり何を言い出すんだ。

　雨宮君が驚いた顔で神谷を見た。私も、兄でさえも。

「ショータはどうせ覚えてないだろうけど、去年の秋ぐらいにお前の兄貴がコンビニで万引きしてたのを俺ら見たんだよ。そのすぐ後ぐらいじゃね？　お前の兄貴が学校に来なくなったのって」

　そうなの？　と雨宮君に訊ける雰ふん囲い気きではなかった。彼は無表情とかじゃなくて、すべての感情が凍こおりついたような顔をしていた。

「俺もいたけど、気づかなくてショータの名前だけ出したんだろ。学校来なくなったのだって、俺らに言い触らされたり金を脅おどし取られたりするんじゃないかって勝手にビビったからじゃねーの？」

　雨宮君は言い返そうとして言葉に詰つまり、唇を戦慄わななかせていた。

　彼は視線を神谷から兄にやった。まるで否定してくれと言っているみたいに。

「俺は雨宮なんてそもそも覚えてねえよ。それと、誰かを脅したこともねえからな」

　兄は面めん倒どうくさそうに吐き捨てた。

　勘かん違ちがいかよ、くっだらねえ、と。

「だめ!!」

　叫さけんだときにはもう遅おそかった。雨宮君の拳こぶしが兄を襲おそっていた。

「ショータっ」

「って、この野や郎ろう！」

　最悪の事態になってしまった。

　喧嘩にだけはならないように気を張っていたのに、こんなはずじゃなかったのに。なのに二人は今、ぐちゃぐちゃに殴り合っている。

「リホちゃん、離れてな」

「だ、だって、止めないの!?」

「ほっときゃいいんだよ。俺らは帰ろうぜ」

　爆ばく弾だん落とすだけ落として帰宅かコノヤロー！

「こらぁ二人ともやめろー!!」

「危ないって、……っあ」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのか理解できなかった。

　顔の中心に衝しよう撃げきが走って、視界が真っ黒になったのか真っ白になったのか、それすらも分からなくなる。最初は何も感じなかった。けれど後からとんでもない痛みとなって顔だけと言わず全身を駆かけ巡めぐる。

　弾はじかれた雨宮君の拳が、不用意に近づいた私の顔面に偶ぐう然ぜんぶつかったのだと遅おくれて理解した。

「ったぁ……！」

「リホ！」

　気づけば尻しり餅もちをついていた。立てない。あまりの痛みに体ががくがくと震えだす。痛い、超ちよう痛い。

「リホちゃん見せて」

「はながとれた、」

「取れるわけないだろ」

　ですよね。ってイテー!!　冗じよう談だん抜ぬきでイテーよ!!

　こんな痛いことを兄ちゃんはしょっちゅうやってるのか。バカか、マゾか、痛すぎだチクショー。

　涙なみだが止まんない。怖こわいとか悲しいとかじゃなくて痛みで涙がどばどば溢あふれてくる。

「ショータ！　そいつはいいからハンカチとか持ってないのかよ」

「ねえよ！」

「わた、わたしのかびゃんに、」

　舌が痺しびれて回らない。私の顔、どうなっちゃったの。

「眼鏡割れてる。破は片へんで怪け我がしたらいけないから外すよ」

「う、うそ、」

「ほんと。あいつに弁べん償しようしてもらえよ」

「あう」

　ハンカチで顔面を押さえられる。手を見ると鼻血で真っ赤に染まっていた。……おぉう、勘かん弁べんしてくれ。

「家帰って冷やさなきゃ。抱だっこするから摑つかまってな」

　今このときだけは神谷が神様みたいに思えた。兄はオタオタしてばっかでまるで役に立っていなかった。雨宮君は呆ぼう然ぜんとしていて、なぜか私はそんな彼に対して申し訳なく思ってしまった。

　そしてさらに不幸は続いた。

「コラー！　お前ら何してんだー!!」

　土手の向こうから自転車漕こいでやってきたのは、この辺りの治安を守るお巡まわりさんだった。ちくしょう誰だれだ通報しやがったのは。
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　私、パトカーって初めて乗っちゃった。あとでキタちゃんに自じ慢まんしよっと。五味とか絶対羨うらやましがるだろうな。あいつ選挙カー見ても騒さわいでるし。

　警察署に連行され女性警官に手当てされた私は、もはや現実逃とう避ひに打って出るしかなかった。

　だってマジありえねぇええええええ！

　前科一犯？　前科一犯なの？　これから履り歴れき書を書くときは賞しよう罰ばつ欄らんに書かなきゃいけないの？　あそこいつも書くことがなくてなんか申し訳なかったんだけどこれからは埋うめられるよね！　──ってなるか！

「あの、すいません」

「なぁに？　ちゃんと冷やしとかないと駄だ目めよ」

「はい、分かってます。……あのですね、学校にはもう連れん絡らくしちゃったりなんかしちゃったり？」

「それはまだだと思うけど」

　よっしゃー！　家に連絡されてもいいけど学校はなんか記録残りそうだし噂うわさになりそうだしでやだなと思ってたんだよね。それに部活停止にでもされたら目も当てられん。……大した活動なんてしてないけど。

「お願いします、学校にだけは黙だまっててほしいんですけど」

「それを決めるのは私じゃないから。少年課に」

「連れてってください！」

　勢い込んで言う私に、若い女性警官は若じやつ干かん頰ほおを引き攣つらせていた。
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　案内された少年課では兄たちはさぞや絞しぼられてるだろうと思いきや、

「またお前か、懲こりんやつだな」

　頭をコツンとやられている兄がいた。

　なんですかこのアットホームな感じは。胸むな倉ぐらつかまれて引きずりまわされてるくらいの想像はしてたのに。

「リホ！」

　刑けい事じさんに向かってうざそうな顔をしていた兄が駆け寄ってくる。氷ひよう囊のうを外して私の顔を覗のぞき込むと、苦い表情を浮うかべてすぐにまた氷囊を押し当ててきた。鏡見てないけどそんなにひどい有様なのだろうか。

「リホちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「まだちょっとズキズキするけど大丈夫です」

　指で触さわってみるとちょっと腫はれている。これからもっと腫れてくるわよ、と先ほどの女性警官は恐おそろしいことを言っていたけど大丈夫だと信じたい。

「雨宮君は？」

「あっち」

　見ると、ひとりの刑事さんと向かいあって話をしていた。でも喋しやべっているのは刑事さんばかりで、雨宮君はむっつりと黙り込んでいた。

「あいつのほうから因いん縁ねんつけてきたとしか言ってないよ」

　神谷が耳元で囁ささやいた。それにちょっと驚おどろいていると、兄ちゃんと顔見知りと思おぼしき刑事さんが話しかけてきた。

「君が吉村の妹さんかい？」

「あ、はい。吉村里穂子と申します。兄がいつもお世話になっております」

「礼れい儀ぎ正ただしい妹さんだな」

　よく言われます、初対面の人には。

「顔、よく冷やしといたほうがいいぞ。後で熱が出てくることもあるからな」

「はい。ありがとうございます」

「しっかりしてるな。おい、本当にお前の妹か？」

「うるせえ黙れクソジジイ」

「兄ちゃん！」

　失礼な口きくんじゃねえよ。これから学校には連絡しないでくださいって頼たのむんだからよ。

「あの、刑事さん」

　いつもより二割増しの儚はかない声と仕草で演出しつつ、私は申し出た。

「学校には連絡しないでいただけませんか？　お願いします」

「と言われてもなあ」

「あっちの子が何も喋らないんだよ。そうなると先生か親おや御ごさんに来てもらうのが普ふ通つうなんだけど」

　別の刑事さんが困ったように言った。

　雨宮君が喋りたくない気持ちはよく分かる。でもこのままじゃ私たちにとって非常にまずい事態になるのは間違いない。

　穏おん便びんに済ませるにはどうしたらいい？　私は漫画を描かくことばかりに使っている頭をこのとき事態解決のためにフル回転させた。

　ぽくぽくぽく、チーン！

「兄ちゃんのバカ！　なんで彼との交際を認めてくれないの!?」

　周りが突とつ然ぜんのことにポカーンとしてるけど言っちまったもんは止められねえ。リホコ、千の仮面を被かぶるのよ！

「刑事さん、実は私、そこにいる彼と付き合ってるんです。でも兄ちゃんがどうしても駄目だって、許さないって言うんです。だから私たち、どうにかして二人のことを認めてもらおうって兄ちゃんを呼び出したんです。そしたらどっちも私を想おもうあまりに口論になって、挙句の果てには殴なぐりあいにっ！　ああっ、私は必死に止めました、そしたら偶ぐう然ぜん彼の拳が私の顔に当たってしまったんです。お願いします彼を許してあげてください。私を殴ってしまったことで彼は傷ついているはずです。もうこれ以上彼を責めないでやってください!!」

　私は刑事さんの胸むな元もとに顔を埋うずめて泣なき崩くずれた……フリをした。

　駄目だ笑いが止まんねえ。

　自分で言って自分が笑ってるとか一番駄目じゃん。でも震ふるえた体がよりいっそうの真実味を加えたらしい。刑事さんは「そうだったのか……」って目め頭がしら押さえて騙だまされてるし。やったぜ月つき影かげ先生。貴方あなたのご指導の賜たま物ものです。

「学校に連絡されたら私たちが付き合ってることも知られちゃいます、そんなの恥はずかしいっ、だから刑事さん、」

「あぁ、分かった。学校には連絡しないよ。でも親御さんには」

「それも駄目ぇえええ！」

　ただでさえ雨宮君のお兄さんはひきこもりなのに、弟が警察のお世話になったなんて親御さんが知ったら育児について悩なやんでしまうじゃないか。

「彼のお母さんは心臓の弱い方なんです！　うちはかまいません、でも彼のほうには」

「分かった分かった！　どちらにも連絡しない。君に免めんじてな」

　刑事さんは私の頭を撫なでながらどこにも連絡せずに帰してくれることを約束してくれた。

　これ完全勝利じゃね。

　ちょ、私すごすぎじゃねえの。アカデミー主演女優賞もんだよこれは。

「吉村、いい妹さんを持ったな。大事にしてやれよ」

　いやいやこちらこそありがとうございます刑事さん。貴方あなたがだまされやすくてよかった。一生忘れません。眼鏡ないから顔がよく見えないけど。

　誰だれかが余計なことを言い出さないうちに、私たちはさっさと警察署を後にした。
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　後日、雨宮君が自宅を訪ねてきた。痛々しい痣あざの残った顔を歪ゆがませながら、彼は真実を話してくれた。

「兄貴が万引きしたのは本当でした。あれが初めてじゃなかった、何度かあったんです。神谷さんの言ったとおりでした……本当に、本当にごめんなさい」

　彼は潔いさぎよく土下座した。その姿になぜか私が泣きそうになっていると、兄はふんと鼻を鳴らした。

「で、学校来るって？」

「それは……」

「俺たちゃ別に脅おどすつもりなんかねえぞ」

「分かってます。全部、兄貴の問題なんです。受験に失敗して、今の高校は行きたい高校じゃなかった、そのことでストレスが溜たまってたらしくて、万引きをしていたそうです。学校に行かなくなった理由は前からあったんです。吉村さんに見られたのはただのきっかけにすぎません」

　俺と同じで、弱いんです。

　雨宮君は大きな体をとても小さくさせて項うな垂だれていた。

　何か言葉を掛かけてあげたい。でも何を？　何もない。私には何かを言うことも、どうにかしてやることもできなかった。

　ねえ、兄ちゃん、どうするの。お願いだから何か言ってよ。

「たしかにお前らはどうしようもねえな」

　ちょっとちょっとー!?

　ここで追い討うちをかけるか。神谷もそうだけど兄ちゃんも中々のワルだよ。ほら見ろ、雨宮君がさらに落ち込んでるだろ。

「特にお前だ。俺をぶん殴る度胸はあんのに、なんで兄貴を部屋から引きずり出す度胸はねえんだよ」

「兄ちゃん、身内だからできないことってあるよ」

「身内にしかできないこともあるんだよ」

　兄ちゃんのくせに私の言葉を逆手に取りやがった。

　絶句する妹を置いて、兄はさらに煽あおる。

「俺に謝ったって仕方ねえだろ。兄貴を殴ってこいよ」

「ちょっと兄ちゃん!?」

「ビクビクして動けねえときゃそれが一番だ。おら、今から行ってこい」

「雨宮君、真に受けちゃ駄だ目めだからね！」

　彼の顔を覗のぞき込んだ私は息を吞のんだ。

　雨宮君は、静かに泣いていた。

「うっぜえ。もう帰れ」

　声も上げずに涙を零す雨宮君を家の外まで送った。どう言葉をかけようかと思い悩んでいると、彼は涙で言葉を詰つまらせながら途と切ぎれ途切れに言った。
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「俺にしか、できないこと、やってくる」

「雨宮君、」

「ありがとう」

　涙に濡ぬれる彼の顔を見つめながら、私はなにひとつ気の利きいたことを言えなくて。

　ただ、小さく頷うなずくことしかできなかった。
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　六月に入り、制服は冬服から夏服へと衣ころも替がえをした。まだ少し肌はだ寒ざむいので、夏服の上からカーディガンを羽織った生徒を多く見かけた。

　一度校門から出た私は、忘れ物を思い出してまた教室に戻もどっていた。ほとんどの生徒が帰っていたけれど、教室内には女子が数人残っている。

　机の脇わきにかけられた体操着の入ったトートバッグを手にした私は、教室を出ようとして呼び止められた。

「吉村さん、もう帰るの？」

　声を掛けてきたのは、そう、たしか真ま柴しばさんという名のクラスメイトだ。ベリーショートの髪かみ型がたがよく似合っていて、すらりとした体型が印象的だった。

「ねえ、こっちに来て私たちと話さない？」

　女子という生き物はとかくグループを作りたがる。見た目、言動、趣しゆ味みなどなど、同じようなカテゴリーで寄り集まって集団を形成するのだ。私もその例にもれず、特定のグループの子とよく行動を共にしていた。そして真柴さんはクラスの中でも特に目立つ、言わばオシャレでイマドキな女子グループの一員であった。

　つまりは何が言いたいのかというと、彼女と私に接点などない、ということである。

「えーと、私？」

「そ。座って」

　真柴さんは真横にある椅い子すをひいて、「ここどうぞ」と勧すすめてきた。彼女の笑えみには有う無むを言わせないものがあり、私は体操着の入ったバッグを大事に抱かかえながら大人しく指示に従った。……私、なにかしましたっけ。

「吉村さん、ごめんね。真柴が強ごう引いんでさ」

「部活あるんじゃない？　時間ヤバかったら言ってね」

　真柴さんから無言のプレッシャーを受けて縮こまっていると、一いつ緒しよにいた女子ふたりが親しげに声を掛けてきた。

　ひとりは田た辺なべさん。クラスで一番背の低い、そして一番可愛かわいいに違ちがいない女子だ。

　もうひとりは塔とう元もとさんといって、栗くり色いろに髪かみを染めた彼女はにっこり笑ってお菓か子しを勧めてくれた。

　会話に応じながらも、私は内心で冷や汗をかきまくっていた。

　普ふ段だん関かかわりのない女子グループとの会話は、男子のそれよりも緊きん張ちようを強しいられる。私なんかでちゃんと話ができるんだろうか。ファッションの話題になったらジ・エンドだぞ。

　私が怯おびえて不安になるのも仕方がない。だって彼女たちときたら、本当に私と同じ女子高校生という生き物なのかと疑いたくなるくらいに洗練されているのだ。短いスカート、さりげないアクセサリー、整えられた爪つめ。春日坂の緩ゆるい校則の中、目の前の三人はオシャレを目め一いつ杯ぱい楽しんでいる。もはや性別が女、という以外に私と彼女たちとの共通点が見み出いだせない。

「でも私、前から吉村さんとは話したかったんだ。この間の数学の授業、すごく笑わせてもらったもん」

「あああっ、あれはっ、忘れて！」

　数学の時間に居い眠ねむりこいて、挙句の果てには『起きてましゅ』と台詞せりふを嚙かんだ出来事は、我が高校生活における黒歴史トップ３に入るほどだ。

「あのあと呼び出されてたよね？　説教されたの？」

「説教というか、『君には失望した』とか『飼い犬に手を嚙まれた気分だ』とか言われた」

　数学で好成績を残していただけに鰐淵先生はがっかりしたそうだが、そもそも私は飼い犬になった覚えはまるでない。

　ちなみに数学教師である鰐淵先生とは、女子生徒から大変な人気を得ている若い男の教師である。美しく整った容姿に、ノンフレームの眼鏡、そして毒どく舌ぜつ。毒舌！　あなたは乙女おとめゲーにひとりはいるキャラですか、と見た瞬しゆん間かんに喝かつ采さいを上げたくなるほど、彼という存在は私のツボを突つきに突きまくってくれた。

　しかしそれも今は昔。

　居眠りから覚めた私は、鬼き畜ちく眼鏡の夢からも覚めたのである。

「説教だけならまだしも雑用押し付けられたんだよね。私、あの日大事な用があったのに」

　そう、原げん稿こうという大事な用が！

　今年は早めに動いてよゆう入稿とやらをしてやろうと思っていたのに、とんだタイムロスだった。しかも非力な私に大量の問題集を運ばせるなど許しがたき所業である。私の手は問題集を運ぶためにあるのではない、数多あまたの妄もう想そうを形にするために存在しているのである。

「鰐淵センセってさあ、格好良いんだけど、性格が冷たすぎるんだよね」

「私なんてこの前、問題解けなくて鼻で笑われたもん」

「あのひと彼女いるの？　ていうか女に興味あるのかしら」

「かなり怪あやしいよね。そうそう、『女の子のどんな髪型が好きですか』って訊きいた子に、先生なんて言ったと思う？　『他人の頭とう髪はつに興味ありません』だって！　ひととしてどうかと思ったわよ」

　田辺さんと塔元さんがかしましく喋しやべる傍かたわらで、真柴さんの空気がだんだんと剣けん吞のんなものへと変わっていった。

　その鋭するどすぎる視線が、突とつ如じよとして私に向かったのには心底肝きもが冷えた。

「吉村さん」

「な、なに」

「前から訊きたかったんだけど、吉村さんと岩迫君って、どういう関係なの？」

　ヒヤッとする何かが喉のどを迫せりあがり、私は不自然な笑みを浮うかべたまま固まった。

　恨うらみなど買った覚えはなかったが、覚えのない恨みというものがこの世には存在する。どうやら私は、その手の恨みを買っていたらしい。

　でも。

「岩迫君とは友達だよ」

　やましいことなんて何もない。

　岩迫君は友達だと言ってくれた。だったらなにを狼狽うろたえる必要がある。ここで変に誤ご魔ま化かしたり動どう揺ようしたりすれば、岩迫君に申し訳ないじゃないか。

　だからちゃんと言うんだ、私。

「数学の問題教えたら、それから喋るようになったんだよ。あと漫画とか貸したり、ゲームの話とかよくするよ」

「そうなんだ、最近なんかやり取りしてるなあと思ってたら漫画かあ」

「……漫研なんで、私」

「漫画描いたりしてるの？」

「うん、まあ」

「じゃあ今のうちにサインもらっとこーぜ！」

「どんな漫画描かいてるの？　今度見せてよ」

　田辺さんと塔元さんが、険悪になった空気を必死に紛まぎらわそうとしている。とにかくノリのいい二人は、私が漫画を描いていることについて特に嫌けん悪お感はないようだった。妹と似た反応を想像していただけに、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけした。もうどうにでもなれと引かれる覚かく悟ごで告白したのに。

「……付き合ってないの？」

「ちょっと真柴、あんたしつこいわよ」

「だって、じゃあやっぱり鰐淵先生が狙ねらいなのね！」

　教室に静せい寂じやくが訪おとずれた。

　田辺さんと塔元さんの呆あきれた顔といったらなかった。私も瞬まばたきを繰くり返して、真柴さんの顔を凝ぎよう視しした。

　彼女は多大なる誤解をしている。そもそも私が二人の男性の間で揺ゆれ動くようなキャラに見えるというのだろうか。まあ、二次元キャラに関しては二人どころか四、五人の間で常に揺れ動いている私だが。

「真柴ってほんと鰐淵センセのことになるとひとが変わるんだから。あのひとのこと本気で好きなの、アンタくらいよ」

　田辺さんがお菓子を口に運びながら、うんざりしたように言った。塔元さんも頷うなずいている。どうやら二人は、真柴さんの本命を以前から知っていたようだ。

　しらけた空気を感じとったのか、真柴さんが唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎした。

「分かんないじゃない。ていうか鰐淵先生を好きにならずにいられるってことが私には理解できないわよ」

「まあたしかに顔はいいわよね、顔は」

「うん、私も顔は好き、顔は」

「鰐淵先生の魅み力りよくは顔だけじゃないわよ！　そうよね吉村さん！」

　ぽんぽん交かわされる会話から突とつ然ぜんこっちにふられ、ビックリした私は思わず「うん」と答えてしまった。真柴さんは我が意を得たりと言わんばかりに肩かたを組んできたのでこれまたビックリした。さっきまでの険悪な態度はなんだったのだ。

「さあ吉村さん、こいつらに言ってやんなさい！」

「なにをよ」

「吉村さん、ほうっておいていいからね」

「でも、鰐淵先生はあの性格だからこそいいって私も思うよ。あれで優やさしかったらなんか普ふ通つうすぎてつまんないっていうか」

　まあ二次元においては眼鏡に毒舌とか王道以外のなにものでもないがな。

「でしょ!?　生徒の機き嫌げんばっか窺うかがってる教師に比べたら鰐淵先生は立派じゃない！　『君、こんな問題も分からないんですか』って心底バカにした目で言うのよ、たまんないじゃない！」

「さらっと変態的な発言しないでよ」

「あんた実はわざと問題分かんないフリしてるんじゃないの」

「悪い!?」

　真柴さんは十分間くらい鰐淵先生の魅力についてぶちまけてくれた。もういいよ分かったからと他ほかの二人が白旗を上げるまで延々と。そしていつの間にか私は鰐淵先生好きの同志として認められていた。……いや、まあファンだったけどさ、罵ののしられたいとまでは思ってないよ。言ったけど彼女はまったく聞いていなかった。

「私はやっぱり同い年がいいな。岩迫君とかすごい好き」

「田辺、前から言ってたもんね。テニス上う手まいし格好良いし私も好きー」

「吉村さん、よく喋ってるよね。本当に付き合ってないの？」

「ないない！」

「そうよ。リホリホは鰐淵先生のファンなんだから。でもファンまでよ。ライクは許してあげるけど、ラブは駄だ目めだからね」

　それもないない。必死に否定したが、やはり聞いてはくれなかった。

　そのあとは漫画の話になって、何冊か貸す約束をした。昔読んだ少女漫画の話では四人で大いに盛り上がった。

「あ！　テニス部が走ってる！」

「ほんとだ」

「岩迫くーん!!」

　外から聞こえた「内周10周！」の掛かけ声を皮切りに、ひとりがベランダに飛びだし、残りも同じように教室を出ていった。一番遅おくれて私もベランダに出ると、男くさい集団が走ってくるのが見えた。

「香こう坂さかセンパイ素す敵てきー！」

「田辺、あんたさっき岩迫君が好きって言ってなかった？」

「それはそれー！」

「頑がん張ばってくださーい！」

「あ、こっち見たよキャー」

　熱い声せい援えんを送る女子生徒に気がついたテニス部の何人かが上を見る。その中に五味もいた。

「リホせんぱ──い!!」

「……誰だれあれ？」

「知ってる。一年の五味君だっけ」

「リホリホ、なんか言ってあげなよ」

　あのばかやろう。めちゃくちゃ目立ってるじゃないか。

　私は柵さくに突つっ伏ぷしていた顔を上げた。

「転べー!!」

「テニス部めっちゃ笑ってるよ」

「なんで『転べ』なのよリホリホ」

「岩迫君が笑いすぎてむせてるよ」

　リホ先輩ひどいと五味はわめいていたようだが、テニス部の集団はあっという間に校舎の向こうへ消えていった。思わず大きな声を上げてしまった私は今になって恥はずかしくなって、必死に言い訳をした。

「五味はあれでも漫研なので、つい」

「だからかぁ。びっくりした」

「おっ、今度はバスケ部が来たよ」

「どれどれ!?」

「塔元、あんたバスケ部に好きな人でもいんの？」

「私、背の高い人が好きなの」

　こっちに向かって走ってくるバスケ部を食い入るように見つめる塔元さんは、背が低いせいでベランダから身を乗り出すのも辛つらそうだった。必死になって爪つま先さき立つ彼女の横で、私は自然に話しかけていた。

「身長差があるっていいよね」

「そうなのよ、私、大きい人にギュっとされたいのよ」

「相手の心臓の音が聞けたりね」

「ぐはーっそう!!　ちょっとなんで私の考えてること分かるの!?」

　ばしばし肩を叩たたかれながら、漫画からの知識ですとは言えなかった。

　それにしても凄すごいな。私オタクなのに、皆みんなと普通に会話ができてるぞ。男の子を見て、一いつ緒しよにきゃあきゃあ言ってる。まるで同じ女の子みたいに喋しやべってる。

　そうか、私も彼女たちも、ただの女の子なんだ。

　両者を仕切る高くて分厚い壁かべなんて最初からなかった。私とは合わないって、こっちが勝手に決め付けていただけなんだ。一歩下がって構えていた私の態度は、気さくに接してくれた彼女たちに対してすごく失礼なことだった。

　ベランダの手すりを握にぎってひとり反省していると、塔元さんが「あ」と声を上げた。

「ねえ、手振ふってるよ。誰？」

「モリ君だ」

　集団の中からこちらに向かって手を振っている大おお柄がらな男子生徒に、同じく手を振り返す。

　雨宮森。今は親しみを込めて『モリ君』と呼ばせてもらっている。

　実はバスケ部だったモリ君は、一度は覚かく悟ごを決めて退部届を提出していたそうだ。けれどあの騒そう動どうのあと、他の部員たちの熱心な説得もあり、現在は部活に復帰している。

「モリ君!?　まさかリホリホの彼氏!?」

「違ちがうよ、二組の雨宮森君。友達なんだ。がんばれー」

「そんなちっちゃな声じゃ届かないよ！」

「なんで塔元が興奮してんの」

「ちょっとリホリホ！　あんた鰐淵先生が好きなんじゃないの!?」

「真柴、落ち着きなって」

「あ、田辺さん、テニス部が一周回って戻もどってきたよ」

「香坂センパ──イ!!」

「田辺うるさいっ」

　ひとしきりはしゃいだあとは、一緒に帰ることになった。寄り道してアイスを食べようと真柴さんが提案し、他の皆も賛成した。

　私の中に、もう気き後おくれはなかった。

「ところで私はリホリホで決定なの？」

「今さら！」

「遅おそいよリホリホ！」

「いつツっこんでくれるか待ってたんだよ！」

　その日、新しいあだ名と、新しい友達を手に入れた。
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　梅つ雨ゆ真っ只中。湿しめり気を帯びた空気に、夏服でも汗をかき始める時季となった。

　教室で無料の求人情報誌を熱心に読んでいると、隣となりの席の男子が覗のぞき込んできた。

「吉村、なんかバイトすんの？」

「うん」

　八月のイベントで大枚使うことを見み越こして、バイトを始めようと思ったのは昨夜のことだった。

　去年は有名なファミレスで働いていた私だが、不ふ況きようの煽あおりを受けて今年の三月で店てん舗ぽは閉へい鎖さ。進級してからは新入生の勧かん誘ゆうとかキタちゃんとのコラボ漫画とか、やることはあったりなかったりでつまりはダラダラしていた私は、テレビの再放送でマツケンを観みて世の中金ズラと思い出し、急きゆう遽きよバイトに勤いそしむことにしたのだ。

「お、見ろよこれ、時給八百円から千三百五十円だってよ。頑張り次し第だいで時給アップかあ。俺応募しようかな」

「これだから素人しろうとは！　騙だまされちゃ駄目だよ甲か斐い君。たぶん一年必死こいて働いても五十円も上げてくれないと思うよ。こういう書き方してるところは要注意だね」

「えー」

「初心者はよく騙されるの。こことかいいんじゃない？」

「工事現場の交通整理ぃ？　うげー焼けそう」

「なまっちろい甲斐君にはお似合いですよ」

「ひっでえ。お前だって白いじゃん」

　シャーペンの先で突つつかれたのでやり返していると、次の授業の先生が入ってきて戦いはお開きとなった。

「リホ、バイトやらない？」

　昼休み、メールで呼び出された私は漫まん研けんの部室にいた。いつもいるはずのメグっぺはいなかった。珍めずらしいなと思っていると、キタちゃんがタイムリーにもバイトの話を持ってきた。

「うちのじいちゃんの知り合いがやってる洋食屋なんだけどね」

「じいさまのってことは元警察官？」

「そ、元部下。早めに退職して店開いたって聞いたよ。最初は私に話が来たんだけど、今は本屋のバイトやってるから断ったんだ。どう？」

「たしかに今、バイト探してるけど」

「条件はここに書いてあるとおりね。もしやるんだったら私にメールしてよ」

　条件の書かれたメモを読むと、時給といい待たい遇ぐうといい中々良さげである。私の目は『まかない付き』という文字に釘くぎ付づけになっていた。
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　バイト先の洋食屋は、五十代の店長夫ふう婦ふが切り盛りしていた。じいさまの元部下と聞いていたからもっと年長で厳いかつい人を想像していたのだが、店長の庄しよう司じさんは温和でとても気さくな人だった。

　店内はそれほど広くなく、カウンターとテーブルを合わせて三十席くらい。外国の建物を思わせるレンガづくりの外観に、落ち着いた色調の内装が素す敵てきである。

　制服は半はん袖そでの白シャツに黒のシンプルなエプロンドレスで、ぶりぶりのメイド服じゃなかったことに安心した。あれは見る分にはいいけど着るとなると話は別だ。

　若者向きのお店ではないけれど知る人ぞ知る名店らしく、雑誌に何度か紹しよう介かいされているらしい。

　働いて一週間、すっかりこの店が好きになっていた。

「いらっしゃいませー……ってなんだ、五味か」

　私の接客用の笑え顔がおは普段使いの顔にレベルダウンした。

「なんだ俺かはないっスよ。せっかくいっぱいお客連れてきたのに」

「なんだと早くそれを言え！　あ、岩迫君だ、いらっしゃいませー！」

「さっきと全然顔が違うっ」

　部活帰りのテニス部員を連れてきてくれたらしい。大きなテニスバッグを背負った男子生徒が五人。よくやった五味、なんて先せん輩ぱい思いなんだ。

「席くっつけるからちょっと待ってね。店長、五名様来店でーす」

「リホ先輩、俺たちでやるから大だい丈じよう夫ぶっスよ」

「いいっていいって。お客様なんだから」

　四人席に二人席を合体させると、急いで水を取りに行った。カウンターの奥には店長夫婦がいて、「どれが彼氏？」とベタなことを訊きいてくる。

「後輩とクラスメイトとその部活仲間ですよ」

「じゃあどれが気になる子？」

「いってきまーす」

　ワクワクしている店長夫婦には悪いが、そんな甘あま酸ずっぱいものを高校生活に求めていない私はさっさとグラスを持ってオーダーを取りに向かった。

「リホ先輩、どれがオススメっスか」

「セットなんてどう？　けっこうボリュームあるよ」

　五味にオススメを教えながら、私はひとつのメニュー表を二人で覗き込む男子高校生っていいよなあと腐くされたことを考えていた。

　大きな体をくっつけ顔を寄せ合ってるところなんか最高じゃないか。年配の人がお客に多いから今のうちに網もう膜まくに焼き付けておこう。

「吉村、俺のこと覚えてる？」

　疚やましいことを考えていたこともあって、大げさにビクついてしまった。声をかけてきた男子に視線を移すと、「あ！」と声を出していた。

「一年のときに同じクラスだったよね」

「そ。名前分かる？」

　私が学生服についた名札を見るよりも早く、彼は手でそれを隠かくしてしまった。

「……佐さ藤とう君」

「ブッブー全然違ちがうし。美作みまさかだよ」

　全国で一番多い苗みよう字じで当てにいったが駄目だったか。ミマサカ君よ、すまなかったな。

「珍しい苗字なのに忘れるってところがリホ先輩らしいっスよね」

「俺、隣の席になったこともあるんだぜ。そのときけっこう喋しやべったのに」

「サコ先輩も来年には忘れられててもおかしくないっスよ」

「え、そうなの吉村」

「おい五味、先輩追い詰つめて楽しいか」

　私の印象が悪くなるだろ。元から大して良くもないが。

「お前らそろそろ注文決めろ。吉村さん、俺はＡセットで」

　黒くろ髪かみの真ま面じ目めそうな人が注文したのを皮切りに、五味たちも慌あわててそれに追つい随ずいした。

　岩迫君たちが敬語を使っているから先輩だろう。高校生らしからぬ威い厳げんを放つ男子生徒は、どこかで見たことがある気がするのだが思い出せなかった。

　夜のピークを過ぎてからの来店だったので、テニス部員以外のお客さんはまばらだった。暇ひまになった私は店内を見み渡わたせるカウンター付近に立っていた。

「格好良い子たちねえ」

「みゆきさん」

　カウンター越ごしに店長夫人が話しかけてきた。

「私、一番奥の子がタイプだわ」

「五味ですか。空気読めないけど良いやつですよ」

「リホちゃんは学校に好きな男の子とかいないのかしら？」

「いませんねえ。あんまり興味ないというか、まだいいかなあって思ってます」

「あらもったいない。恋こいは中学生か高校生のときにするのがいいのよ。一番浮うわついてて勘かん違ちがいしやすい時期なんだからしなきゃ損よ」

　それってどうなんだ。恋って勘違いでしてもいいのか。

　みゆきさんに視線を移すと、人生経験豊富な彼女らしい包み込むような笑みを向けられた。

「年をとると余計に理性が働いたり計算高くなっちゃうのよね。だから誰だれかを好きになるのはブレーキが壊こわれてる若いうちがいいのよ、リホちゃん」

　マジでか、私のブレーキ壊れてんの。

　だったら恋れん愛あいって怖こわいな。どこかにぶつかるまで突つっ走っちゃうっていうことだもん。みゆきさんの言い方だとそれがいいみたいだけど、怪け我がするのは嫌いやだな私。
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「リホ先輩、すっげえ美う味まかったっス」

「ありがと。他ほかの部員にも勧すすめといてよ」

　店長の厚こう意いでもらった割引券を配りながら、私は営業に勤いそしんでいた。値段は手ごろなのに若いお客さんが少なかったので、これを機に増えるといいんだけど。

「吉村さん、ちょっといいか」

　私を呼んだのは黒髪のどこかで見たことのある先輩だった。どこだろう、つい最近見た顔だ。

「あ、香坂先輩だ」

「なんで前のクラスメイトは忘れてんのに部長の名前は知ってんだよ」

　美作君がしつこい。忘れたもんは仕方ないだろ。前向いて生きろよ。

　部長だとは知らなかったけど、なるほどだから放つオーラが五味とは比べものにならなかったんだな。大人びた風ふう貌ぼうには貫かん禄ろくがある。ちなみにもう一人の先輩は副部長らしい。眼鏡をかけた気の弱そうな人だ。

　テニス部のツートップがなんでうちに？　私が抱いだいた疑問は、香坂先輩が解いてくれた。

「うちの五味と岩迫がテストで世話になったと聞いて今日は来たんだ。こいつらが大会に出られないことになってたら、まともな成績が残せないところだった。テニス部部長としてすごく感謝してる」

　年上の人に九十度でお辞じ儀ぎされた私は助けを求めるように五味たちを見た。その五味たちも香坂先輩に促うながされていっせいに頭を下げる。なぜか関係のない美作君も。

「リホ先輩、ありがとうございました！」

「吉村、ありがとう！」

「ど、どういたしまして！」

　部長の気き迫はくに押されて私も慌てて頭を下げた。

　体育会系は軍隊に近いって本当だな。声に体が反応して勝手に動いてしまった。漫まん研けんという究極にユルい部活に慣れきった私には信じられない世界だ。

　帰っていく彼らを見送って、今日のバイトを終えた。

　それにしても香坂先輩の言った「これからもこいつらをよろしく頼たのむ」という台詞せりふがすごく気にかかる。「これから（のテスト）もこいつら（の面めん倒どう）をよろしく頼む」って意味じゃないことを祈いのろう。

　またのお越こしをお待ちしております。
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　春日坂高校では、授業が終わると各自で机を教室の後ろまで持っていき、あとは当番の生徒が残って掃そう除じをする。他にもトイレ、特別教室などは、各クラスが持ち回りで清せい掃そうすることになっていた。

　私のクラス、二年六組では、列ごとに掃除当番が割り当てられていた。その日も六時限目の授業が終わると、皆みんながいっせいに机を移動させて、部活動がある子たちはさっさと教室を出て行った。

　今週は私の座る列が掃除当番になっていた。用具入れから箒ほうきを取り出すと、同じ列の子たちと相談して教室と廊ろう下か、それからベランダへと分かれていく。私はもう一人の女子とベランダ担当になった。

「ちょっと誰よ、飲みっぱなしのパックジュース置いたやつは！」

　憤ふん慨がいしているクラスメイトの傍そばで、私は空になったパンの袋ふくろを摘つまみあげていた。

　ベランダは廊下と一いつ緒しよで区切りがない。別のクラスの生徒がベランダから教室に入ってきて、教科書を借りていく光景は珍めずらしくもなかった。広さも余よ裕ゆうがあるので、昼休みになるとベランダに出て昼食をとる生徒も少なくない。中には後始末をしない人間もいるから困りものだ。

「高校生になったんだから、自分のゴミくらい自分で処理しろっちゅーの」

「今日はゴミ捨てに行ったほうがいいかもね」

　ゴミ箱は満まん杯ぱいになったら捨てにいくことになっていた。教室の中を振ふり返ると、山盛りになったゴミ箱が見える。確実に今日行かなければならないだろう。

　そのとき風に吹ふかれてカサカサ鳴っている雑誌を見つけた。なんとなく近寄った私は、それを見て声を上げた。

「あ、エロ本だ」

「なにぃいい!!」

　教室内を掃除していたはずの男子二人がベランダに飛び出してくる。私たち女子の冷たい視線を浴びたのは言うまでもない。

　かくして厳重に袋ふくろ詰づめにされた上にエロ本は捨てられた。男子の名残なごり惜おしそうな視線を背中に浴びながら、私はゴミ袋ぶくろを持って教室を出た。

　三階から一階まで階段をえっちらおっちら下りると、すでに息は上がっていた。ここから集積所がある裏門までさらに距きよ離りがある。着く頃ころには私の息の根は止まっているに違ちがいない。

「おーい、吉村」

　部活棟とうの脇わきを抜ぬけて裏門に向かっていると、水飲み場が並ぶ付近で岩迫君と遭そう遇ぐうした。

「吉村、ひとりでゴミ捨て？　なんで？　他のやつは？」

「他の子たちは早く部活に行きたいだろうし、私は漫研だから遅ち刻こくとかないしね」

　というのは建前で、最大の原因はエロ本である。

　今週の掃除当番のメンバーで、女子は私をのぞいて一人だけだった。彼女は委員会があるのでそっちに行ってもらうとして、残りはすべて男子。そう、やつらにこのゴミ袋は渡わたせなかった、それだけである。

「ふーん。でもさ、吉村ひとりじゃ大変じゃん。普ふ通つうひとりで行かせるかな」

　正義感を発揮してくれてるところ悪いが、原因はエロ本だ。エロ本なのだよ岩迫君。

　こんなことならやつらの目の前でビリビリに破いてから捨てるべきだったのかもしれない。

「分かった。俺が手伝う」

「何を分かったのか分からないけど、別にいいよ、部活あるでしょ。あとちょっとだから気にしないでよ」

「駄だ目めだって！　吉村は女の子なんだから！」

　えー……っと。

　ここは照れていい、の、か？　すっげー微び妙みようすぎて私は反応に困ってしまった。いや、うん、こんなイモい私を女の子扱あつかいしてくれるのは嬉うれしいんだけど、岩迫君が心配するようなことはなにひとつないっつーかこのゴミ袋ぶくろの中にエロ本が入っているのが最大の心配ごとっつーか。これ先生にバレたら学年集会だぞ。

「早く行くぞ、吉村」

「だからいいって」

「強がるなよ」

「ああもう、……もういいか」

　諦あきらめた。岩迫君ってけっこう頑がん固こなんだな。

　ゴミ袋の持ち手を片方持ってもらって、私たちは裏門に向かった。

　こうやってひとつの荷物をふたりで持つなんて、小学生以来でちょっと緊きん張ちようする。あのころは男も女もなかったからな。男子なんて鼻水を垂らしてドッジボールをするだけの生き物だと思っていたから、まるで気にもしていなかったんだけど。

　ときどきすれ違う生徒がちらっとこっちに視線をよこしてくるたびに、何気ないふうを装よそおって俯うつむいた。

　裏門につくと、ゴミ袋が山と積まれていた。カラス避よけのネットをどけて、岩迫君が一番上に積み上げてくれた。力持ちだなあ。

「ありがとう。おかげで助かりました」

「俺のほうが吉村にお世話になってるんだから、これくらいはするよ」

　もう本当に男前だな、岩迫君は。

　ユニフォーム姿も相まって、今は特に格好良く見える。それにしても足キレイだなあ。この年とし頃ごろの男子って、どうして女子よりも美び脚きやくなんだろうか。

　部活棟の近くまで戻もどると、岩迫君はテニスコートに、私は教室に戻ることにしたのだが、

「よかったら見ていかない？」

「テニス部？」

「そう。俺、これから試合するんだ」

「試合控ひかえてるのにゴミ袋運んだの!?」

「軽いウォーミングアップだって。どうする、来る？」

　五分後、テニスコート横の植え込みに座って試合を観戦していた。

　運動嫌ぎらいの私だが、テニスのルールは知っていた。もちろん漫画で得た知識だけど。

　岩迫君と対戦しているのは、三年の先せん輩ぱいだった。今のところは岩迫君が勝っている。彼はポイントを取るたびにこっちを向いてＶサインをしてくれた。

　私もＶサインを返そうとして、結局は恥はずかしくてカニみたいなポーズを毎回取っていた。

「岩迫センパイ、がんばってー！」

　続いてキャーと上がる悲鳴に、びくっと肩かたを揺ゆらした。見ると、ジャージ姿の三人の女の子がテニスコートを囲むフェンスにしがみついていた。楽しそうに会話をしながら、また岩迫君に声せい援えんを送っている。

　同学年だけではなく、一年生にもファンがいるのか。

　軽く驚おどろいている私の視界に、同じようにして岩迫君の名前を呼ぶ女子の塊かたまりを見つけた。今度は三年生だ。

　部活棟が近いからか、運動部の女子生徒が多かった。ずっと張り付いている子はいなかったものの、入れ替かわり立ち替わりやってきては岩迫君を指差して盛り上がっている。

　そうだよなあ、格好良いもんなあ。

　思った以上に岩迫君は人気者だった。汗だくになった姿さえ、いやそんな姿だからこそよりいっそう素す敵てきに見えるのかもしれない。

「リホ？　あんたこんなとこで何してんの」

　よく知った声が聞こえたかと思うと、硬かたい何かが頭の上に乗せられた。驚いて立ち上がろうとすると重みが消え、直後にキタちゃんが顔を覗のぞき込んできた。

「なんだキタちゃんか、びっくりした」

「ごめんごめん。あんたの頭ってものを乗せたくなるのよね」

　突とつ然ぜん現れたキタちゃんは、両手に分厚い本を数冊持っていた。手ぶらの私とテニスコートを交こう互ごに見て、不思議そうにしていた。

「今日は部活には行かないの？」

「ううん、一回教室に戻ったら行くつもりだったんだけど、ちょっとね、テニス部を観みてる」

　隣となりに座ったキタちゃんは、フェンスの向こうに岩迫君を見つけて納なつ得とくしたようだった。

「キタちゃんは委員会？　その本どうしたの」

「卒業生が寄き贈ぞうしてくれたの。これから図書室に持っていってラベル貼はりするんだ」

「面おも白しろそうなのある？」

「さあ、どうだろうね。これから読んでみる」

　小説を書くくらいだから、キタちゃんは読書が好きだ。図書委員になったのも、受付の最中に本を読めるからだと言っていた。

　ハードカバーの本のタイトルはどれも知らないものだった。ためしにパラパラと捲めくっていると、弾はじけるような歓かん声せいが上がって、キタちゃんと私は同時にテニスコートに視線を向けた。

「すごい。三年相手に勝ってるんだ」

「女子の声援もすごいんだよ」

　先ほどから岩迫君人気を実感している私だったが、親友のキタちゃんはどこまでもドライだった。

「フェンスに鈴すずなりになってる女子っていうのを見てみたかったんだけど、現実はそうでもないんだね」

「そういうのは漫画の世界だけだと思うよ」

「失神者もいないし、岩迫君って言うほどそんなにはモテてないんじゃないの」

　キタちゃんの岩迫君評価が辛からい。

　彼女はいまだに岩迫君のことを認めていないふしがある。図書館の一件以来、少しは見直したようだが、今の態度を見ていると彼への評価はまだまだ低いラインにあるようだ。

「キタちゃんが認める男子って春日坂にいるの？」

「なによ突然」

「だってさ、なんか岩迫君への評価が辛口なんだもん」

「道場行ったら強い男がたくさんいるからね。男子高校生なんて雑兵に等しいわよ」

　戦せん闘とう力で測られたらこの学校の男子は軒のき並なみ全ぜん滅めつである。というかキタちゃんに勝てる人物が春日坂にいるのかも怪あやしい。

　まさか雑ざ魚こ扱いされているとも知らず、岩迫君はテニスコートで眩まばゆいくらいの輝かがやきを放っていた。うんうん、君はそれでいい。まあいざとなったらそのラケットを武器にすれば、と私もかなりキタちゃんに毒されたことを考えていた。

　周囲の声援に押されてか、岩迫君の動きはますます俊しゆん敏びんになっていた。ボールに食くらいつく必死の形相も、追いきれなくてポイント取られたときの悔くやしそうな表情も、私にはすべて輝いて見える。

　キタちゃんは大してモテないなんて言うけれど、岩迫君はやっぱり格好良くてキラキラしていた。私の友達は凄すごい。

　凄すぎて、ちょっと気き後おくれした。

「キタちゃん、委員会あるでしょ。私も教室に戻らないといけないし、途と中ちゆうまで一いつ緒しよに行こうよ」

「最後まで観ていかないの？」

「うん、もういいや」

　立ち上がってお尻しりの砂をはたく私の姿を、キタちゃんが座ったまま見上げてくる。行かないの、と首を傾かしげると、彼女は少し面白くなさそうに眉み間けんに皺しわを寄せた。いつまでも立ち上がろうとしないので、私も行くに行けなくなってしまった。

　キタちゃんの目は、テニスコートで躍やく動どうする岩迫君を見み据すえていた。睨にらんでいるとも言えたが。

「……うちのじいちゃんはさ、あんたのこと可愛かわいいって思ってるよ」

「ん？　いきなりどうしたキタちゃん」

「父さんと母さんも、リホを見てるともうひとり娘むすめが欲しくなるねって、今さら第二子について相談し始めて食しよく卓たくが気まずくなることもあるし」

　高校二年生の娘の前で、そんなデリケートな話題を……。

「私も」

「キタちゃんも？」

「リホのこと、ときどき踏ふみ潰つぶしたいと思うくらいには可愛いって思ってる」

「なんか余計な修飾語がついてる！」

　ちょっと期待して聞いた分がっかりだよ！　なんだ踏み潰したいって、普ふ通つうに可愛いじゃ駄だ目めなのかよ。

「なんでいきなり私をヨイショしはじめたの」

「あんたが岩迫君を見て、自信をなくしてんじゃないかと思ったから」

　立ち上がったキタちゃんは、私よりもずっと目線が高い。武道を嗜たしなんでいるせいか姿勢がよくて、余計に大きく見える。私と違ちがって自信に満ち溢あふれていた。

「違った？」

「……違わない、かも」

　そんなに分かりやすかったかな。誤ご魔ま化かすようにへらっと笑うと、キタちゃんの目がすっと細くなった。あ、怒おこってる。

「もしあんたと岩迫君が同時に敵に襲おそわれていたら、北川家はあんたを助けてあげる。だからリホは、自分に自信を持ってていいの」

「そこは普通、溺おぼれているでは……？」

「茶々入れないの。あんたは少なくとも私たち四人の人間に好かれてるってことを忘れないようにね」

「はあ、」

「返事がなってない!!」

「はい！」

「よろしい」

　キタちゃん……うん、頭を撫なでようとして両手が塞ふさがってたから代わりに本で頭を擦こするのはやめようか。普ふ段だんはビシっとしてるくせに、ときどきものすごく横着だよ、じいさまに怒られるよ。

「ありがとう、キタちゃん」

　ハードカバーで頭をゴリゴリやられながら、それでも胸は嬉うれしさでいっぱいになっていた。さっきまでへこんでいた心は、そんなことを忘れて今はふわふわと浮うき立っている。私はきっと友人に恵めぐまれているんだろう。

　テニスコートのほうでわっと歓声が上がった。視線を向けた先では、岩迫君と対戦相手の三年生が握あく手しゆを交かわしていた。勝ったのは岩迫君らしい。

「しまった、全然観てなかった！」

「私との会話に夢中になってるあたり、岩迫君もまだまだね」

　キタちゃんはどこか勝ち誇ほこった表情を浮かべ、「先行くね」と本を抱かかえて去っていった。

「吉村ー！　見てたかー！」

「見てたよー」

　途中まではな、という台詞せりふを飲み込んで、彼に精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを向けた。
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　その日は朝からしとしとと降っていた雨が、六時限目の授業が終わるころには土ど砂しや降ぶりとなっていた。

　屋外で活動するテニス部は早々に自主トレとなり、五味はスキップしながら漫まん研けんの部室へとやってきた。今は漫画を読みながらスクワットをしている。案外、律りち儀ぎなやつである。

　同じく一年のマリちゃんとメグっぺは、二人仲良くひとつの雑誌を覗のぞき込んでいた。ファッション雑誌、ではなくアニメ雑誌にきゃあきゃあしているところが実に漫研らしい。

　私はひとりでイラストを描かきながら、部活動会議に出席しているキタちゃんを待っていた。

「先せん輩ぱいっ、雨が入り込んでます！」

　ビチャビチャと激しい音を立てながら、雨あま粒つぶが部室の床ゆかを濡ぬらしていた。蒸むし暑いからと開け放っていた窓を部員総出で閉めに回った。

　年季の入った窓はかなり閉めにくい。旧校舎のそれは横にスライドさせるタイプではなく、さび付いた鉄製の金具を支点にして開閉できるようになっていた。腕わん力りよくに乏とぼしい私がひとり格かく闘とうしていると、横から五味の手が伸のびてきてあっさりと閉めてくれた。

「ありがとう、五味」

「これくらいいつでもするっス」

　五味がいつになく頼たのもしい。こういうとき、男の子だなあと思う。

「すごい雨っスね。明日あしたはグラウンドも使えないんじゃないですか？」

「やった、体育の授業がなくなるかも」

　体育館を使える人数には限界があるから、可能性は高い。運動嫌ぎらいの私にしてみれば、体を動かすことよりも大人しく保健体育の教科書を読んで「やだー恥はずかしい！」とカマトトぶっているほうがよっぽどマシだ。

　雨は弱まる気配どころか、さらに激しく窓を打っている。明日の体育がなくなるのはいいけれど、帰りが大変そうだ。そう思った矢先、厚みを増した雲がゴロゴロと不ふ穏おんな音をたて、ついに閃せん光こうを放った。

　直後に轟ごう音おん。きゃっ、と可愛らしい声を上げたのはマリちゃんとメグっぺのふたりだけで、私は五味と一緒に「うっひょぉおおお！」と雄おたけびを上げていた。

「うそ、停電？」

　はしゃいでいたのもつかの間、蛍けい光こう灯とうが消えて室内は一気に暗くなった。ただでさえ北向きで差し込む光が少ないのに、停電にもなれば足元すら危あやうい。

「廊ろう下かの電気も全部消えてるっス」

　廊下から戻もどってきた五味が言う。その顔は明らかにワクワクしていた。分かる、分かるぞ。

「どうする？　暗いし、今日はもう帰る？」

「えぇー！」

　不満の声を上げたのは五味だった。

「せっかく今日はこんなにも早く漫研に来れたのにぃ！　やだやだ、帰るのやだー！」

「やだー、じゃないよ。こんなに暗くちゃ漫画も読めないじゃん」

「じゃあお話しましょうよ、お話！　思ったんスけど、俺に対する親密度ってまだまだ低いっスよね！」

「そりゃあテニス部と兼部じゃあ、ねえ？」

「ひっ、否定してくれない!?」

　本音を言うと調子に乗るから言ってやらないけど、一年生三人組への親密度は同じくらい高いからな。絶対に言わないけど。

　マリちゃんが部室の奥からアルコールランプを見つけてきた。ここは元々生物化学準備室なので、使われなくなった備品が残っているのだ。

「なんかキャンプみたいっスね！」

「鼻息荒あらいぞ、五味。火が消える」

「早く雨上がらないかなあ」

「北川先輩、帰ってきませんね」

　部活動会議は旧校舎の一室でやっていたはずだから、中断していればそろそろ戻ってきてもいいころだ。アルコールランプを囲んだ私たちを見てキタちゃんが呆あきれるだろう姿が容易に想像できる。

「また光った！」

　二度目の雷かみなりに身構えたとき、部室の扉とびらが開いてキタちゃんが戻ってきた。何秒かたってから遠くのほうで雷らい鳴めいがした。

「おかえり、キタちゃん」

　アルコールランプにどんなコメントをいただけるかと思っていた私の期待は外れた。部室に入ってきたキタちゃんはふらふらとした足取りでいつもの椅い子すに座ると、アルコールランプの小さな炎ほのおをじいっと見つめだしたのである。

　明らかに様子がおかしい。揺ゆらめく炎に照らされた顔はぼうっとしていて危ういものを感じさせた。

「キタちゃん？」

　至近距きよ離りでもう一度話しかけると、はっと目を見開いてようやくこちらを見てくれた。しばらくは驚おどろいたように瞬まばたきをしていたキタちゃんは、けれども最初の暗い表情に戻ってしまった。何かを言い出そうと唇くちびるを開き、すぐに閉じてしまう。一年生の前では言いにくいことだというのは態度で分かった。

「リホ、ちょっと、」

　目配せする親友に、訳も分からぬままに従って部室を出た。背後では後輩たちが不思議そうに顔を見合わせていた。

　出てすぐ横の階段を上っていくキタちゃんは、話しかけづらい空気を発していた。いつもと違ちがってピリピリしている。怒おこっているような、悲しんでいるような。どちらにしろ、よくないことには間ま違ちがいない。

　校舎内は湿しめっぽくカビ臭くさかった。旧校舎の内部は木造になっているので、雨が降ると水分を吸った木の匂においが強くなる。じめじめとした空気を吸っていると、余計に不安が増した。

　やがて彼女が立ち止まったのは、四階の踊おどり場だった。壊こわれた机や椅子が埃ほこりをかぶって放置されている。この薄うす暗ぐらくて人ひと気けのない場所で、彼女は重大な話をしたいようだ。

「キタちゃん、何があったの」

　掃そう除じの手はここまで届いていないに違いない。薄うす汚よごれた踊り場で向かいあってからも、キタちゃんはなかなか話し出そうとはしなかった。

「キ、キタちゃん、本当にどうしたの。言いにくいんなら、今じゃなくてもいいけどさ、」

　はっきりきっぱり、竹を割ったような性格のキタちゃんが、言いよどんでいるなんて尋じん常じようじゃない。一体どんな不幸が彼女を襲おそったというのだ。

　ま、まさか、じいさまがボケたとか？　まさかあのひとがねえ、と言われるひとほどボケやすいって言うし、おいおいマジでそれか。キタちゃんはじいさまっ子だし、ショックを受けたって仕方がない。

「大だい丈じよう夫ぶだよキタちゃん！　ボケてもじいさまはじいさまだよ！」

「は？　あんた何言ってんの？」

　どうやら違ったらしい。勝手にボケさせてしまってすまん、じいさまよ。

「何を想像したのかはだいたい分かったけど、まあいいわ。リホ、聞いても驚かないでね」

　今のやり取りで緊きん張ちよう感かんを削そがれたらしい。キタちゃんはさきほどよりも若じやつ干かん緩ゆるんだ表情を浮うかべた。

「さっきの、部活動会議で言われたことなんだけど、」

　まさかまた予算を減らされるのだろうか。幸子部長の嘆なげく表情が脳のう裏りに浮かんだ。そのとき、外がパっと光り、踊り場を白く照らした。

「──を、なくすって」

　爆ばく発はつ音にも似た雷は、さっきと同じくらい近くに落ちたようだ。ビリビリと震しん動どうする窓に思わず視線を注いだ私は、キタちゃんの言葉をまったく聞き逃のがしてしまったことに気がついた。

「ごめん、雷で聞こえなかった。何をなくすって？」

　やっぱ予算か。それにしてもなくすことはなくね？　画材とか部誌の発行とかどうすりゃいいんだよ。

「だからっ、」

　焦じれたように声を荒げたキタちゃんは、一歩距離を詰つめ、




「漫まん研けんをなくすって！」




　特大の雷が、また落ちたらしい。

　けれど外は光らなかったし、音もない。

　ビリビリと震ふるえているのは、窓ガラスではなく私の心だ。

「……な、」

　何言ってるの？

　言葉が出てこない。どうしてかへらっと笑った私だったけど、顔が引き攣つっているのが嫌いやでも分かる。漫研を、なくす？　冗じよう談だんだろう、冗談だと言ってほしい。

　けれどキタちゃんの目は、悔くやしいと訴うつたえながら私を見つめていた。

「噓うそ、ですよね、」

　階段の下から、声がした。

「マリちゃん、メグっぺ、五味も」

　皆みんな、ついてきちゃったんだ。

　マリちゃんもメグっぺも不安と動どう揺ようを顔いっぱいに貼はり付けて、踊り場にいる私たちを見上げていた。意外にも冷静なのは五味だった。それでも怖こわい顔をして、ゆっくりと階段を上がってくる。

「本当なんですか、それ」

「さっき、会議で言われた」

　誰だれも彼もが息を吞のむ中、外はいつの間にか静かになっていた。雨が止やんだらしい。

　下校しはじめる生徒たちの明るい声が、今日ほど憎にく々にくしいと思ったことはない。
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　春日坂高校の部活動は、学校案内のパンフレットでも大きくページを割さいて紹しよう介かいされている。一部の部活目当てに入学してくる生徒は珍めずらしくなく、校舎の屋上からは実績を称たたえる垂れ幕がいくつもかかり、正面玄げん関かんにはトロフィーが所ところ狭せましと並べ立てられていた。

　近年は国内のみならず海外での活動も珍しくはない。そうなってくると部費だけで賄まかなうのはかなり厳しいと保護者から意見が噴ふん出しゆつしたという。一度の遠えん征せいでひとり数万円、下へ手たをすればもっとかかる。学校側にもっと負担してほしい。先日のＰＴＡ総会はかなり紛ふん糾きゆうしたそうだ。

　では予算をどこから引っ張ってくるか。学校側が出した回答は、非情だった。

「うちみたいな少人数の部活をまとめてひとつにするって。予算はもちろん、部活ひとつぶん。今よりかなり減るわよ」

　いくらなんでも乱暴すぎる。

　ＢＬ漫画とほのぼの４コマ漫画を一いつ緒しよの棚に並べるお母さん並みの乱暴さである。あれをやられたときの衝しよう撃げきったらなかった。五十音順で並べたとか、そんなの何の言い訳にもならないんだからね……っていやいや、今はそんな話をしている場合ではなかった。

　ひとつにまとめ上げられた部活の名を、『文化創作部（仮）』というらしい。（仮）だろうがなんだろうが、こんなの却きやつ下かだ、却下に決まっている。あまりにも私たちを馬ば鹿かにした提案だった。

「他ほかの部活だって黙だまってないでしょ」

「それがねえ、」

　キタちゃんの指が額に添そえられる。やばい、これはよくないときのサインだ。

『文化創作部』なる提案に、キタちゃんはもちろん抗こう議ぎの声を上げたという。当然だ。何の関係もない部同士をくっつけるなんて、議論にすら値あたいしない。名指しされた他の部もさぞや腹に据すえかねているだろうと会議室を見回し、そして彼女は愕がく然ぜんとした。

「もう駄だ目め、ぜんっぜん駄目。興味ないって顔してた」

「なんで!?」

　拳こぶしをたたきつけると、思ったよりもテーブルがガタガタ鳴って、そのせいで少しだけ冷静になれた。周囲をそっと窺うかがうと、幸いなことに誰も注目はしていなかった。

　私たちは現在、学校近くのスーパーにいた。地下一階はフードコートになっていて、何か注文さえすれば閉店九時までは自由に駄だ弁べられる。春日坂高校は午後七時を過ぎると定時制に切り替かわるため、普ふ通つう科かの生徒は下校しなければならないのだ。あのまま解散できなかった私たちは、場所を移して緊きん急きゆう対策会議を開くことになったのである。

「なんスか、文化創作部って！　そんなの断固反対っス！」

「くさった大人どもめ……」

「マ、マリちゃん、怖いよ」

　普ふ段だんは冷静なツッコミ役のマリちゃんも、さすがに今回の提案には顔を真っ赤にして怒おこっていた。メグっぺは始終不安そうな表情を浮かべ、怒るマリちゃんを宥なだめることでどうにか自分を保とうとしている。五味はよく分からん。注文したトリプルアイスにフレークをトッピングしている時点でこいつに憂うれいはなさそうな気もするが……。

「今のところ、文化創作部にされるのはうちを含ふくめて五つ。文学部と新聞部と写真部、それから放送部が対象になってる」

「同好会は？」

「同好会は据え置きだって」

「じゃあ同好会でいたほうがいいってことですか？」

「それが違ちがうんだな」

　同好会には予算がつかない。申しん請せいすればいくらかもらえるが、本当にわずかな額だ。文化祭の展示室は他とかぶれば当然こちらが引き下がらなければならないし、部誌の発行は自腹になるだろう。

「しかも顧こ問もんの藤ふじ森もり先生は夏で退職、か」

　顧問の存在は大きい。わめく子供よりも、静かにひとこと発してくれる大人がいるほうが、同じ大人を動かすには有利なこともある。

「予算を今より減らされて、文化創作部になるか。予算なしの、同好会に戻もどるか。もし部長がいたら、同好会のほうがマシだって言いそうだけど」

　魂たましいを売るくらいならば、倹つましくても漫研らしくありたい。部を誰よりも愛する幸子部長ならば、胸を張って言うに違いないだろう。私だって同じ気持ちだ。文化創作部などという謎なぞの団体になるくらいなら、身み銭ぜにを切ってでもいいから自分に正直でいたほうがいい。

「あの、どうして他の部活は何も言わなかったんでしょう」

　メグっぺがおずおずと言った。

　私も不思議に思っていた。キタちゃんの話では、会議の時点では誰も反対の声を上げなかったらしい。

「帰りに放送部を捉つかまえて訊きいてみたんだけど、なんていうか、ことは思ったよりも深刻だったというか」

「なにかあったんですか？」

　キタちゃんは困こん惑わくの表情を浮うかべて、しきりに指で額をとんとんと叩たたいていた。

　放送部といえば、たしか男ばかりの部であったと記き憶おくしている。昼休みの放送が主な活動で、毎回ハズしたギャグと内輪ネタ満まん載さいの放送が一部の生徒に人気である。彼らは自分たちの居場所が、放送部が消えてもいいんだろうか。

「『別にいいでしょ、名前なんか変わったってさ』だって」

　数秒、私たちは黙り込んだ。

　反射的に否定したいのと、逆に納なつ得とくする気持ち。相反する感情が胸に渦うず巻まく。

　たしかに名前なんてどうだっていい。でもなんだろう、うまく言えないけど、違う気がする。何が違うのかは、はっきりと言葉にできないけれど。

「……放送部のひとが言うとおり、名前なんかどうでもいいのかもしれません。することが同じなら、部の名前が変わったっていいのかも」

「ちょっと、メグちゃん！」

「でも、上う手まく言えないんですけど、違うって思うんです。そうじゃないって。名前『なんか』じゃない何かが、あると思うんです。……すいません、私、説明が下手くそで、」

「いや、園田の言ってることは分かるよ。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと伝わってるから」

　メグっぺがほっとしたように微笑ほほえんだ。嬉うれしさに頰ほおを染める彼女の言葉は、気持ちは、私と同じだった。しかし、そうでもない者もいた。

「園田の言い方じゃよく分からなかったけど、俺は漫まん研けんがなくなるってのがとにかく嫌いやっス！」

「はいはい、五味君はアイスを食べていようねー」

「なんだよ木崎、お前、今ので分かったのかよ。ていうか園田っていっつも声小さすぎるんだよ」

「ご、ごめんなさい、」

「五味君って一生結婚なんてできないと思うの」

「はあ？　なんで今そういう話になるわけ？」

「うっさい。黙って鼻からアイスでも食ってろ」

　殺さつ伐ばつとしだす一年ふたりはメグっぺに任せ、私は問題の本質に向き合った。

　仮に、漫研が文化創作部になったとしよう。部室は今までどおり。やることは変わらない。放課後に集まって、わいわい喋しやべって漫画を描かいたり、好きなアニメの話で盛り上がったり。名乗るときも『漫画研究部』のままでいい。

　でも、学校側にしてみれば、そこに私たちは、『漫画研究部』は存在しない。記録されるのは、文化創作部としてだけ。

　予算が減らされることより何より、ないんだよって言われるのが辛つらかった。それでも『名前なんか』と思って、我が慢まんすればいいのかもしれない。自分たちは漫研だと思っていれば、大切なものは守ることができる。

　でも、本当に？　本当にそれで、私は納得できるのか。

「駄目だ」

　やっぱり納得いかない。なんでこんなにムカつくんだよ。漫研は、漫研だろうが。文化創作部ってなんだよ、そんなふわっとしたもんに一いつ緒しよくたにしてほしくない。

　簡単にいうことを聞くと思われているのが癪しやくに障さわる。簡単になくせると思われているのが悲しい。予算なんかいらん。同好会になってもいい。でも、その前に、やることがある。

「キタちゃん、これってまだ決まってないんだよね」

「うん。一学期以内に結論を出すとは言ってたけど」

「よし」

　立ち上がった私は、右手を前に突き出した。

「なにやってんの？」

「誓ちかいだよ、誓い！　これから文化創作部、断固阻そ止しを掲かかげて決起するの」

　それほどおかしなことを言ったつもりはない。突とつ然ぜんの宣言に固まっている部員ひとりひとりの顔を見回した。私が言わなくても、きっとこの中の誰だれかが言っていたはずだ。

　そして、最初に手を重ねてくれたのは、キタちゃんだった。

「俺も」

「私も」

「はい、私も」

　次々と立ち上がり、やがて五人の手が重なった。気持ちは同じだと分かっていたけれど、実際に重なった手を見ると嬉しさのあまり胸が高鳴る。ちょっと浮かんだ涙なみだには気がつかないふりをして、すうっと息を吸い込んだ。

「幸子部長がいない間は、私たちが漫研を守る！　春校ー！　ファイっ」

「オー!!」

　……ノリノリで続いてくれたのは、五味だけだった。

　おかしいぞ、ここは熱く拳こぶしを突き上げてもいいくらいの場面じゃないのか。なのになんで周りの視線を気にして即そく座ざに手を振ふり払はらうのだ女子諸君。

「何を言うかと思ったら！　ああもう皆みんな見てるし恥はずかしい！　帰るっ」

「時間も遅おそいし、私も帰りまーす」

「あの、先せん輩ぱい、頑がん張ばりましょう。えっと、失礼します」

　そそくさと帰る親友＆後輩たち。残ったのは、五味ひとり。突き刺ささる冷たい周囲の視線に負けて、私もまた五味を引っ張ってフードコートを後にした。

　仲間の結束が若じやつ干かん危あやうい気がしたのは、内ない緒しよである。
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　ひとりの男子生徒が億おつ劫くうそうな足取りで廊ろう下かを歩いている。これから帰るのだろうか、下げ駄た箱ばこに向かっていた。

　背はちょうど平均くらい。制服は規定どおり。髪かみは染めていないしピアスもない。ただやる気のない態度が、彼を怠たい惰だに見せていた。

「ちょっといいですか」

　一いつ拍ぱく置いて、だるそうにこちらを振り向いた。私を同じ二年生だと確かく認にんすると、今度はじろじろと見てくる。遠えん慮りよのない視線に怖おじ気けづきつつも、ぎこちなく口角を引き上げた。

「お話があるんですけど」

「話？」

　一体何を想像したのか、男子生徒は一いつ瞬しゆんにやっと笑った。その笑えみを引っ込めると、さっき以上に私の顔を見つめてくる。

　そしてため息。

「まあ、話だけならいいけど？」

　俺も捨てたもんじゃねえな、という顔をするのはよせ。そういうのじゃねえよ。ひとの顔を見てため息なんかつきやがって、あとで地じ獄ごくを見せてやるからな。

「あの、それじゃあ、向こうの視し聴ちよう覚かく室まで来てもらえますか？」

　怒いかりを押し隠かくし、勘かん違ちがいした男子生徒を誘ゆう導どうする。

　こうして獲え物ものは、罠わなにかかった。
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　視聴覚室に入るやいなや、集まる視線に男子生徒はぎょっとして動きを止めた。背後に立つ私は逃にげられないようにとすばやく扉とびらの鍵かぎを閉める。

「それではさっさと席についてください」

「え？　これ、なに、どういうこと？　なんでこんなに大勢ひとがいんの？　告白じゃあ、なかったの？」

「んなわけねーでしょうが。ほらほら、時間もそんなにないんだから、座ってください、放送部さん」

　一番前のテーブルにはすでに文学部、新聞部、写真部の長たる三人が座っていた。新しく入ってきた生徒を同情と呆あきれの目で出で迎むかえている。

「放送部、グズグズしないで座りなさい」

　教きよう壇だんに立つキタちゃんが、本日の会議の進行役である。彼女はマイクを通して、いまだに衝しよう撃げきで立ち尽つくす放送部部長を冷たい声で追い立てた。

「北川？　おいこれ、どういうことだよ！」

「私は座れと言ったのよ」

　威い圧あつ感かんを発する彼女に抵てい抗こうする勇気が今の彼にあったとすれば、きっと学校の提案した『文化創作部』にも異議を唱えていたに違ちがいない。しかしそんな度胸のない放送部部長は、もごもごと声にならない小さな文句を呟つぶやきながら、キタちゃんの正面に用意された席に渋しぶ々しぶ腰こしを落ち着けた。

「──それでは文化部会議を始めたいと思います」

「これって拉ら致ちじゃなくて会議だったんだ」

「そこ、私語は慎つつしみなさい。意見があれば挙手をするように」

　勝手な発言をしたのは新聞部の部長だった。小太りでひとのよさそうな男子生徒は、キタちゃんの鋭するどい視線を受けてひゃっと首を竦すくめてみせた。

　すると彼の隣となりに座る三年男子が、ついと手を挙げた。写真部部長だ。

「俺は大事な話があるって、可愛かわいい手紙で呼び出されて来たんだけど」

「可愛い手紙を書いた人間が可愛いとは限りません。ちなみに手紙を書いたのはうちの五味です」

「は!?　マジかよ、男の手紙かよ、ふざけんなっ、俺の純情返せ！」

　テーブルを叩たたいて怒りに震ふるえだした写真部部長を、その隣に座った文学部の部長が冷たい視線で見下ろしていた。

　言い訳になるかもしれないが、手紙には「視聴覚室まで来てください」としか書いていない。前から見てましたとか、いいなと思ってましたとか、期待させる文言はひとつたりともなかった。ただ五味の女子以上に女子っぽい丸っこい字で書かれていた、それだけだ。

「静せい粛しゆくに。会議を進行したいと思います」

　教壇に備え付けられたパネルを操作すると、室内の照明が落とされ、キタちゃんの背後のスクリーンに大文字が映し出された。

『文化創作部断固阻止！　～弱小文化部に勝利と独立を～』

　荘そう厳ごんなタイトルに、一同啞あ然ぜんとする。

　腕うでを組んで満足げに頷うなずいているのは我々漫まん研けんだけだった。突とつ貫かんで作ったわりには中々の出来だと自負している。

「先日、文化部の一部統合を図はかる案が出たのはご存知のことかと思います」

　教壇の両りよう脇わきに手をついて、キタちゃんが前のめりに訴うつたえはじめた。

「本日、皆さんに集まってもらったのは、いかに『文化創作部』が理り不ふ尽じんな提案であるかを再確認してもらうためです。五名からが部であるという決まりごとを蹴けるなど、学校としてあってはならないことだと思いませんか」

　キタちゃんの背後に選挙カーが見える。北川麗華、北川麗華にどうか清き一票を！

「前にも言ったけどさあ、別に名前なんてどうだっていいんだよ」

　アホな想像をしている私の耳に、かったるそうに喋しやべる声が届いた。

　放送部部長、二年生の沢さわ口ぐち君だった。

「質問は挙手をしてから、と言ったはずだけど？」

　教壇から放送部部長を見下ろすキタちゃんの目は冷たいってものじゃない。その昏くらい瞳の輝きは『タマとったろか』と言わんばかりである。

　案の定、沢口君はびくっと肩かたを揺ゆらし、目を逸そらしていた。威い勢せいがいいのか悪いのか、どっちなんだ。

「だ、だからあ、別に、名前が変わるだけだろ。そりゃあ予算は減るけどさ、活動内容に変わりはないんだし、なに熱くなってんのって感じ」

　なんなの、彼は死にたいの？　目の前に聳そびえ立つキタちゃんとの戦せん闘とう力の差が分かってないの？

　キタちゃんはすっと目を細くすると、教壇を降りて沢口君の前に立った。見下ろされるのは癪しやくだったのか、彼のほうも立ち上がった。が、身長はキタちゃんのほうが高かった。

「自分の部に、誇ほこりはないってこと？」

「誇りって！　なあ、それ本気で言ってんのかよ」

　へっと笑った彼は、しかしすぐに黙だまりこむことになった。文学部部長の女子生徒がものすごい目つきで睨にらみつけていたのに気がついたからだ。彼女は沢口君を視線で捉とらえながら静かに挙手をした。

「文学部さん、どうぞ」

「誇りならあるわよ」

　眼鏡をかけた真ま面じ目めそうな顔つきの女子生徒は、三年生だと分かった。部員はたしかギリギリの五名。

「うちの卒業生に、小説家がいるのはご存知？」

「知らないです、けど」

「そう、けっこう有名なんだけど。映画化されたこともあるし、最近では新聞で連れん載さいもしていたわ。彼の書く美しい文章は私の目標なの。彼と同じ学校に入って、彼と同じ文学部に所属して、彼がいた部室で小説を書いていることが、私には誇らしいわ」

　席を離はなれた彼女は、キタちゃんの隣に並び立った。眼鏡の奥にある目が、強い意志に燃えていた。

「文化創作部の提案を聞いたとき、怒りで声が出なかったの」

　キタちゃんは静かに頷き、続けてくださいと言った。

「偉い大だいな先せん輩ぱいが知れば、どう思うだろうって考えもしたわ。青春を過ごした部が消えていたら、悲しまれないか、私たちを情けなく思うんじゃないかって、想像するだけで怖こわくなった」

　沢口君は完全に吞のまれていた。傍そばで話を聞いているキタちゃんは、文学部部長の先輩にときどき視線を移し、何かを共有していた。

「私ね、将来は小説家になりたいの。本気よ。そのときに、高校では『文化創作部』でした、なんて言いたくないの」

「別に、そこは文学部でいいんじゃ、」

「それって噓うそじゃない。本を愛して、作家を目指す女が、文学部を守れなかったなんて私の矜きよう持じが許さないわ」

「矜持って、大げさな、」

「黙りなさい！　さっきから、ひとの誇りと矜持を馬ば鹿かにしてるけど、おかしくなんかないわよ。大真面目に語って何がいけないって言うの」

「だって、たかが高校の部活じゃないですか」

　キタちゃんの大きなため息が落ちた。さぞ怒りを露あらわにするだろうという私の予想に反し、彼女は静かに声を発した。

「いい加減、悪ぶるのはやめたら」

「別に悪ぶってなんか」

「熱くなったっていいじゃない。自分はそう振ふる舞まうのが恥はずかしいからって、他人にも冷水をぶっかけるような真ま似ねするのはやめてよ」

「うるさいっ、そんなんじゃねえよ！」

　見ていて、止めなきゃと思った。彼の本心じゃない。ちょっと斜はすに構えてみせて、引っ込みがつかなくなっている、それだけなのに。

「キタちゃん、ねえ」

「文化創作部になりたいんなら、なりなさいよ。呼び出して悪かったわね」

「ああそうだよ、悪いよ。ほんと、なに必死になってんだよ」

　沢口君の態度は、虚きよ勢せい以外のなにものでもない。キタちゃんだって分かっているはずなのに、相手があまりにも素す直なおじゃないから腹を立てて突つき放そうとしている。

　でも、それじゃあ駄だ目めだ。文化部が一丸とならなくちゃ、賛成する部があれば、そこは相手が付け込む隙すきとなる。それに今ここで説得できない部がある時点で、私たちは負けている気がする。

「放送部は帰んの？　じゃあ俺も帰ろっと」

　鞄かばんを持って出口に向かう沢口君に、写真部部長が同調した。新聞部の部長はどっちにつくか決めかねているようでおろおろとしている。キタちゃんも文学部の部長も止めようとはしなかった。行くなら行けば、という態度でそっぽを向いている。

　バラバラだ。キタちゃん、これじゃ駄目だよ。

「待ったー！」

　とにかく止めなければという気持ちだけで、沢口君の前に両手を広げて立ちはだかった。

「なに？　もう帰るんだけど」

「まだ帰らないで」

「邪じや魔ま」

　肩を押されてバランスを失い、近くのテーブルにぶつかってしまった。大したことはないのに、室内に緊きん張ちようが走るのが分かった。

「リホ先輩になにするんスか！」

「五味、大だい丈じよう夫ぶだから」

　押した沢口君に非難の視線がそそがれる。状じよう況きようを悪くしてどうするんだ私は。

　体勢を戻もどすと再び扉とびらの前に陣じん取どり、必死に言葉を探す。何か、何でもいいから彼を帰らせないようなことを言うんだ。

「あの、私、お昼の放送が好きだよ」

「は？」

「まあ、話す内容が内輪ネタばっかなのは微び妙みようなんだけど」

「……それは、悪かったな」

「でもでもっ、曲をリクエストしたら、ちゃんと流してくれるし、マイナーなアニソンにも応こたえてくれるし！　あれってレンタルショップに毎回借りに行ってくれてるんだよね！」

「そうだけど……ていうか、あの誰だれも知らなそうなアニソンをリクエストしまくってくるの、あんただったんだ」

　おかげで放送部にアニソンオタクがいるんじゃないかと疑われたらしいが、すいません、私の仕し業わざです。だって打てば響ひびくかのごとくリクエストに応えてくれるんだもん。

「私だけじゃなくて、お昼の放送を楽しみにしている生徒はいるんだよ。あと体育祭のときの実じつ況きよう、あれは放送部の仕事だよね。体育祭を盛り上げるには、自分たちの力が必要だって思わない？」

「そんな大そうなこと考えてないよ。俺たちじゃなくてもいい、誰がやったっていいんだし」

「話すのが好きだから放送部に入ったんじゃないの？」

「……好きなのと、上う手まいのとでは、別だろ」

　沢口君の触ふれてはいけない何かに触れてしまったらしい。ひどく恨うらみのこもった視線とぶつかり、彼は見られたくないと顔を伏ふせた。気まずい沈ちん黙もくに耐たえ切れなくなったとき、沢口君が押し殺した声で言った。

「俺らの放送は、面おも白しろくないって言われたんだ。だったら、放送部だろうが、文化創作部になろうが、どっちも同じだろ」

「そんなの、」

「気にするなって？　気にするに決まってるだろ。怖くなるに、決まってる」

　彼の気持ちが分かると言ったら、噓になるだろうか。

　ぎゅうっと締しめ付けられるような気持ちになったのは、同情なんかじゃない。同じことを言われたことが私にもある。一いつ生しよう懸けん命めい描かいた漫画を、「面白くない」のひとことでバッサリ切られた瞬しゆん間かんは今でも鮮せん明めいに覚えている。相手に腹が立ったし、恨んだりもした。

「でも、それで諦あきらめたりしたら認めたも同然だよ」

「そうだよ、認めたんだよ。だからもういいんだ。どうせ放送部は辞やめるつもりだったし」

「辞めるって、」

　彼の決意に絶句した。たしかに彼にとって、文化創作部などどうでもいい話だったのだ。

　今度こそ帰ろうとする彼を見送りかけ、我に返って慌あわてて引き止めた。本音で語ってくれたのは嬉うれしい。でもここで終わりにされては困る。

「すっ、捨て鉢ばちになるなよ！　もっと熱くなれよぉおおおお！」

「ちょっと、放せって」

　いいや、放さん。たとえ漫まん研けんは救われても、諦めた部が文化創作部になってしまっては、目的を達成したことにはならない。何より私自身が納なつ得とくできない。

「言われて、負けたままでいいの!?　本当にそう!?」

「お前に関係ないだろ」

「この翼つばさが折れたエンジェルめ！　もう一度羽ばたきたいとは思わないのか！」

　帰るな。帰らないで。たぶん私は彼のためを思ってこうして止めているんじゃない。私のために、我わが儘ままで引き止めている。私が納得したいから、みんなで立ち向かいたいから、それだけで。

「ごっ、合コン！」

「は？」

「合コンに行ったとする！　そのとき何部なんですかって訊きかれたらどうするの！　文化創作部なんて答えてみろ、『え～、何ですかソレ～、アユミ知らな～い』って女の子に笑われてそこから会話が広がりメアドゲット！　あ、ゲットしちゃった」

　ダメダメ、今のなし。アユミって誰だよ。呆あきれる空気の中、なおも言い募つのる。

「私は、文化創作部ですって答えるよりも、放送部ですって堂々と言ってもらいたいんだよ！　そうやって合コンでメアドゲットしてほしいの！　放送部でいいじゃない！　今は面白くなくても、明日あしたは分からないでしょ！」

「意味分かんないんだけど。なんで合コン？」

　だあもう面めん倒どうくせえなお前、絶対理系だろ！　私も理系だけどな！

「他人の言うこと聞いて好きなこと辞めちゃうの？　それでいいの？　だったら沢口君が大事にしてるものってなんなの!?」

「それは、」

「好きだからっ、誰に何を言われても手放しちゃ駄目じゃん！　抱かかえ込んで意地でも続けろよ！　それが好きってことでしょ!?」

　言葉を重ねるごとに、私は彼との距きよ離りを詰つめていった。ついに沢口君の逃にげ場がなくなったところで、胸むな倉ぐらを摑つかみ吼ほえに吼えた。

「ていうかあんたが辞めたら誰が私のアニソン流してくれんだよ!!」

　言った後で、我に返った。

　人間、興奮すると本音が表れるっていうよね。……これは、墓ぼ穴けつか。

　黙だまって、というよりも啞あ然ぜんとして言葉の出なかった沢口君が、不意に息を吐はきだした。ため息、いや違ちがう。ふ、ふっふっふ、と息が漏もれ、皆みんなが見守る中、彼はついに声を上げて笑いだした。

「もう何、あんた、なんなのっ、」

　初めて見た皮肉でもなんでもない笑え顔がおは、何かを吹ふっ切ったかのように冴さえ冴ざえとしていた。ひいひい笑いながら身をよじってテーブルにぶつかり、それでもまだ笑っている彼に、後ろで見ていた写真部の部長もなぜかつられて笑い出した。文学部の部長さんも、口元を隠かくして体を震ふるわせている。いつの間にか、部屋にいる人間全員が声を出して笑っていた。これまでの鬱うつ屈くつした気持ちを吐き出すかのように。ついでに私も笑っとけ。

　ひとしきり笑って満足したのか、やがて沢口君が言った。

「いいよ」

「え？」

「いいよ、協力する」

　目の縁ふちに溜たまった涙なみだは笑い過ぎたせいなのか、または別の理由があるからなのか、分からないし分からなくてもいい。傷ついた自分を必死になって隠そうとしていた彼はもういない。

「会議の続き、してくれる？」

　照れた表情で席に戻った沢口君をじっと見つめていたキタちゃんは、彼を認めたように小さく頷うなずいた。そしてもう誰も、帰ろうとはしなかった。
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　音を立てないよう、ほんの数センチだけ開けた窓から中を覗のぞき込む。

　時間はちょうど午後三時。始めましょうかと言ったのは、テーブルの中心に座る顧こ問もん代表の先生だった。

「うちの校風は、『自主・自律・自由』ですよね」

　居並ぶ教師たちの前で、キタちゃんが口火を切った。

「文化創作部設立に、私たちは断固として反対します。つきましては、ひと月後の部活会議での投票を提案します。生徒のことは、生徒に決めさせてください」

　大会議室に入ったのは、部の代表者だけ。ざわつく会議室の様子を、廊ろう下かにあふれた平部員たちが固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　キタちゃん、頑がん張ばれ。

　祈いのるような気持ちでいる中、やがて部活顧問のひとり、取りまとめ役の教師が生徒たちにひたと視線を据すえた。五い十そ路じの、特に厳しいことで有名な女の先生から、どれほど容よう赦しやのない言葉が飛び出すのか。廊下に限らず、室内にいる代表者たちも緊きん張ちように身を強こわ張ばらせた。

「よろしい。受けて立ちましょう」

　六月二十一日、夏げ至しのこと。部をかけた戦いは、こうして始まった。
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「ワリぃけど、予算に関しちゃ譲ゆずれねえんだ」

　練習試合で県をまたぐことの多いサッカー部部長の台詞せりふはにべもないものだった。サッカー部だけじゃない、野球部やバレーボール部、運動部の名だたる部活は、私たちの説得にまるで応じてはくれなかった。

　たしかに、予算が増えると聞いたら誰だれだってそれを歓かん迎げいするだろう。私たちのように泣きを見る部活があるのは分かっていても、相手が文化部の弱小だと知れば彼らの反応は実に冷たいものだった。

　今のところ、文化創作部に対して反対票を投じると表明してくれた部活は、全部活の半数どころか三分の一も満たしていない。

　同じ文化部だと、合唱部が最初に味方になってくれた。彼らは最近になってその実力が知られるようになり、全国のイベントでは引っ張りだこだ。交通費は運動部並みにかかるというのに、それでも反対票に投じると約束してくれた。同じ文化部でしょ、と言ってくれた合唱部部長を、今後、天使として祀まつり上げたいと思う。

　続いて吹すい奏そう楽がく部も反対派に加わった。最初は渋しぶっていた吹奏楽部部長を説得してくれたのは、漫まん研けんの幽ゆう霊れい部員であり、吹奏楽部でもある三年生のトモ先せん輩ぱいだった。「合唱部は器うつわを見せましたよ」というひとことで了りよう承しようさせたらしい。合唱部に対して並々ならぬライバル心を持つ部長の気持ちを逆手に取った勝利だった。

　他ほかの文化部も、説得の甲か斐いあってほとんどが反対派に回ってくれた。ひとつをのぞいて、ではあるが。

「あのー！　すいませんー！　聞いてますー!?」

　エレキギターのエキセントリックな音を前にして、私の声は小鳥のように儚はかなく消えた。

「今度の部活動会議でー！　文化創作部にー！　反対してもらいたいんですけどー！」

　さっきから五分以上も叫さけび続けているが、彼らが演奏をやめる気配はまるでない。軽音楽部の皆さんにとって、私の訴うつたえは聞くに値あたいしないようだ。つまりは無視である。

　ときどきドラム担当の男子生徒がすまなそうな顔で戸口に立つ私を見てくるのだが、エレキギターを持つ女子生徒に睨にらまれると、ボク最初から演奏に集中してましたけど、という顔でドラムスティックを振ふり回しはじめる。この無視は、どうやら彼女の指示らしい。

「……また来ます」

　音楽室の扉とびらを閉めると、少しほっとした。同じ文化部とはいえ、軽音学部はリア充じゆうというかオシャレすぎるというか、つまりは私とはまるで正反対の人種の塊かたまりだから気き後おくれするのだ。

　肩かたを落として漫研の部室に戻もどると、放送部や文学部といった文化創作部反対という旗印の下もとに集まった面々が顔をそろえていた。

「キタちゃんはまだ戻ってないの？」

「北川なら剣けん道どう部に行ってる。部長と知り合いらしいから、たぶん説得できるって。それで吉村のほうはどうだった？」

「……駄だ目めだった」

「俺のところもだ。運動部は予算が増えるから、むしろ賛成するしかないだろって言われた」

　放送部部長の沢口君は苦々しげに吐き捨てた。彼を宥なだめながら、部室の一角に備え付けられている黒板を仰あおぎ見る。

　対策本部を立ち上げたときから、黒板には全部活の名前が羅ら列れつされている。その横には『反』『賛』『保』の文字がある。ほとんどが『賛』、つまりは文化創作部に賛成する勢力となっていた。

　同じ生徒同士、話せばきっと理解してくれる。同情してくれると安易に考えていた私は、その予想がいかに甘かったかを痛感していた。

　投票までわずか一ヶ月、状じよう況きようはいまだ苦しい。間に期末テストがあることも考えると、時間はさらに少なかった。

「運動部の、そうね、サッカー部を味方につけられたら情勢は大きく変わると思うわ」

　文学部部長、筒つつ井い先輩が眼鏡めがねを整えながら言った。知的な雰ふん囲い気きを纏まとう彼女の発言に、部室の面々が注目する。

「サッカー部の部長は島しま君っていうんだけど、かなり目立つ生徒なのよね。文化祭とか体育祭じゃ、いつも率そつ先せんして盛り上げているし、いい意味でも悪い意味でも影えい響きよう力があるわ。彼が味方になってくれたら、他の運動部を説得するのに大きな材料になるんじゃないかしら」

　さっきバッサリ断られたばかりの私には、サッカー部の部長を攻こう略りやくする自信はまるで湧わいてこなかった。彼はひとの言うことをほいほい聞くタイプではない。むしろひとに言うことを聞かせるタイプの人間だと思う。

「ちなみに筒井先輩、その島先輩を説得する材料ってのは持ってるんですか？」

「材料どころか、彼とは話したこともないわ」

　筒井先輩は腕うでを組んで堂々と言い放ってくれた。先輩曰いわく、「国語辞典で卑ひ猥わいな単語にマークして喜んでいそうな輩やからとは関かかわりたくないの」らしい。いや先輩、それただの先入観ですよね？

「サッカー部はかなり難しいか。そういえばテニス部は？　五味ってやつ、テニス部と兼けん部ぶなんだろ？」

　沢口君が言ったまさにその瞬しゆん間かん、私の制服の胸ポケットに入った携けい帯たいが振しん動どうした。噂うわさをすればというやつだ。

「もしもし、五味？」

『リホ先輩、今こっちに来れますか？』

「こっちって、テニス部のこと？」

『そうっス。今、休きゆう憩けいに入ったから、部長が話聞いてくれるそうっス』

「ほんとか！　すぐ行く！」

　皆みんなに事情を説明すると、キタちゃんに連れん絡らくしながらテニスコートに向かった。逸はやる気持ちが自然と駆かけ足にさせる。テニスコートに着くころには、私の息は上がっていた。

「吉村？　こんなとこで何してんだ？」

　膝ひざに手をついて息を切らしている私に声を掛かけてきたのは、練習上がりの岩迫君だった。フウフウ呼吸しながら不器用に笑って返すと、彼は飲みかけのスポーツドリンクを勧すすめてくれた。間接キスか……無理だ私にはレベルが高すぎる。余計に息が上がりそうなので気持ちだけいただいておくことにした。

「香坂部長知らない？　話があるんだけど」

「さあ、見てないなあ」

　そういえば五味のやつ、場所は言わなかったな。私はてっきりテニスコートにいるもんだとばかり思ってたんだけど。

　キタちゃんはまだ剣道部だろうか。話をつけ次し第だいすぐに向かうと言っていたが、最悪私ひとりで香坂部長と対たい峙じしなくてはならないかもしれない。

「部室のほうかな？　そっちに行ってみるね」

「あ、待って吉村」

　なに、と振り返った瞬間、ふわっとした感かん触しよくが顔を覆おおった。

「汗かいてる」

　顔をふきふきされて、「よしっ、いいぞ」とにっこり笑われて、私は、私は……。

「吉村!?　なんだ苦しいのか!?　やっぱスポドリ飲むか!?」

　コンクリートの地面に膝をついただけで済んだのはむしろ奇き跡せきだった。

　間接キスを華か麗れいに回かい避ひしたと思ったら、タオル越ごしの接せつ触しよく！　なになにこういうの普ふ通つうなの？　男子が女子の汗を拭ふいてる光景って、実はそこかしこで繰くり広げられていたっていうの？　二次元ばかりに関心が向かっている裏で、世の中はこんなにも恐おそろしい事態になっていたってーの!?

「熱ねつ中ちゆう症しようか？　吉村、大だい丈じよう夫ぶか？」

　心が熱中症だよ岩迫君。ていうかコンクリート熱あっちぃ。私は平静を装よそおって立ち上がると、再度勧められたスポーツドリンクを断固として拒きよ否ひした。

「某それがしは大丈夫でござる。それよりも香坂部長はどこにおられるのか！」

「本当にどうしたんだ吉村」

　うるさいうるさい、このくらい厳いかつくしてなきゃ羞しゆう恥ち心しんから灼しやく熱ねつのコンクリートの上を転がりまわりたくなるんだい。

　拭いてもらったばかりの顔からまた汗がぷつぷつと浮うき上がってくる。今度は岩迫君に拭かれる前に、持っていたハンカチで拭ぬぐった。うむ、これから家を出るときは必ずハンカチを持っているかチェックしておこう。

　キタちゃんが現れるまで、私はしきりに汗を拭いた。
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「リホ先輩、キタ先輩、こっちっスー！」

　大きく手を振る五味を発見すると、私とキタちゃんは緊きん張ちようした顔を一度見合わせた。運動部で初めてこちらの味方についてくれるかもしれないのだ。失敗は許されない。

「私が話をするから、リホは」

「余計なことは言わないようにしておくね」

「じゃなくて。私が危なくなったら、助けてね」

　頼たよりにしてる、と肩を叩たたかれて嬉うれしくないはずがない。現金にも不安など一いつ瞬しゆんで吹ふき飛び、私はもう勝利を確信した。

　香坂部長とまだ名前を知らない副部長の二人は、テニスコート脇わきにある休憩スペースにいた。古びたベンチに二人が座り、その横には五味が立って私たちを迎むかえてくれた。

「お話を聞いてくださるそうで、ありがとうございます。漫まん研けん副部長の北川です」

　キタちゃんがじいさま仕込みの礼れい儀ぎ正ただしさでもってまずは挨あい拶さつをした。香坂部長がちょっとびっくりしたように目を見開いている。うん、こんなにしっかりとした高校二年生は中々いないと思う。キタちゃん、つかみはバッチリだぞ。

「投票のことはもうご存知かと思いますが」

「ああ、聞いている」

「テニス部は、反対票を投じてもらえるんでしょうか」

　香坂部長と対峙するキタちゃんのそばで、私は完全に背景と化していた。できることといったら呼吸を少なくして二酸化炭素の排はい出しゆつ量を減らすことくらいだ。

　何を考えているのかいまいち分からない香坂部長は、無表情のまま数秒黙だまり込んでいた。その隣となりに座る副部長の空気っぷりは私とどっこいどっこいだ。彼に対して親近感を感じていると、香坂部長がおもむろに口を開いた。

「中間テストではうちの五味と岩迫が世話になったから、恩返しはしたいと以前から思っていた」

「じゃあ！」

　身を乗り出すキタちゃんの後ろで、私は思わず拳こぶしを握にぎった。よっしゃ、まず一票！

「この際だから、期末テストも面めん倒どうを見てくれたら、反対票を入れてもいい」

　一票いただき……って、ん？　なんだって？

「赤点回避は大会出場への必ひつ須す条件だからな」

「ちょ、ちょっと待ってください、期末もですか？」

　戸と惑まどいを露あらわにするキタちゃんの隣で、「やったーマジ？　また一いつ緒しよに勉強できるんスね！」と五味は無む邪じや気きに喜んでいた。中間テストでキタちゃんにしごかれ、涙目になっていたのをもう忘れたのかお前は。

「赤点、ひとつくらいは」

「駄だ目めだ。全回避で頼たのむ」

　キタちゃんが珍めずらしく決断に迷っている。期末テストは中間テストに比べて範はん囲いが広く、ゆえに他人の面倒を見ている場合ではないのだ。特に五味は勉強に関しては集中力がまるで続かない。中間テストでヤツの勉強を見たキタちゃんがキレたこと数回、しまいには「躾しつけに一番効くのは痛みよ……」とどこぞの兵長のようなことを言ったかと思えば、自宅の道場から竹刀しないを持ってきたときには五味含ふくめ私も戦せん慄りつを覚えたものである。

「……分かりました。赤点はひとつもとらせません」

　渋々了承すると、香坂部長と副部長は顔を見合わせてほっとした表情を浮かべた。対して私とキタちゃんはどんよりとした空気に浸ひたっていた。この空気、あれだ、イベントに法事がぶつかったときと同じ空気だ。

「ちなみに岩迫も頼んだぞ。あいつが一番やばいからな」

　キタちゃんのこめかみがひくひくと痙けい攣れんした。剣けん吞のんな雰ふん囲い気きに、テニス部副部長が明らかに怯おびえている。私も怖こわい。

　やがてテニス部の休憩が終わり、私とキタちゃんの二人だけが残された。ここで何か気の利きいた台詞せりふでも言って彼女の怒いかりを鎮しずめたいんだが、たぶん無理だと思う。むしろ余計に怒おこらせる自信がある。

「リホ」

「はっ、はい！　なんでごぜえましょうか！」

　ビクビクしながら構えていると、キタちゃんは据すわった目をして振ふり返り、その視線をテニスコートに固定した。そしておどろおどろしい声で言った。

「岩迫の勉強は私が見るから。いいよね」

　ここで首を縦に振らなければ死ぬのは私だと本能が告げた。

　テニスコートでは、何も知らない岩迫君が輝かがやきを放ちながらラケットを振っていた。合がつ掌しよう。
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　テニス部が味方についたことで、私はかなり調子に乗っていた。どのくらい調子に乗っていたかというと、誰だれもいない廊ろう下かでスキップしたり、いつもなら百円のところ二百円のチョコを買ったりなどの、浮かれポンチここに極きわまれりといった状態だった。

　私はすっかり古文の授業で習ったことを忘れていた。

　おごれる人も久しからず。

　こんないち女子高生にも当てはまるのだから、先人が伝えた教訓とは実に偉い大だいである。
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　七月に入ったけれど、蟬せみが鳴く様子は一向にない。素す晴ばらしい世界が広がっていると信じて、いまだに土の中で眠ねむっているのだろうか。

　日向ひなたを避さけながら、私は家路を辿たどっていた。からからに乾かわいた植え込みの土を横目で眺ながめながら、恨うらみがましい愚ぐ痴ちをこぼす。

　いいなあ、蟬は。部活の心配なんかなくて。

　昆こん虫ちゆうにまで八つ当たりをしだすとは、いよいよ私も追い詰つめられている。木にへばりついて鳴いてるだけで小学生に乱らん獲かくされる蟬に比べれば、私の人生イージーモードだというのに。

　自宅に着いたのはいつもより遅おそい時間だった。思った以上にダラダラと歩いていたらしい。鍵かぎを取り出して家に入った私は、思いがけない人物に迎えられて硬こう直ちよくした。

「おかえり、麦茶飲む？」

　神谷がピッチャー片手に玄げん関かんに立っていた。

　はて、帰る家を間ま違ちがえただろうか。後ろの扉とびらに背中がつくほど後退するが、視界に入る景色は我が家以外のなにものでもない。

「麦茶。いらないの？」

「……い、いただきます」

「おー。入れとくから、先に着き替がえてきな」

　言われるがまま二階に上がって部屋着に着替えると、一階のリビングに行った。そこには我が物顔でソファに座りテレビを観賞する神谷がいた。

「兄ちゃんは？　いつもの二人もいないんですか」

「ショータはジャンケンに負けてコンビニに買出し。あいつ煽あおられるとグーしか出さねえよな。澤田はさっきまでいたけど、女に呼ばれて抜けた。浅野は学校サボってたから朝から見てない」

「そうですか。あ、麦茶いただきます」

「どうぞ」

　会話のおかしさに何か言ってやろうかとも思ったけど、黙ってソファの前のローテーブルに置かれたグラスをとった。私が昨日の夜につくっておいた麦茶は、よく冷えていて美お味いしかった。

「まあ、座りなよ」

　ソファの空いたスペースを勧すすめられ、部屋に戻もどるかどうか逡しゆん巡じゆんしたものの大人しく腰こし掛かけることにした。座りなれたソファであるはずなのに、隣に神谷がいるとなんとも居い心ごこ地ちが悪い。

「リホちゃん、学校楽しい？」

「お父さんみたいなこと訊きかないでくださいよ」

「そういえば親父おやじさんって見たことないな。どんなの？」

「どんなのって、うちの兄ちゃんに似てますよ。目つきが悪い」

「マジ？　ショータに似てるの？　やばい、見たい」

「お母さんのほうにも似てますけどね。夫ふう婦ふそろって眼光が鋭するどいんです」

「女版のショータってこと!?　ちょっとリホちゃん、吉村家はどうなってんだよ」

「どうもなってませんよ」

　目の前のテレビでは再放送のドラマをやっていた。前にも観みたから犯人も分かっている。チャンネルを変えていったが、観たい番組はひとつもやっていなかった。

　リモコンを投げ出して、残った麦茶を飲み干した。「ごちそうさまです」一応お礼は言っておく。

「もう部屋に戻っちゃうの？」

「宿題やらないと」

「まだいいだろ。もっと俺と話そうよ」

「なにを話すんですか」

「だから、学校は楽しいかって訊きいてんじゃん」

　立ち上がろうとする私の腕うでを引っ張って無む理り矢や理りソファに座らせると、神谷は二杯目の麦茶を注いで渡わたしてきた。仕方なく受け取ったものの、口をつける気にはならなかった。

「楽しいですよ」

「楽しくなさそうに言うなあ」

　ひとの顔を観察しながら、神谷はポテトチップスの袋ふくろを開けた。おい、それは私が買ってきたやつだぞ。

「……楽しいですよ。でもそのうち、楽しくなくなるかもしれないってだけです」

　神谷よりも先に袋の中に手をつっこむと、摑つかめるだけのポテトチップスを取り出して貪むさぼった。

「なにかあった？　お兄さんに話してみなさい」

「神谷さんに話してみてもなあ」

「すぐに部屋に戻らないってことは、本心じゃ俺に話したいってことだよ。ほらほら、早くしないとショータが帰ってくるぞ」

　話す？　神谷に？　文化創作部のゴタゴタを？

　言ったところで解決するはずもないのに、話したいという欲よつ求きゆうがむくむくと膨ふくらんでくるから困る。

　神谷の言うとおり、誰かに聞いてほしかったのかもしれない。けれどすんなり話をするのが癪しやくだった私は、もったいぶって引き延ばす。神谷は実に忍にん耐たい強づよかった。膝ひざを抱かかえ込んで葛かつ藤とうする私を、常にはない優やさしい顔で待ってくれた。

　麦茶の入ったグラスの中で、氷が動く。カランと音を立てたのを合図に、私はここ最近の出来事を話しはじめた。突とつ然ぜんの文化創作部設立、予算の縮小、運動部の冷たい対応……私の前に立ちはだかる壁かべは実に高い。

「へー。じゃあ漫まん研けんなくなっちゃうんだ」

　一いつ緒しよに憤いきどおってくれるなんて露つゆほども期待していなかったが、ポテトチップスのノンフライ並みの軽い感想がほしかったわけでもない。

　話し終わった私は麦茶で喉のどを潤うるおし、すぐさま訂てい正せいを入れた。

「まだなくなるとは決まってません」

「でも運動部はほとんど賛成派なんだろ？　半分以上が運動部なのにこのままじゃ駄だ目めじゃん」

「駄目じゃないです。投票までまだ時間はあります。それまでに説得できたら、……でもこっちがどんなに必死に言っても、全然伝わらなくて」

　テニス部を味方につけて以降、私たちに同調してくれる部活はごく少数に留とどまった。私の予想ではもっと多くの部活が味方についてくれるはずだったが、所しよ詮せんは安易な予想であった。

　今日もまたなんの収しゆう穫かくも得られないまま帰宅して、今の私はとても落ち込んでいるのだ。そこのところをちゃんと考こう慮りよしたうえで然しかるべき言葉をかけてほしい。

　神谷が意地の悪い表情を浮うかべてぽつりと呟つぶやいた。

「自分の口から出る『必死』って言葉ほど、実際には大したもんじゃない気がするけどなあ」

「そんなことないです！　私は必死にっ」

　必死にやった。そう思っておけば、断った連中を悪者にできる。

　頭のどこかにあった考えが、ぱっと浮かんでぱっと消えた。

　隣となりの神谷を見ると、にやりと笑い返された。見み透すかされたと思ったら、恥はずかしさで顔が一気に熱くなった。

　まだ大だい丈じよう夫ぶだと思う気持ちがあったせいかもしれない。こんな心積もりで説得に当たっても断られるに決まってる。
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「必死なんて言葉が出ないくらいもっと必死になれよ。リホちゃんならなれるだろ」

「……はい」

　頭の上に重みを感じる。しかし相手が撫なでる動きを見せる前に、座る位置をずらして神谷から逃にげた。

　優しい言葉を期待していた自分がいかに愚おろかだったか分かった今、この重みを受ける資格などない。……なんて格好良いことを言ってみたが、実際はただ恥ずかしかっただけである。

「撫でさせろよ」

「いやです。触さわらないでください。警察呼びますよ」

「また警察のお世話になりたいの？　物好きだなあ。まあリホちゃんと一緒ならパトカーに乗ってもいいけど」

「なんで私も捕つかまってるんですか。あっ、ちょっ、触るな！」

　無理矢理に頭を撫で、いや摑もうとしてくる神谷とソファの上で取っ組み合いになった。こちらが押し返せるギリギリの力で押してくる男に抗あらがいながら『必死』とはこういうことかと思っていると、不意に神谷はソファから立ち上がり、リビングのドアへと視線を向けた。

「残念。ここまでだな」

　どういう意味かと問う前に、ドアが開いて兄が帰ってきた。
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　今年できたばかりの部活棟とうは、二階建てのコンクリート造り。体育館とグラウンドに接し、運動部の活動に非常に適した立地となっている。以前はなかったシャワー室が男女ともに設置され、洗い場も以前より広いスペースがとられていた。まさに至いたれり尽つくせりの設備は、春日坂の運動部が積み重ねてきた実績に見合ったものだと言えた。

　そんなピカピカの部活棟の前で、私はサッカー部の島部長と対たい峙じしていた。

「なんだよ、またお前か」

　背の高い三年生に見下ろされ、いつもの私なら怯ひるんでいただろう。しかし今日はこれまでとは覚かく悟ごが違ちがう。心の中でファイティングポーズをとった私は、先手必勝、右ストレートを繰くり出した。

「反対票に入れてください！」

「やだ」

「お願いします！」

　シュ、シュ！　と想像の中だけでは実に軽快なステップを踏ふむ私なのだが、相手にまるで効いている様子はない。

　ええい、怯むな私。必死になれ！

「うんと言ってくれるまで毎日でも通いますからね！　教室にも行っちゃいますよ！　女子が訪ねてきて周りにヒューヒューとか言われますよ！　恥はずいですよ！」

　最終的には土下座も辞さない覚悟でいる私に、怖こわいものなど何もない。説得を試みながらも地面のコンディションを確かく認にんしていると、上のほうからため息が落ちてきた。

　おお、ついに諦あきらめたか。

「だいたいさあ、お前ら文化部ってずるいんだよ」

「え」

　パンチが止められ、そして。

「幽ゆう霊れい部員が多すぎ。サクラ雇やとって部に昇しよう格かくして予算もらってんだろ？　それってセコくねえ？」

「え、えっと、……すいません」

　反はん撃げき。手痛いカウンターを決められ、内なる私は堪たまらずふらついた。

「そりゃあ、運動部の全員が真ま面じ目めに部活に出てるとは言わねえけどさ、少なくとも文化部にいるような名ばかりの部員なんていないからな。お前らはそれでも部員にカウントしてるみたいだけど、うちじゃそんな腑ふ抜ぬけた野や郎ろうはこっちからお断りだ。そこんとこちゃんと分かってるか？」

「は、はい、分かっております、はい、」

　漫研の部員は、現在七名。うち二名は、テニス部と兼けん部ぶの五味と、吹すい奏そう楽がく部と兼部のトモ先せん輩ぱいで、五味はともかくトモ先輩は完全に名ばかりの部員である。去年、どうしても部員の数が五名に達しなくての苦肉の策であった。

　サッカー部の部長が指し摘てきするように、ずるいと言われても仕方がない手段をとる部は、たしかに文化部には多いのだ。

「部員の水増しっつーの？　同好会になりたくねえのは分かるけどよ、それで俺ら正規の部と同列っていうのは納なつ得とくいかねえ。文化創作部だっけ？　そんなのにされても仕方ねえんじゃねえの」

「う、うぅ……」

　返す言葉がまるでございません。

　同好会に甘んじていろよと言われれば、まったくそのとおり。けれど純じゆん粋すいに部員数を五名に増やしても文化創作部は回かい避ひできるかと言ったらそうでもない。向こうは潰つぶしにかかってきているのだ。

「先輩のおっしゃるとおりです。でも幽霊部員については今後は部員としては数えないと先生たちにも約束しましたし、それで同好会になっても文句は言わないと文化部会議で決めました。先輩の言う『ずるい』も『セコい』ももうしません。その上で、文化創作部の設立に反対していただけないでしょうか？」

　島部長としっかり目を合わせた上で、腰こしを九十度に曲げてお願いした。地面に落ちる彼の大きな影かげはしばらく微び動どうだにしなかった。それが動き出すまで、私はじっと待った。

「でも減った予算分は、俺ら運動部に回ってくるんだよなあ」

　何を言うかと思ったら、それかよ。

「そんな！　私たちの屍しかばねを乗り越こえてまで得た予算に何の意味がありますか！」

「予算は予算だ」

　金に綺き麗れいも汚きたないもない、というやつである。たしかにそうだ、間ま違ちがってはいない。

「……いいですよ、分かりました。今後サッカー部の試合があるたびに文化創作部にされた部員一同を伴ともなって『呪のろい』の横断幕を掲かかげて応おう援えんに行きますから」

「てめっ、脅きよう迫はくか!?　自分の立場分かってんのかよ」

「だからお願いしますって言ってるじゃないですか！　反対してくださったら、なんでもします！」

「お、言ったな。なんでもするって」

「はい！　私がしたくないと思ったこと以外なら！」

「それほとんど何もしねえってことじゃねえか、やる気あんのかこのチビ！」

　伸のびた手を見て咄とつ嗟さに逃げようとしたものの、襟えり首くびを摑つかまれて引っ張り戻もどされる。「まずは部室の掃そう除じをやってもらおうか」という部長の言葉に背筋がぞっとした。

　サッカー部のマネージャーでさえ、３Ｋを苦にして辞やめたという話は私の耳にも届いている。ちなみに３Ｋとは臭くさい、臭い、臭い、である。

「部長、なにやってるんですか」

　ずるずると魔ま窟くつに向かって引きずられていく私の目の前に、見知った顔が現れた。

「とっ、酉とり谷たに君、助けて！」

　クラスメイトのサッカー部員、酉谷君。話したことはほとんどないけれど、たぶん彼なら助けてくれる。期待をこめて縋すがる視線を投げかけた。

「喜べ、酉谷。サッカー部の臨時マネージャーだ」

「吉村が？　じゃあ部室の掃除をしてくれるんですか。買出しとかドリンクとかタオルとかボール磨みがきとか部長の我わが儘ままきいたりとか全部やってくれるんですか」

「え、ちょっと待って、そんなにあるの？」

「やるよな、吉村」

　反対票と奴ど隷れいの身分が、今、天てん秤びんにかけられた。……あれ、かけていいの？

「いっ、いいんですか？　マネージャーやったら、反対票を入れてくれるってことですよねっ」

　吊つり上げられた体を後ろに捩ひねって部長を見上げると、彼はこちらがびっくりするほどあっさりと頷うなずいた。

　神谷。いいや神谷さん。私の必死が、どうやら伝わったようです。

「言っとくが、マネージャー業はキツいぞ。途と中ちゆうで投げ出したらもちろん反対票には入れねえ。やれるか？」

　運動なんてろくにやってこなかった私に耐たえられるものだろうか。迷ったのはほんの一いつ瞬しゆんだった。そのほんの一瞬の間に、部室の光景が、部員のみんなの顔が、走そう馬ま灯とうのように駆かけ巡めぐっていった……っておい待て、私は死ぬのか。

「どうなんだよ、吉村」

　まあ、必ず死ぬと書いて『必死』だし、間違ってはいないのかもしれない。

　襟首を外してもらって、私は部長に向き直った。

「やります。よろしくお願いします」
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　薄うす暗ぐらい部屋の中にいた。周りを囲むのは異い臭しゆうを放つ『何か』。捨てていいのか悪いのか、というかこれは何なのか。島部長、とサッカー部主将の名前を呼ぶ。きついのは分かっていました。肉体労働には向いていないことも。でもそれ以上に、この汚お物ぶつの溜たまり場と化した部室に耐えられません。

　漫まん研けんの部室が恋こいしい。雑然としていたけれど、あるべきものが、あるべき場所にあった。もう何日、見ていないだろう……。

「吉村、吉村」

　肩かたをつんつんと突つつかれ、目が覚めた。鼻が痛い。ああそうか、眼鏡かけたまま寝ねちゃったんだ。よく覚えていないけれど、悪夢を見ていた気がする。

「やっと起きたか。授業、終わったぞ」

「え、うそっ」

　慌あわてて顔を上げたせいで、鈍にぶい痛みが全身を駆け巡った。今までろくに筋肉を使っていなかった反動はすさまじいものだった。臨時マネージャーになって五日目、まだ筋肉痛で体がギシギシいっている。

　起こしてくれた甲斐君が隣となりで弁当箱を広げながら、「始まって五分で寝てたぞ」と言った。

「どうしよう、全然ノートとってない」

「テスト前に余よ裕ゆうですなあ」

　連日のマネージャー業が祟たたってか、どうしても眠ねむ気けに抗あらがえない。それもテスト前だというのに授業を疎おろそかにしてしまうとは我ながら情けなかった。痛手なのは、さきほどの授業が地理で、教科書よりも授業中にとったノートから問題が出される科目であったことだ。

　頭を抱かかえて後こう悔かいしていると、隣から「仕方ねえなあ」という甲斐君の声がした。次いで目の前に、地理のノートが差し出された。

「なに？　見せびらかしてんの？」

「違ちがうっつーの！　貸してやるってことだよ！」

　べしっとノートで頭を叩たたかれたあと、顔面に押し付けられた。無む理り矢や理り渡わたされたノートと甲斐君を交こう互ごに見やって、私は信じられないと目を丸くした。

「いいよ、分かってるよ。俺のキャラじゃないってことくらい。でもお前だって柄がらにもなく頑がん張ばってるだろ。だから、まあ、素す直なおに受け取っとけ」

　それだけ言うと、甲斐君はお弁当を夢中になって食べだした。というのはあくまでフリなのは見ていてよく分かった。耳が赤いぜ、甲斐君。
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　漫研の部室で体操着に着き替がえると、今日もサッカー部の奴隷として働きに出る。

　マネージャーになったことで他ほかの部活の説得ができなくなった私を、キタちゃんをはじめとした文化部の同志たちは責めるどころかよくやったと褒ほめてくれた。若じやつ干かん呆あきれられたけれど、それでもサッカー部を味方につけたことは大きく作用したといっていい。今までよりも反応が違う、冷たくあしらわれなくなったと聞いては、奴隷になった甲か斐いがあったというものだ。

　部室を出ると、部活棟とうではなく職員室に行った。今日はスポーツ用品の買出しを頼たのまれていた。サッカー部顧こ問もんの先生から部費を受け取り、今度は正門へと向かう。

　外周を走る運動部員を避よけて信号を渡ると、駅を越えた先にサッカー部御ご用よう達たしのスポーツショップがある。すでに商品は発注済みであり、あとは代金を支し払はらうだけだった。簡単な仕事だと思っていた私は、カウンターに置かれたモノを見て目を剝むいた。

「君ひとりで大だい丈じよう夫ぶ？」

　店員のおじさんが心配するのも無理はなかった。明らかに女子の手に余る荷物の量に、しばし黙だまり込んでしまった。

　男子ならなんとか運べる量なのかもしれないが、顧問も部長も私を女だと忘れてやがる。一応試ためしに持ち上げてみたが、半分も持てなかった。

　仕方がないので数回に分けて往復することにした。ビニール袋の持ち手が指に食い込んで痛い。何度か下ろしそうになるたびに、袋の中身は薄うすい本だと己おのれに暗示をかけて持ち直した。なんとか店の入り口までたどり着くと、ちょうど自動ドアが開いて客が入ってくる。背が高いなあとなんとなく見上げた先で、こちらを見下ろすモリ君と目が合った。

「ありがとう。ほんと助かったよ」

　学校に戻もどった私の手に、重いビニール袋はひとつしかなかった。申し訳ないと何度も断ったのだけれど、彼は残りすべての荷物とさらに自分の荷物を持って先に歩き出してしまったので、ありがたく手伝ってもらうことにしたのである。

「スポーツドリンクなんかどうするんだ？」

「あれ、知らない？　私、サッカー部の奴隷……じゃなかった、臨時マネージャーなんだよ」

　モリ君は軽く目を見開き、そしてやっと私の体操着姿に気がついたとでもいうようにじっと見つめてきた。文化創作部の話をすると、「大変だな」と表情に乏とぼしい顔で慰なぐさめの言葉をくれた。

「最初はどうなることかと思ったけど、他の部活がけっこう味方についてくれたんだよ。もう勝ったも同然ってやつだね」

　部活棟を目指しながら、私はしつこく浮うかんでくる考えに気づかないふりをした。

　バスケ部は説得中の部活のひとつで、私がここでモリ君にお願いすればなんとかなるかもしれない。

　そんな策略が表情に出ていないことを祈いのりながら、すらすらと噓うそをついた。

　モリ君は、私に負い目がある。だから私が頼みごとをすればきっと聞いてくれるだろう。でもその瞬しゆん間かん、私たちはきっと友達じゃなくなる。モリ君にそんなつもりはなくても、言うことをきかせてしまったという負い目が私にできあがる。私が、駄だ目めになってしまう。

　だから絶対にこの件で、モリ君を巻き込むのはやめようと誓ちかっていた。

　部活棟に着くと、お礼を言ってモリ君を送り出した。歩き出した彼は、しかしすぐに踵きびすを返して戻ってきた。

「モリ君？」

「廉が、……兄貴が、最近、家族と一いつ緒しよにメシを食べるようになった」

「そうなんだ。よかったね」

　部屋から出てこないと聞いていたモリ君のお兄さんの近きん況きようは、私をほっとさせた。気にはなっていたけれど、プライベートなことなので訊きくに訊けなかったのだ。

「吉村のおかげだ。ありがとう」

「大げさだなあ。いいよいいよ気にしないでよ！」

「顔のことも、悪かった」

「それももう気にしないで。あれは不用意に近づいた私が悪いんだからさ」

　眼鏡も弁べん償しようしてくれたし、もう何度も謝ってもらった。十分すぎるほど償つぐなったというのに、モリ君はいつも申し訳なさそうに私を見る。

　やめてよ。もういいったら。ねえモリ君、私は負い目も罪の意識も何もない君と、友達になりたいんだけどなあ。

　しんみり考えていると、モリ君が不意に腰こしを屈かがめ、私の顔を覗のぞき込む。

「なあ、吉村」

「なに？」

「俺だって、お前の役に立てるぞ」

　瞬まばたきしながら彼を見上げると、珍めずらしくモリ君は笑った。

　　　　[image: くぎり]

　初めて見たモリ君の微笑ほほえみを何度も思い返してはニヤニヤしていた私をどん底に突き落としたのは、奴ど隷れい主、もといサッカー部の島部長だった。

「いつもどおり頼んだぞ」

　部室の前で呆ぼう然ぜんと立つ私の背後で、島部長がこともなげに言う。部室の惨さん状じようになんの疑問も抱いだいていないという様子だ。

「二日前、綺き麗れいに掃そう除じしたばっかりですよね。なのになんでもうこんなに散らかってるんですか」

「不思議だよな」

　不思議なのはあんたら部員の管理能力だよ。なぜすぐ散らかす？　なぜすぐ片付けない？　お母さんがこの部室を見たら絶対に怒おこるぞ。

　もはや汚お物ぶつと私物の区別すらつかない部室の入り口で、私は深く項うな垂だれた。最近気がついたことなのだが、『部室』と『汚物』には同じひらがなが二つも入っているのだ。ものすごい大発見である。

「あと、掃除の前にボールを運んどいてくれ。俺はこれからちょっと用事があるから、行くわ」

　ユニフォーム姿のまま、島部長は部活棟を出てどこかに行ってしまった。部活が始まるというのに、一体どんな用事があるんだか。

　私が言うのもなんだが、彼は真ま面じ目めなタイプの生徒ではない。主将に選ばれるくらいだから、サッカーに対しては真しん摯しに取り組んでいるのは分かる。しかし話してみると暴君というか、ジャイアンというか、苛いじめっ子気質というか、私のような弱者を平気で蹴け散ちらしそうな人物である。

　そんな彼が反対派に回ってくれたことが今でも不思議でならない。いつか理由を訊いてみようと心に留め、部室の戸と締じまりをして用具倉庫に向かうことにした。

　午後になっても弱まらない日差しの下、サッカーボールの入った籠かごを押してグラウンドを目指すこと数分。見事に溝みぞに嵌はまって動かなくなった籠を歯を食いしばって押していると、見知らぬ手が横から添そえられた。ぎょっとして手の先を辿たどっていくと、そこにいたのはクラスメイトの真柴さんだった。

「せーの」

「え、あ、」

「いくわよリホリホ、せーのっ」

　二人分の力を受けてようやく籠は動き出した。

「重いわね、これ。ひとりじゃ無理でしょ」

　真柴さんはそう言うと、もう一度籠を押し始めた。短パンから伸のびる長い足に見入りながら、そういえば彼女は陸上部だったなと思い出す。

「いいよ真柴さん、部活あるでしょ」

「グラウンドに行く途と中ちゆうだから、気にしないで」

「でも、悪いよ。これから部活なのに、こんなところで疲つかれちゃ駄目だよ」

「うるさーい！　言っとくけどね、私がこんなに優やさしいのは一年に何度もないんだからね。レアよ、レア」

「そうなの？　いつも優しいと思ってたけど」

「……リホリホのくせに、私をきゅんとさせるとはやるじゃない」

　彼女は猛もう然ぜんと籠を押し始めた。もはや私の力など必要ない気もしたが、さすがに悪いので一緒に運ぶことにした。

　真柴さんとは近ちか頃ごろよく話をする。会話の内容はもっぱら鰐淵先生の話題に終始していたが、率そつ直ちよくな性格は一緒にいて実に心ここ地ち好よい。

「投票、もうすぐよね」

「うん」

　来週からテスト一週間前に入って部活が休みになる。一週間の勉強期間と、五日間のテスト期間。それが過ぎれば漫まん研けんの運命が決まるのだ。反対票は思った以上に集まっていない。

　暗い表情を浮かべた私を励はげますように、真柴さんはことさら明るい調子で話しだした。

「私さ、あとちょっとで記録更こう新しんなのよ。幅はば跳とびのね」

「幅跳びしてたんだ。更新できるといいね」

「ま、見てなさい。投票の日までには、こう軽く、ぽーんと飛んでやるから。春日坂のカンガルーとはこの私のことよ」

「カンガルーってまた微び妙みような……。でもなんで投票の日までなの？」

　グラウンドに続くスロープでは、押すのではなく引きながら下った。二人で力を調節していると、真柴さんが得意げな表情を浮かべて言い放った。

「記録更新したら、反対票に入れてくれるって部長が言ったからよ」

　ガラガラガラ！

「ちょっ、リホリホ！　籠が！　ボールが！」

　スロープを勢いよく下っていった籠は、平地でバウンドして中のサッカーボールをぶちまけた。白と黒のボールがグラウンドに散らばっていく。

「もう何してんのよ～」

　真柴さんとは仲良くなったばかりで、正直まだ、彼女についてはよく分かっていなかった。鰐淵先生のことが大好きで、ときどき暴走する女の子。ベリーショートの髪かみ型がたが格好良い。知っているのはそれだけで、趣しゆ味みとか好きな食べ物とかは、まだ何も知らない。

「ぼーっとしてないで拾う拾う！　……ちょっともう、なによ、変な顔しちゃって」

　クラスメイトの村っちとか、ちよちゃんのほうが仲が良い。アニメとか漫画の話もできるし、お昼ごはんは一緒に食べてるし。

「なんで？」

　真柴さんは拾ったボールを籠に入れると、私の顔を見ながら軽い調子で言った。

「私ね、最初はリホリホのこと嫌きらいだったのよ」

「え、マジっすか」

「マジマジ。鰐淵先生って、リホリホのこと気に入ってるじゃない。このメスネコがと思ってたのよ」

　吐はき出される台詞せりふとは反比例して、真柴さんの表情は実に楽しそうだった。だからだろう、私はまったく彼女のことを恐おそれていなかったし、ショックも受けていなかった。

　あと誤解があるようだが、私は決してかの先生に気に入られてはいない。

「私みたいなタイプ、絶対苦手だと思ったの。だからあの日、声をかけたのよ」

　自分とは正反対の、あまり仲の良くない妹と同じタイプのオシャレで目立つ女の子のことは、話す前から苦手に思っていた。地味な私を馬ば鹿かにしているんじゃないかと被ひ害がい妄もう想そうまで抱いていた。

　でも話してみたら、怖こわいことなどなにもなかった。彼女は想像以上に素す敵てきな女の子だった。

「逃にげなかったでしょ、それでちょっと見直したの。度胸あるなって。私、見た目とかけっこうキツいじゃない」

「そうかな？　同じクラスになったときから格好良いと思ってたけど」

「またそれ！　もうリホリホってけっこうタラシね」

　彼女は足元に転がっていたボールを拾い上げて、ぽんとパスしてきた。慌あわててキャッチして真柴さんのほうを見ると、彼女は穏おだやかな表情を浮うかべていた。

「怖がらせようとしてごめんね」

　首を横に振ふって否定した。怖くなかったよ。

「絶対に記録更新するから、陸上部の反対票はまかせてよ。それでチャラにしてくれる？」

　今度は首を縦に振って頷うなずいた。許すとかそんなんじゃなくて。チャラもなにも、怖いことなんてなにひとつなかった。初めて話したときから、私の世界は広がったから。

「真柴さん」

「なに？」

「話しかけてくれて、ありがとう」

　ボールを放ほうり出し、代わりに無む理り矢や理り握にぎった手をぶんぶんと振った。私が誰だれかともっと仲良くなりたいと思うことなんて一年に何度もないということを、彼女は知らない。
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　部活棟の前で、うろうろしている岩迫君を見つけた。

　練習の直後なのか、首にタオルを巻いて全身汗だくになっている。私に気がつくと、彼は軽く手を振った。

「おつかれさま。なにか探してるの？」

「モップなんだけど。コートにドリンク零こぼしちゃって、どこにあるか分かる？」

「こっち。この中」

　部活棟一階の端の部屋は、備品倉庫になっている。掃そう除じ道具一式はこの中に収められていた。

　扉とびらを開けると、目当てのものは倉庫の壁かべに立てかけられていた。私は箒ほうきとちりとりを取り、モップを持った彼と一いつ緒しよに外に出た。

　きつかった日差しは、五時を過ぎるとようやく柔やわらかく感じられるようになっていた。岩迫君はすぐには部活に戻もどらず、体操着姿の私と並んで伸びた部活棟の影かげの中にいた。

「マネージャー業はどう？」

「思ってたよりずっとしんどい。何より部室があんなに汚きたないところだったなんて今でも信じられないよ」

「うちも似たようなもんだけどなあ」

「えっ、ゴキブリ出るの!?　ネズミの死体とかも!?」

「そ、それはない、かも」

　岩迫君の引き攣つった顔が言っていた。そんなにひどいのか、と。

　ひどいなんてもんじゃない。正式なマネージャーがいまだに見つからないのも納なつ得とくできる。サッカー部は予算を使ってプロの清せい掃そう業者を雇やとったほうがいいと思う。

「文化創作部だっけ。なんか大変なことになってるみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫。って言えるように今はみんなで頑がん張ばってるところだよ。今のところ協力してくれるのはテニス部でしょ、サッカー部でしょ、……あと陸上部。ね、けっこういい感じでしょ」

　真柴さんなら、春日坂のカンガルーならやってくれると信じている。

　それでもまだ運動部で反対派に回ってくれているのは全体に比べたらほんのわずかで、いい感じどころか悪い予感しかしていなかった。みんなで説得に回っているけれど、相手にもされていないというのが現状だ。

　期末テストが終われば、投票までもう時間がない。正確な日数は不安になるだけだから数えないことにしていた。

「あ、そうだ。テスト勉強なんだけどさ、前と同じようにみんなでやらない？」

「いいのか？」

「うん。場所とか時間とか、詳くわしいことはメールするね」

　赤点クリアの条件の中に五味と、そして岩迫君も入っていたことは伏ふせてある。彼のプレッシャーになるだろうし、責任を感じてほしくなかった。

「分かった。でも吉村、あんまり無理するなよ」

　急に真ま面じ目めなトーンで言われ、面めん食くらってしまった。

「勉強教えてもらってる身で言うのもアレなんだけどさ、面めん倒どう見切れないって思ったら放ほうっておいてもらってもいいから。吉村、あんまり寝ねれてないだろ」

「そんなことないよ」

「うそつけ。最近、居い眠ねむり多いくせに。鰐淵に見つかって『長めの瞬まばたきです』って言って怒おこられてたくせに」

「あれは信じてくれない先生が悪い」

　不安のせいか、ベッドに入っても中々眠れないのは本当だった。寝る前に限って先のことを色々と考えてしまい、余計に目が冴さえるのだ。

「本当に苦しくなったら、ちゃんと頼たよれよ。俺、助けるからな」

　俯うつむいていた私は顔を上げ、そして息を吞のんだ。真しん摯しな眼まな差ざしが私を真っ直すぐに捉とらえている。

「そ、そんなこと言ってまたあ、」

「信じてないな。本当に頼っていいから、言ったんだぞ」

　男の子って、どうして突とつ然ぜんに大人びた顔をするんだろう。そういう顔をされると困る。本当に、困る。

　私がオタクじゃなかったらコロっといってるところだぞ。二次元に心を捧ささげていて助かった。

「吉村、掃除終わったのか」

　いつの間にか背後に島部長が立っていた。その後ろには見慣れない男子生徒がさらに数人いた。

「すいません。まだです」

「なんだよ、まだかよ。じゃあうちが終わったら、こいつらんとこの部室も頼たのむな」

「あの、誰ですか、このひとたち」

「バレー部と野球部とラグビー部だ。今日中にやっとけよ」

「……サッカー部の仕事じゃ、ないですよね」

「ついでだ、ついで。よろしくな」

「まっ、待ってくださいよ、そんなの」

　言い返そうとすると、不ふ機き嫌げんも露あらわに見下ろされて喉のどの奥が引き攣った。いつもの気のいい部長じゃない。知らない、見たことのない三年生がそこにはいた。

「お前は今、サッカー部のマネージャーだろ。だったら俺の命令には黙だまって従え」

　逆らったら反対票を入れてもらえなくなるかもしれない。そう思ったら反論の言葉が出てこなかった。じっと俯いたまま、無言で頷く。「ラッキー」と呟つぶやいた見知らぬ部員の言葉が、思った以上に深く胸に突つき刺ささった。

「待ってください」

　立ち去ろうとする部長たちに尖とがった声を投げかけたのは、岩迫君だった。

「吉村の仕事じゃありません。おかしいです」

「誰だお前。そのユニフォーム、テニス部か？」

「今はそんなことどうだっていいでしょう。それよりも吉村は」
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「岩迫君！」

　もうこれ以上波風立てないで。ユニフォームを摑つかんで、視線で訴うつたえる。

　どうして、という彼の不満そうな顔が、余計に罪悪感を煽あおった。でも今は我が慢まんして。大事な大事な、一票なんだ。

「すぐ、やりますから」

　ごめんね、岩迫君。せっかく怒ってくれたのに、私が言わなくちゃいけないことを言おうとしてくれていたのに。

　部長たちが立ち去ると、すぐにでも謝ろうと思った。立ち向かってくれたことに感謝の言葉を。嬉うれしかったのだ、それは本当だと伝えようとした、それなのに。

「頼っていいって言ったよな」

「……うん、でもね、」

「なのに俺、いらないじゃん」

　傷ついたような視線で射い貫ぬかれ、箒を持った手から力が抜けた。謝ろうとするよりも早く、岩迫君は走って行ってしまった。

　──掃除、やらないと。

　倒れた箒を拾おうとしゃがみこむ。柄を摑み、立ち上がろうとして、……できなかった。
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　さて、やれることはすべてやった。

　投票日、当日。漫まん研けんの部室には、この先消えてしまうかもしれない部の面々が顔をつき合わせていた。

「正直言って、状じよう況きようは私たちにとってかなり不利よ」

　キタちゃんの押し殺した声に、誰だれもが悲痛な表情を浮うかべる。ほぼ一ヶ月、全員が走り回っていた。説得に行った先で、冷たい言葉を吐はかれたりもしただろう。つれない返事ばかりの中、それでもたしかに応こたえてくれる部もあった。ひとつひとつ説得して回って確実に票を集めてきたものの、それでも半数には達していないことをここにいる全員が知っていた。

「結果はどうあれ、受け入れましょう」

　筒井先せん輩ぱいが凜とした声で言った。

「文学部のみんなで話し合ったの。投票で負けたら、同好会になるわ」

「うちもだ。写真部も、写真同好会になることにした」

「まだ決まってないですよ、先輩」

「そうだな。そうだけど……はあ、現像費用どーすっかなあ。バイトしかねえかなあ」

　フィルム現像にこだわる写真部は、薬品代など何かと入用なのだと嘆なげいていた。

　結果はまだ出ていないというのに、室内には敗北感が漂ただよっている。けれど鬱うつ々うつとした空気はまるでない。みんなどこか晴れやかで、清すが々すがしかった。やりきった、というのが全員の共通する気持ちだった。

「吉村」

「なに、沢口君」

「放送同好会になったら、新しいアニソンは厳しいと思う。予算がなくなるから、レンタルできなくなる」

　申し訳ない、と彼は謝ってきた。

「気にしないで。私のアニソン専用ＵＳＢを貸してあげるから！」

　親指を立てると、彼はなぜか盛大に噴ふき出していた。よく分からないが、文化部会議以来、彼の中では私の言動がいちいちツボを刺し激げきするらしい。笑うのは別にいいんだけど、唾つばを飛ばすのはやめてほしかった。

「新聞部も同好会になるよ。部になってから慢まん心しんしてたのは事実だし、初心に戻もどるって意味でもいい機会だったのかも。それにペンと紙さえあれば新聞はできるしね」

「正確にはペンと紙とコピー代な。っち、いいよな、お前らなんてせいぜい数百円で部活ができるんだし」

「そういう写真部は、フィルムなんてやめてデジタルにしたら？」

「うるせえよ！　フィルムにはフィルムの美学ってもんがあんだよ！」

　今日どうなるかが分かっていて、それぞれに覚かく悟ごを決めてきたらしい。同好会になることへの悲ひ愴そうさはまるでなかった。

　それは漫研を愛する、入院中の幸子部長も同じだった。

　先日のお見み舞まいでは、不ふ甲が斐いない後輩を責めるどころか、病院のベッドの上で動けない彼女にむしろこちらが慰なぐさめられてしまった。頑がん張ばってくれてありがとう、だなんて。責められたかったわけではないけれど、そんな言葉を言われたかったわけでもない。絶対に大だい丈じよう夫ぶだと胸をはれなかった自分がただただ情けなかった。

「もう先輩たち、なんでまだ投票もしてないのに負けた気になってるんスか！」

　しんみりした空気をぶち壊こわしたのは五味だった。

　唇くちびるを尖らせて周囲の面々を見回すと、ふう、とため息をついた。おいなんだその「しょうがないひとたちだなあ」という顔は。

「勝負っていうのは、最後までなにが起こるか分からないものっス。そもそも負けるつもりで挑いどむ勝負は、勝負ですらありません」

　一年生の放った言葉に、先輩である私たちは静かに衝しよう撃げきを受けていた。一いつ瞬しゆんしんと静まり返った漫研の部室で、五味だけが爛らん々らんと目を輝かがやかせている。投票で負けるつもりなんて微み塵じんもない。自信に漲みなぎった顔つきをしていた。

「勝ちに行きましょう。そのために、この一ヶ月頑張ってきたんでしょ？」

　　　　[image: くぎり]

　投票が始まる十分前。会議室にはほぼすべての部長が集まってきていた。そのほとんどが文化創作部に賛成の意を表しているのを知っていた私は、彼らの顔を複雑な気持ちで眺ながめることしかできなかった。

　部長だけが出席する会議だったが、今回は特別に平部員の出席も許された。後ろの目立たない位置に文化部でかたまって座っていると、前のほうに座るサッカー部の島部長が振ふり返った。

「吉村、お前そこでなにやってんだ」

「なにって、」

「お前はまだサッカー部だろうが。こっち来い」

　戸と惑まどいながらも席を立って彼の隣となりに座った。投票までに彼の機き嫌げんを損そこねるわけにはいかなかった。

「さて、どうなるかなあ」

　島部長は弱者をいたぶるような表情でニヤニヤと私を見た。我慢だ我慢。あとほんのちょっと耐たえるだけで、私はこの暴君から解放されるのだから。

「吉村」

「なんですか」

「お前、俺に感謝しろよ」

　本当に偉えらそうなひとだ。マネージャーをしていたときは関係のない部活の掃そう除じまでやらせておいて感謝しろなどとは、私はそこまでマゾではないぞ。

　ジト目で部長を睨にらんでいると、先生方が投票の開始を告げた。緊きん張ちよう感かんが一気に高まり、体が強こわ張ばった。

　旧校舎の会議室にはクーラーは備え付けられていない。ただでさえ暑い夏の午後、噴き出した汗のせいで張り付いた制服が気持ち悪くて仕方なかった。どんどん顔色が悪くなっていく私に、さすがの島部長も心配したらしい。おろおろしていたのがちょっと面おも白しろかった。

　票を入れてから集計までに、五分もかからなかった。たったそれだけの時間で、私たちの運命が決まったのだ。

　ひとりの先生が壇だん上じように立った。対決を告げたときに受けて立つと言い放った三みつ井い先生だ。この暑さの中、汗ひとつかかずに長なが袖そでのカーディガンとシャツを着た彼女の姿は一ひと際きわ威い厳げんを放っていた。手元の紙に目を落としてから、ゆっくりと動く唇を私は注視した。

「二十三票……」

　呟つぶやくような、思わず出てしまったというような小さな言葉に、心臓が大きく跳はね上がった。

　なにが二十三票なんだ。是ぜ非ひとも主語をお願いしたい。

　春日坂には三十近い部がある。二十票以上がどちらかに入っていたのなら、結果はすでに明らかだった。

「三井先生。どちらに二十三票が入っていたんですか」

　我が慢まんしきれなくなったキタちゃんが机から身を乗り出す。他ほかの部長らも、怖こわいくらい真しん剣けんな眼まな差ざしを壇上に向けていた。

「まあその前に、少しお話をしましょう」

「いえ、お話よりもまず先に、結果をですね、」

「あれは思い返すこと二十年前のことです」

　なんか語りだしたぞ。ざわざわとする会議室内などお構いなしに、三井先生は昔話を始めた。

「その年、春日坂高校の財政は特に厳しいものでした。部を問わず予算は縮小され、特に文化部に対する風当たりは強かった。ついには文化創作部という名の下もとに予算を取り上げようとする案まで出されたのです」

　今と同じ状況が二十年前にもあったということか。その年の生徒たちは、一体どのようにして危機を乗り越えたというのだろう。

「生徒たちの怒りは凄すさまじいものでした。翌日には徒党を組んで校長室に乗り込むと校長を人ひと質じちに取り案の撤てつ回かいを迫せまったのです」

　過激だな、オイ。文化部とは思えないアグレッシブさに、後輩たちは絶句した。

　三井先生の視線が文化部の面々に注がれる。何かを問うような表情を向けられ、みんな居住まいを正しだした。

「二十年前の先達が守ったものを、最初あなたたちは放ほう棄きしようとしましたね」

　ぎくっと肩かたを揺ゆらした幾人かを、しかし先生はさらに責めるような真ま似ねはしなかった。

「なかなか抗こう議ぎしに来ないから、どうなることかと思っていました。他の先生方も、『なんで歯向かってこないんだ』とぷりぷり怒ってらっしゃって」

　室内に集まったほかの先生たちがうんうん頷うなずいている。どういうことだと生徒たちは互たがいに目配せし合い、ざわめきも大きくなった。

「あの、先生？　どういうことですか。先生の仰おつしやりようだと、文化創作部に反対してほしかったように聞こえるんですが」

「ええ、そうですよ」

　あっさり肯こう定ていされて、猛もう暑しよの中、キタちゃんの体は氷のように固まった。私の頭の中をハテナマークが乱らん舞ぶし、もはや思考がまとまらない。

「抗議してきたらそこで案は撤回するつもりでいたんですけど、部長投票で決めると言い出したでしょう？　こちらも売り言葉に買い言葉というか、二十年前を思い出して懐なつかしくなっちゃって、つい受けて立っちゃったの」

　ごめんなさいね、と三井先生は片手を振りながら実に朗ほがらかに言った。果たして発言の内容に度ど肝ぎもを抜ぬかれて呆ほうけている面々のどれだけが、彼女の謝罪の声を聞いただろう。

「でもね、文化部の一部廃はい止しに積極的な意見があったことも忘れないでちょうだい。今回の文化創作部の案も、そういった事情から提出されたのよ」

　活動内容が不ふ明めい瞭りようなことから、予算が適切に使われているかどうかが一部の教師たちからかなり懐かい疑ぎ的に見られていたらしい。コンクール入賞など分かりやすい実績も示せていなかったし、そういう部分でも学校にとってはあまり重要な部であるとは思われていなかったのだ。

　しょんぼり肩を落として先生の言葉を聞いていると、急にキタちゃんが椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「あのっ、それで結論はどういうことになるんですか？　投票は、その、行ってしまったわけですし、」

　今さら撤回、というわけにはいかないのだろうか。……いかないよなー、これだけのひとを巻き込んだのだから。

「だから、二十三票よ」

「どちらに二十三票なんですか」

　いくら先生方に文化創作部設立の意志はなくとも、投票で負けた場合、私たちは同好会への道を選ぶしかないだろう。固かた唾ずを吞のんで答えを待つ。

　三井先生は一いつ拍ぱくほど間を置いて、言った。夏の暑さにとろけるような微ほほ笑えみで。

「あなたたちの『自主・自律・自由』はしっかりと見せてもらいました。よく頑がん張ばりましたね」

　……信じられない。本当に？

　私は壇上に駆かけ寄り、無作法と分かっていて投票用紙を漁あさった。キタちゃんや他の部長たちも同じように投票用紙を覗のぞき込む。……反対票が、圧あつ倒とう的に多かった。

「うそ、なんで？　あれだけ説得しても、駄だ目めだったのに」

「明らかに運動部の票が大量に入ってる……」

　私の呟きの直後に「エヘンエヘン」とやたらと咳せきをしている島部長がいた。夏なつ風か邪ぜだろうか。

　全員が顔を見合わせるも、心当たりはないようだった。ひとりをのぞいては。

「先せん輩ぱいたち、ありがとうございます！」

「いいのよ、これくらい」

「五味君のお願いだもの」

　運動部の女子部長たちが、五味を取り囲んできゃっきゃっとはしゃいでいた。その光景を見てすべてを理解した。そういえばこいつ、容姿はいいんだった。漫画を読んでにやけている顔ばかり見ていたせいか、すっかり忘れていた。

「いや、それでもこの得票数はおかしいわよ」

　キタちゃんの言うことはもっともである。あと島部長、うるさいです。風邪ならお大事に。

　いまだに実感が伴ともなわない。私たちは、本当に漫まん研けんを守ることが──

「先輩！」

「ぎゃふっ」

　背後から何かに追つい突とつされて、目の前の机に勢いよく突つっ伏ぷした。

「メ、メグっぺ？」

　背中にべたりと張り付いて震ふるえているのは、普ふ段だんは大人しく控ひかえめな後輩だった。呼びかけにゆっくりと頭を起こすと、涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔のメグっぺが、私を見てますます泣きじゃくった。

「せんぱい、リホせんぱいっ、やった、やりましたっ」

　いつもどこか感情を抑おさえ気味な彼女の号ごう泣きゆうに、次し第だいに私の目にも水の膜まくが張りだした。いや、待て、泣くな、ここは先輩の威厳をだな。

「ちょっ、木崎、」

　隣となりでは同じようにマリちゃんに抱だきつかれて目を白黒させているキタちゃんがいた。わたわたしながら、でも涙で確実に潤うるんでいるキタちゃんの目を見て、私の涙るい腺せんがあっという間に緩ゆるみ出す。一ひと粒つぶ許してしまったら、あとからあとから涙が溢あふれ出してしまった。
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　文学部の筒井部長は眼鏡を外し、顔を覆おおって泣いていた。放送部の沢口君は、真っ赤になった目を見開いていた。いつしか周りにいるみんながそれぞれに喜びを露あらわにしていた。この一ヶ月間の努力が最高の形で報むくわれた瞬しゆん間かんだった。

　私たちは、本当に、守りきれたんだ。
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　キタちゃんは直接、幸子部長へ知らせてくると学校を飛び出していって、マリちゃんとメグっぺは部室に戻もどった。五味はテニス部に行き、私はひとり廊ろう下かを歩いていた。

　三井先生が言うには、今後の予算に関して心配はしなくていいとのことだった。「地下駐ちゆう車しや場ができて来年からがっぽがっぽよ」と。……つい先日決まったようだ。それでも私たちの努力は決して無む駄だではなかったと信じたい、いや信じさせてくれ、お願いだから。

「岩迫君、あのとき庇かばってくれたのに、台無しにしてごめんなさい……うーん、普ふ通つうすぎるな」

　もっと笑いのテイストを取り入れてはどうだろうか……いやいやふざけるような場面じゃないな、もっと真ま面じ目めに言おう。

　もうひとつの憂うれいを清算しに、私はテニスコートに向かっていた。あれから十日以上たつというのに、私はいまだに岩迫君と仲直りしていなかった。

　キタちゃんに相談しても、「頼たよられなかったから怒った？　ガキがぁああ」と腹を立ててまったく協力してくれそうになかったので、自分ひとりの力で臨のぞまなければならないのが現状である。

「吉村って、お前か」

　ぶつぶつ独り言を呟つぶやく私の目の前に、ガタイのいい男子生徒が立っていた。上うわ履ばきを見ると、三年生だと分かる。誰だれだろう、見覚えがない。

「そうですけど、ええと」

「俺はバスケ部の部長をやってるもんだ」

「はあ、バスケ部の」

「雨宮が、世話になったな」

　モリ君？　そして世話になったのは警察のほうだが。

　疑問を飛ばしていると、バスケ部の部長だという男子生徒は淡たん々たんと言った。

「雨宮が言うにはな、バスケ部に戻ってくる気になったのはお前のお陰かげだそうだ。詳くわしいことは教えてくれなかったが、うちとしては大助かりだった。だから礼を言っておこうと思ってな」

「あの、まさか反対票に入れてくれたり」

「それくらいはしとかないとな」

　バスケ部の部長は照れくさそうに頷くと、「ああそれから」と付け加えた。

「島だけどな、他ほかの運動部の部長を脅おどして回ってたぞ。マネージャーに部室の掃そう除じをさせたくせにとかなんとか言ってたな」

　思い当たることのあった私は目を丸くした。バスケ部の部長はよく分からんがと言っていたけれど、十分だった。島部長、さっきのは風邪じゃなくてアピールだったんですね。

　バスケ部部長と別れた私はさっきよりも明らかに軽くなった足取りで階段を下りていた。すると今度はどこかで見た女子生徒が私の前に立ちはだかった。赤みの強い染めた髪かみに、完かん璧ぺきな化け粧しようを施ほどこした少女には見覚えがあった。

「あ、軽音楽部の」

「あんた、ケータ君とはどういう関係なのよ」

「ケータ君？　なんですかそれ、ゆるキャラ？」

「違ちがうわよ！　神谷蛍太！　佐倉木高校の！」

　ああ、そっちか。てっきり警視庁のマスコットキャラ、ピーポ君の弟かなんかだと思った。

「兄の友人ですけど、それがどうかしたんですか」

「それだけ？」

「……それだけですよ」

「まあいいわ。私、反対票に入れてあげたんだから、感謝しなさいよね！」

「うえええ！　本当ですか！」

　女め神がみかこのひとは。色んな部長に会ったけど、このひとがダントツで冷たかったのに、なんだよツンデレだったのかよ。

「ケータ君が協力してやってくれって言うから反対票に入れてやっただけよ。じゃなきゃ、相手にもしてやんないわよ」

　そっちこそ神谷とどういう関係なのかちょっと気になったけど、貴重な一票を入れてくれたという事実に疑問は吹っ飛んだ。

　喜びを伝えようと距きよ離りを詰めると、向こうは心底嫌いやそうな顔で後ずさり、やがては走って行ってしまった。あんたのためじゃないんだからねっ、という台詞せりふを生で聞きたかったんだが。

　立て続けに舞まい込んだ嬉うれしい知らせに、私の足取りはもはや浮うく勢いであった。ふわふわしながら階段を下りきり、玄げん関かんに向かう。

　校舎を出ると、強い日差しを搔い潜くぐってテニスコートを目指した。ボールを打つ音がだんだんと近くなってくる。

　投票のときと同じくらいの緊きん張ちようが私を襲おそったけれど、大だい丈じよう夫ぶ。大きく息を吸い込んで、止めた。

　ごめんね、ありがとう。──よし。

　休きゆう憩けいに入ったテニス部員の群れの中に岩迫君を見つけた。向こうも私に気がつくと、はっと目を見開いて動きを止める。

「吉村！」

　部員を搔かき分け、彼が走り寄ってくる。私は一歩、足を踏ふみ出した。







　あとがき




　はじめまして、あずまの章と申します。

　このたびは『春日坂高校漫画研究部』をお手にとっていただきありがとうございます。




　さて、『春日坂高校漫画研究部』ですが、私の高校時代が下地となっております。

　思い返せば、楽しかった出来事のほとんどは、この高校時代にありました。

　寝ね坊ぼうしてすべてを諦あきらめて一時限目を漫まん研けんの部室で過ごした思い出とか、ガス・水道が使えたのをいいことにパスタを茹ゆでて食べた思い出とか、教科書を部室に忘れて漫画だけ持って帰った思い出とか……。

　ろくでもないことばかりしていた気がしますが、あのころが私の人生で一番輝かがやいていた時期でした。まさに青春です。

　だからでしょうか、ゼロから小説を書こうと思い立ったとき、舞ぶ台たいは自然と高校に決まっていました。

　そうしてできたのが『春日坂高校漫画研究部』です。

　読んでくださった皆みな様さまが、自分の高校時代を思い出して懐なつかしい気持ちに浸ひたっていただければ幸いです。




　最後になりましたが、挿さし絵えを担当してくださったヤマコ様。素す敵てきなイラストをありがとうございました。五味への愛、しかと受け取りました。

　いつも締しめ切きりギリギリに提出してご迷めい惑わくをおかけした担当様、お礼を申し上げます。たぶんこれからもギリギリです。今のうちに謝あやまっておきます。ごめんなさい……。

　そしてここまで読んでくださった方々に感謝いたします。




　またお会いできる日を願っております。





あずまの章　　
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カバー・口絵・本文イラスト／ヤマコ

デザイン／うちだ みほ（ムシカゴグラフィックス）










春日かすが坂ざか高こう校こう漫まん画が研けん究きゆう部ぶ




第だい１号ごう　弱じやく小しよう文ぶん化か部ぶに幸さちあれ！








あずまの章しよう
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